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Printia LASERプリンタユーティリティ�
FUJITSU PERSONAL COMPUTER PRINTERFUJITSU PERSONAL COMPUTER PRINTER

ソフトウェアマニュアル�

※ 本マニュアルの中で使用する画面表示例は、XL-5710またはXL-6010のものを使用して
います。
その他の機種をご使用の場合は、表示内容が一部異なることがあります。
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第1章
インストールの概要

この章では、プリンタに添付されているソフト
ウェアをインストールする前に必要となる基本
的なことがらについて説明します。
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ソフトウェア編
第１章    インストールの概要

インストールのインストールのインストールのインストールのインストールの前に前に前に前に前に
本書では､次のプリンタについて説明します。
・XL-6010
・XL-5710
・XL-5310

なお、特定のプリンタを指す場合は、次のように呼び分けます。

呼び方 対象プリンタ
XL プリンタまたは本プリンタ XL-6010/5710/5310
NetWare 対応XLプリンタ XL-6010およびプリンタRAMモジュー

ル搭載時のXL-5710
用紙種類指定対応プリンタ XL-6010
両面印刷対応プリンタ XL-6010
旧Printianavi対応プリンタ XL-5810/5510/5300A/5300シリーズ

本プリンタには、「Printia LASERプリンタユーティリティV3.1」CD-
ROMが同梱されています。この中には、次のソフトウェアが入ってい
ます。

・Printia XLドライバ（双方向プリンティングシステム「Printianavi」を含む）
・Printianaviネットワークポートモニタ
（IPアドレス設定ユーティリティを含む）
・Printianaviネットワーク連携ユーティリティ
・Printianavi マネージャ
・Printianaviネットワーク設定ユーティリティ（注1）
・かんたんバーコードLite
・Adobe Acrobat Reader 3.0J
・ソフトウェアマニュアル

注1）ネットワーク設定ユーティリティは、NetWare 環境専用です。
TCP/IP環境で使用しているXLプリンタではお使いになれません
のでご注意ください。
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・Printia XLドライバ以外のソフトウェアは、Printianaviイン
ストーラでインストールすることができます。（「Printianavi
インストーラ」（17ページ）参照）
Printia XLドライバのインストール方法については、第２章
および第３章をご覧ください。

・同一ネットワーク上で本プリンタと旧Printianavi対応プリ
ンタを混在運用する場合は、付録の「Printianaviトラブル
シューティング」の「旧バージョン・レベルとの混在運用
について」をお読みください。

・お使いのパソコンのプリンタフォルダに、すでにXL-5810/
5510/5710/5310のいずれかが登録されている場合は、付
録の「Printianaviトラブルシューティング」の「新しいバー
ジョン／レベルのメッセージが表示される」および「古い
バージョン／レベルのメッセージが表示される」をお読み
ください。

以降で、各ソフトウェアの概要について説明します。
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双方向プリンティングシステム

「Printianavi（プリンティアナビ）」

プリンタの印刷ジョブの処理状況、プリンタステータスの監視、印刷再
開や印刷打ち切りなどを、印刷を実行したパソコンから制御するソフト
ウェアです。Printia XL ドライバの一部としてインストールされます。

Printianavi は、Windows 98/95/NT4.0 が動作するパソコンに、プリ
ンタケーブル（セントロ）またはLAN経由でプリンタを接続したとき
に使用できます。

「Printia LASERプリンタユーティリティV3.1」CD-ROMの中にある次
のソフトウェアは、Printianaviと連携して使用します。
・Printianavi マネージャ
・Printianaviネットワーク連携ユーティリティ
・Printianaviネットワークポートモニタ

上記のソフトウェアのどれが必要となるかは、プリンタの共有方法や接
続形態、クライアント側とサーバ側などで異なります。
次の表、および「インストールの手順と設定の概要」（18ページ）を参
照してください。

プリンタの共有方法 共有しない LAN直接 サーバ接続プリンタを共有
プリンタの接続形態 パラレル接続 LAN接続 パラレル接続 LAN接続
Printia XL ドライバ 〇 〇 ◎ ◎
Printianaviマネージャ △ △ △ △
ネットワーク連携 － － ◎ ◎
ユーティリティ
ネットワークポートモニタ － 〇 － 〇
TCP/IPプロトコル（注） － 〇 ◎ ◎

◎：クライアント /サーバ双方のパソコンでインストールが必要
〇：プリンタを接続するパソコン（サーバ）でインストールが必要
△：必要に応じてインストールする

注）ご使用のOS（Windows 98/95/NT4.0）が提供するネットワーク
プロトコルを利用します。
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Printianaviの特長

パソコンとXLプリンタの双方向通信により、Printianaviは次の機能を
実現しました。

ネットワークプリンタ管理
Printianaviマネージャを使用すると、プリンタフォルダに登録されてい
るXLプリンタを一覧で表示、各プリンタの状態や印刷待ちジョブ数を
確認できます。
さらに、各プリンタの詳細情報を表示したり、ネットワーク設定を変更
するなど、オフィス内でネットワーク接続されたXLプリンタを、机上
のパソコンで集中管理できます。

高速転送
・エラー発生や空きメモリ量などのプリンタ状態を確認しながら、効率
よく印刷ジョブを転送します。

・100Mbpsの高速ネットワーク（100BASE-TX）に対応したプリンタ
LANインタフェースと、セントロポート（IEEE1284準拠）に標準で
対応します。

優れた操作性
・印刷開始前に、用紙サイズや用紙残量などのプリンタステータスや、
エラー内容をプリンタの設定画面で確認できます。サーバ共有プリン
タのステータス表示にも対応しました。

・印刷を実行したパソコンに、印刷中の文書名や印刷処理の状況などの
ステータスや、印刷完了、エラーメッセージを表示します。（メッセー
ジウィンドウ）
ステータスウィンドウには、プリンタの状態に対応したプリンタ情報
ビットマップや状態アイコンを表示、エラー発生などをグラフィカル
に通知します。

・ステータスウィンドウやエラーメッセージウィンドウから、印刷打ち
切り操作を簡単に行えます。

高信頼印刷
・プリンタで紙づまりなどのエラー状態を解除すると、エラーが発生し
たページから印刷を自動的に再開します。この機能により、印刷抜け
を防止します。

・Windows NT4.0をプリントサーバにした運用形態では、紙づまりや
応答なし等のエラー発生時に、エラーメッセージウィンドウから印刷
を再開するページを指定できます。

・プリンタの電源オフやケーブル抜けなどのネットワーク異常を監視し
ます。エラーとなった印刷処理を自動的に打ち切り、文字化けなどの
印刷トラブルの発生を事前に防止します。
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プリンタLANポートの機能概要

XLプリンタ内蔵のプリンタLAN ポートは、100Mbpsの高速ネット
ワーク（100BASE-TX）や10BASE-Tに接続できます。ネットワーク
プロトコルとして、TCP/IPを標準サポートしています。
Windows 98/95/NT4.0 が動作するパソコンにPrintianaviネットワー
クポートモニタをインストールすると、Printianaviと連携して、TCP/
IP接続のXLプリンタに直接印刷することができます。これにより、プ
リントサーバを設置しない形態でもプリンタを共有することができま
す。
XLプリンタは、プリンタのIPアドレス割り当て機能としてDHCPをサ
ポートしているので、ネットワークで動作しているDHCPサーバから、
プリンタの IPアドレスを集中管理することができます。
また、XLプリンタは、業界標準のネットワーク管理プロトコルSNMP
をサポートし、SNMPの管理情報として、MIB-Ⅱ、ホストリソースMIB
の一部、およびプリンタMIBに対応しています。これにより、弊社のシ
ステム管理ソフトウェアSystemWalker/CentricMGRや、市販のSNMP
マネージャを使用して、TCP/IP接続されたXLプリンタの機器構成や
装置状態などをシステム管理ソフトウェアに表示したり、ネットワーク
機器としてルータやパソコン装置と同様に集中管理することが可能で
す。
TCP/IPは、Windows NTのLPR印刷にも対応しています。

さらにNetWare 対応XLプリンタは、プリントサーバモードおよびリ
モートプリンタモードに対応しており、NetWareサーバ連携のプリンタ
共有が可能です。ただし、NetWare 4.xJのNDSモードには対応してい
ません。バインダリモードで接続してください。
なお、LPR印刷やNetWare 印刷は、双方向プリンティングシステム
「Printianavi」には対応していませんのでご注意ください。



ソフトウェア編
第１章    インストールの概要

9

Printia XLドライバ

Windows 環境でプリンタを使用するために必要なプリンタドライバで
す。インストール方法および設定方法については、次の章をお読みくだ
さい。
・プリンタドライバをインストールし、印刷できるようにする ..... 第 2章
・印刷時の用紙サイズや解像度などを設定する.............................. 第 3章

※ ご使用のOSによってインストール方法および設定方法が異なります
のでご注意ください。

双方向プリンティングシステム「Printianavi」は、Windows
98/95/NT4.0のPrintia XLドライバに対応しており、Printia
XL ドライバとともにインストールされます。

Printianaviネットワークポートモニタ

XLプリンタをLAN（TCP/IP）で接続して、パソコンから直接印刷を行
えるようにします。

本ユーティリティは、Windows 98/95/NT4.0が動作するパソコンにイ
ンストールされた双方向プリンティングシステム「Printianavi」と連携
して動作します。

また、本ユーティリティとともにインストールされる「IPアドレス設定
ユーティリティ」は、DHCPを利用して、XLプリンタに一時的に IPア
ドレスを設定します。

本ソフトウェアのインストール方法や環境設定の詳細については、CD-
ROMに収められたソフトウェアマニュアルをご覧ください。
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Printianaviネットワーク連携ユーティリティ

LAN（TCP/IP）上のサーバに接続したプリンタの状態表示や印刷制御
を、印刷を実行したクライアント側で行えるようにします。

このユーティリティは、Windows 98/95/NT4.0が動作するパソコンに
インストールされた双方向プリンティングシステム「Printianavi」と連
携して動作します。

本ユーティリティは、プリントサーバとクライアント双方にインストー
ルし、クライアント側でメッセージ操作環境の設定、および到着通知パ
ネルの起動を行う必要があります。

インストール方法や環境設定、起動方法については、CD-ROMに収め
られたソフトウェアマニュアルをご覧ください。

Printianaviマネージャ

ローカルプリンタやネットワークプリンタ、サーバの共有プリンタの情
報参照や環境設定などのプリンタ管理を、パソコンから行えるようにし
ます。

このソフトウェアは、Windows プリントスプーラおよびWindows 98/
95/NT4.0が動作するパソコンにインストールされた双方向プリンティ
ングシステム「Printianavi」と連携して動作します。

インストール方法や設定、起動方法については、CD-ROMに収められ
たソフトウェアマニュアルをご覧ください。

制限事項
・本ソフトウェアは、XLプリンタ専用です。他のプリンタの情報参照や
環境設定は行えません。

・情報参照や環境設定を行うプリンタは、すべて本ソフトウェアを起動
するパソコンから印刷可能な設定になっている必要があります。
Printianavi対応のPrintia XLプリンタドライバを必ずインストールし
てください。
ただし、次のようなプリンタは、情報を取得できないため、エラー表
示となります。
・NetWare 環境で使用している（TCP/IP環境との共有も含む）プリ
ンタ

・Printianaviネットワーク連携ユーティリティが正常に起動していな
いサーバの共有プリンタ



ソフトウェア編
第１章    インストールの概要

11

主な機能

エンドユーザー機能
XLプリンタを使用する際に必要な情報を提供します。プリンタの空き
状況や、セットされている用紙サイズ等を手元のパソコンで事前に確認
できるため、効率のよい印刷が可能となります。
・プリンタ一覧表示
Windows 上に定義されたXLプリンタの状態および印刷待ちジョブ数
を一覧で表示します。これにより空きプリンタを一目で確認できます。

・状態表示
プリンタ一覧表示で選択したプリンタの状態やセットされている用紙
をグラフィカルに表示します。これにより印刷目的に応じたプリンタ
の選択が可能となります。

管理者機能
ネットワーク環境の参照や設定等、プリンタ管理者用の機能を提供しま
す。従来はプリンタの設置場所でオペレータパネルによる操作が必要で
したが、本機能により複数プリンタの操作を手元のパソコンから、分か
りやすいユーザインタフェースを通じて行うことが可能となりました。
なお、本機能はPrintianaviマネージャに管理者機能を追加した場合のみ
使用することができます。
・ネットワーク情報表示、設定
XLプリンタのネットワーク環境の表示、およびその設定機能を提供し
ます。
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Printianaviネットワーク設定ユーティリティ

NetWare環境でプリンタをLAN（IPX/SPX）に接続して利用するため
に必要なプリンタの設定を、Windows 98/95が 動作するNetWareク
ライアントから行えるようにします。

このユーティリティは、ネットワーク管理者用です。一般ユーザの方は
インストールする必要はありません。

インストール方法や設定の詳細については、CD-ROMに収められたソ
フトウェアマニュアルをご覧ください。

動作環境
Printianaviネットワーク設定ユーティリティは、次の環境で使用できま
す。

・Windows 98/95およびNovell NetWare （Workstation Shell 4.0 and
above [VLM]）

・Windows 98/95およびNovell NetWare Client 32

制限事項
・本ユーティリティは、NetWare対応XLプリンタ専用です。NetWare
に対応していないプリンタでは使用できません。また、NetWare環境
でお使いになるには、プリンタのNetWareプロトコルが「有効」に設
定されている必要があります。

・マイクロソフト製のNetWare互換のクライアントサービス（NetWare
ネットワーククライアント）をインストールした環境では、互換クラ
イアントがサポートしない関数を使用するため、正常に動作しません。

・NetWareファイルサーバの存在しないネットワークでは、使用しない
でください。また、ルータ等を使用している場合、そのルータの仕様
によっては正常に動作できない場合があります。

・本プリンタのプリンタドライバ（Printia XLドライバ）を必ずインス
トールしてください。Printia XLドライバをインストールしていない
環境でPrintianavi ネットワーク設定ユーティリティを起動すると、
「ライブラリファイル“fjxlcom.dll”が見つかりません」のエラーが発
生します。この状態ではPrintianaviネットワーク設定ユーティリティ
のプリンタ状態表示が動作しません。
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・プリンタの設定を変更するには、設定変更権限が必要です。
設定を変更する場合にはSUPERVISORでログインし、Printianavi
ネットワーク設定ユーティリティを起動してください。

・Printianavi ネットワーク設定ユーティリティや、Printianavi マネー
ジャ、プリンタのパネル操作で、プリンタのNetWare プロトコルを
「無効」に設定すると、本プリンタは、Printianavi ネットワーク設定
ユーティリティのプリンタ一覧に表示されなくなります。
Printianaviネットワーク設定ユーティリティのプリンタ一覧にプリン
タを表示して、設定等を行いたい場合には、プリンタのパネル操作で、
プリンタのNetWareプロトコルを「有効」に設定してください。

・NetWare 4.xJのNDSモードには対応していません。
バインダリモードでお使いください。

かんたんバーコード Lite

OLE連携可能なアプリケーションソフトにバーコードを貼り付け、バー
コードの表示・印刷を行えるようにします。MS-Word やMS-Excel、
OASYS for Windows 、一太郎など、OLE連携に対応したアプリケー
ションソフトは多数あります。

本ソフトウェアがサポートするバーコードの種類は、次の4種類です。
・JAN標準
・JAN短縮
・NW-7
・カスタマバーコード

本ソフトウェアのインストール方法や使用方法の詳細については、CD-
ROMの「Barcode」フォルダに収められたPDF形式のオンラインマニュ
アル（Manual.pdf）、およびテキストファイル（Readme.txt）をご覧く
ださい。
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ソフトウェアライブラリ

Printia LASER XLシリーズのプリンタドライバを提供します。
本ライブラリをご使用になるためには、Webブラウザが必要です。
プリンタドライバの使用方法は、Webブラウザに表示される説明をご覧
ください。また、CD-ROMの「Update」フォルダに収められたテキス
トファイル（Readme.txt）もあわせてお読みください。

Acrobat Reader 3.0J（アクロバットリーダー）

PDF（Portable Document Format）形式のファイルを閲覧・印刷する
ソフトウェアです。本ソフトウェアは、アドビシステムズ社よりライセ
ンスされ、無償配布するものです。

CD-ROMに収められたPDF形式のソフトウェアマニュアルを使用する
には、まずAcrobat Reader（3.0Jまたはそれ以降）をパソコンにイン
ストールする必要があります。
お使いのパソコンにAcrobat Readerがインストールされていない場合
は、 CD-ROMからAcrobat Reader 3.0Jをインストールしてください。

Acrobat Reader 3.0Jのインストール

Acrobat Reader 3.0J は、Windows 98/95/NT4.0が動作するパソコ
ンにインストールできます。
「Printia LASERプリンタユーティリティV3.1」CD-ROMを、パソコン
のCD-ROMドライブにセットすると、Printianaviインストーラが自動
的に起動します。〔Acrobat Reader〕をクリックするとAdobe Acro-
bat Reader 3.0Jインストーラが起動しますので、画面の指示に従って
操作してください。

Printianavi インストーラが自動的に起動しない場合は、CD-ROMの
「Acrobat」フォルダにあるAdobe Acrobat Reader 3.0Jインストー
ラ（ファイル名:Acro30j.exe）をエクスプローラから起動してください。
同フォルダ内にインストール時の注意事項などが記載された
Readme.txt が収められていますので合わせてご覧ください。



ソフトウェア編
第１章    インストールの概要

15

ソフトウェアマニュアル

「Printia LASERプリンタユーティリティV3.1」CD-ROMに収められて
いるソフトウェアに関する使用方法や注意事項を記載したマニュアルで
す。本書と合わせてご活用ください。

ソフトウェアマニュアルは、PDF 形式のファイルで提供しています。
PDF形式のファイルは、Adobe Acrobat Reader（3.0Jまたはそれ以
降）を使用して、画面に表示したり、印刷したりすることができます。

ソフトウェアマニュアルの使い方

ソフトウェアマニュアルを画面に表示するには、次の2つの方法があり
ます。

※ あらかじめ、Adobe Acrobat Reader（3.0J またはそれ以降）をイ
ンストールしておいてください。

・「Printia LASERプリンタユーティリティV3.1」CD-ROMの「Manual」
フォルダ内にある Index.pdfをダブルクリックする

・CD-ROMをセットすると自動的に起動するPrintianaviインストーラ
の〔ソフトウェアマニュアル〕をクリックする
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CD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROMCD-ROMの内容の内容の内容の内容の内容
プリンタに添付されている「Printia LASERプリンタユーティリティ
V3.1」CD-ROMに収められている主なファイルは、次のとおりです。

¥� Acrobat�� Adobe Acobat Reader用フォルダ�
�� Acro30j.exe� ・Acrobat Reader 3.0Jインストーラ�
� Barcode�� かんたんバーコードLite用フォルダ�
�� Setup.exe� ・かんたんバーコードLiteインストーラ�
�� Manual.pdf� ・かんたんバーコードLiteソフトウェアマニュアル�
� Fjxladmn�� Printianaviマネージャ用フォルダ�
�� Setup.exe� ・Printianaviマネージャインストーラ�
� Fjxlv31�� Printia XLドライバディスク V3.1用フォルダ�
�� Win31�� ・Windows 3.1用プリンタドライバ�
�� Win9x�� ・Windows 98/95用プリンタドライバ�
�� Winnt40� ・Windows NT4.0用プリンタドライバ�
� Manual�� ソフトウェアマニュアル用フォルダ�
�� Index.pdf� ・ソフトウェアマニュアル(PDF形式)�
� Mib��� SNMP/MIB定義ファイル用フォルダ�
�� Readme.txt� ・説明ファイル�
�� Naviport�� Printianaviネットワークポートモニタ用フォルダ�
�� Setup.exe� ・ネットワークポートモニタインストーラ�
      Update�� 各種アップデート情報ファイル用フォルダ�
�� Readme.txt� ・説明ファイル�
�� Index.htm� ・アップデート情報ハイパーテキストページ�
�� Archive� ・アップデートファイル用フォルダ(自己解凍圧縮形式)�
� Workit�� Printianaviネットワーク連携ユーティリティ用フォルダ�
�� Win95 � ・Windows 98/95対応ユーティリティ用フォルダ�
��� Setup.exe�� ・Windows 98/95用インストーラ�
�� Winnt�� ・Windows NT4.0対応ユーティリティ用フォルダ�
��� Setup.exe�� ・Windows NT4.0用インストーラ�
� Wxlsetup�� Printianaviネットワーク設定ユーティリティ用フォルダ�
��� Install.exe�・ネットワーク設定ユーティリティインストーラ�
� Setup.exe�� Printianaviインストーラ�
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PrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviインストーラインストーラインストーラインストーラインストーラ
「Printia LASERプリンタユーティリティV3.1」CD-ROMに収められて
いる次のソフトウェアを、インストールします。
・ネットワークポートモニタ
・ネットワーク連携ユーティリティ
・Printianaviマネージャ
・ネットワーク設定ユーティリティ（注1）
・かんたんバーコードLite
・Adobe Acrobat Reader 3.0J

Printianaviインストーラは、Windows 98/95/NT4.0が動作するパソ
コンで使用できます。CD-ROMをCD-ROMドライブにセットすると、
Printianaviインストーラが自動的に起動します。

注1）ネットワーク設定ユーティリティは、NetWare対応XLプリンタ
専用です。NetWareに対応していないプリンタでは使用できませ
ん。
また、NetWare環境でお使いになるには、プリンタのNetWare
プロトコルが「有効」に設定されている必要があります。

・インストーラが自動的に起動しない場合は、エクスプロー
ラでCD - R OM の内容を表示し、一番上の階層にある
Setup.exe をダブルクリックしてください。

・Windows NT4.0が動作するパソコンにネットワークポート
モニタをインストールするときは、管理者グループのメン
バーでログオンしてから行ってください。

また、本インストーラからは、ソフトウェアライブラリや、ソフトウェ
アマニュアルの表示を行うことができます。
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インストールの手順と設定の概要インストールの手順と設定の概要インストールの手順と設定の概要インストールの手順と設定の概要インストールの手順と設定の概要
インストールの手順や必要なソフトウェアは、プリンタの共有方法や接
続形態、クライアント側とサーバ側などで異なります。

ここでは、接続形態（プリンタをプリンタケーブルで接続するのか、
LANケーブルで接続するのか）別に、それぞれサーバで共有しない場合
と共有する場合でのインストール手順（NetWare環境以外）および留意
事項について説明します。（NetWare環境でのインストール手順につい
ては、付録の「NetWare環境での印刷設定」を参照してください。）

なお、以降の説明の中で、手順中の 【  】は、次の意味を示します。
【必須】.................印刷を行うために必要な設定です。
【Printianavi】.......Printianavi機能を使用する際に必要な設定です。
【任意】.................より便利にお使いいただくための設定です。

お使いの環境がNetWareであっても、ネットワークでTCP/
IPプロトコルが使用できるときは、NetWareサーバを介さず
にクライアントから直接本プリンタに印刷することができま
す。
設定方法については、「LAN（TCP/IP）接続の手順」（20ペー
ジ）を参照してください。
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セントロ接続の手順

サーバで共有しないとき

パソコンとプリンタをプリンタケーブルで接続し、他のパソコンとは
プリンタを共有しません。

セントロ接続�

　1印刷を行うパソコンで
「セントロ接続の印刷設
定」（22ページ）を行う

サーバで共有するとき

サーバとプリンタをプリンタケーブルで接続し、クライアントからは
サーバ経由で印刷します。

セントロ接続�

サーバ�

クライアント� クライアント�

1 サーバ側で「セントロ接
続の印刷設定」（22ペー
ジ）を行う

2　サーバ側で「プリンタ共
有サーバとしての設定」
（26ページ）を行う

3　各クライアントで「クラ
イアントからの印刷設
定」（27ページ）を行う



20

ソフトウェア編
第１章    インストールの概要

LAN（TCP/IP）接続の手順

LAN接続したプリンタに直接印刷するには、以下の環境

が必要です。
・TCP/IPプロトコルが使用できること

・OSがWindows 98/95/NT4.0 のいずれかであること

サーバで共有しないとき

パソコンとプリンタはLANで接続、サーバを経由しないで各パソコン
から直接印刷します。

LAN接続(TCP/IP)

1　管理者のパソコンまたはプリンタで「プリンタLANポートの
TCP/IP動作環境設定」（23ページ）を行う

2　各パソコンで「LAN接続の印刷設定」（24ページ）を行う
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サーバで共有するとき

サーバとプリンタをLANで接続し、クライアントからはサーバ経由で
印刷します。

LAN接続(TCP/IP)

サーバ�

クライアント� クライアント�

1 管理者のパソコンまたはプリンタで「プリンタ LANポート
のTCP/IP動作環境設定」（23ページ）を行う

2 サーバ側で「LAN接続の印刷設定」（24ページ）を行う

3 サーバ側で「プリンタ共有サーバとしての設定」（26ページ）
を行う

4 各クライアントで「クライアントからの印刷設定」（27ペー
ジ）を行う
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セントロ接続の印刷設定

セントロ接続のときの印刷設定は、次の手順で行います。

1 【必須】プリンタドライバをインストールする
詳細は、「第２章　プリンタドライバのインストール」（29ページ）を
参照してください。
印刷先のポートは、ローカルポート（通常は LPT1）を選択します。

OSがWindows 98/95の場合は、「Plug & Playによるイン
ストール」（35ページ）でもインストールできます。

2 【Printianavi】Printianavi 機能を使えるようにする
OSがWindows 98/95/NT4.0 のときに使用できる機能です。
〔Printianavi〕ダイアログで「Printianaviを有効にする」をチェックし、
メッセージの表示方法を指定します。
詳細は、「第３章　プリンタドライバの設定」（75ページ）を参照して
ください。

3 【任意】必要に応じてPrintianaviマネージャをインストール
する

OSがWindows 98/95/NT4.0 のときに使用できる機能です。
詳細は、ソフトウェアマニュアル「第６章　Printianaviマネージャ」を
参照してください。
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プリンタLANポートのTCP/IP動作環境設定

（管理者のみ）

プリンタをLAN（TCP/IP）に直接接続するには、プリンタにアドレス
（IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレス）およびポー
ト番号の割り当てが必要です。
ただし、ポート番号（BPPポート番号）は、通常は初期値「9313」の
ままとし、変更は不要です。
プリンタにアドレスを設定する方法は、次の5つの方法があります。

DHCPによるアドレスの自動取得
ネットワーク内にDHCPサーバがあり、プリンタにアドレスを自動で割
り当てられる場合に設定できます。
詳細は、ソフトウェアマニュアル「第４章　Printianavi ネットワーク
ポートモニタ」の「DHCPによるアドレス自動取得」を参照してくださ
い。

IPアドレス設定ユーティリティによる設定
（Windows 98/95/NT 4.0のときのみ）
管理者のパソコンからプリンタにアドレスを割り当てる方法です。
プリンタのパネル操作よりも簡単に行えます。
詳細は、ソフトウェアマニュアル「第４章　Printianavi ネットワーク
ポートモニタ」の「IPアドレス設定ユーティリティによる設定」を参照
してください。

プリンタのパネル操作によるアドレス設定
プリンタ側でアドレスの設定を行います。
詳細は、プリンタ編の説明を参照してください。

ネットワーク設定ユーティリティによる設定
NetWare環境で使用しているプリンタの設定をネットワーク設定ユー
ティリティで行っている場合は、TCP/IPの設定の追加・変更も行うこ
とができます。
詳細は、ソフトウェアマニュアル「第７章　Printianaviネットワーク設
定ユーティリティ」を参照してください。
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Printianaviマネージャによる設定
（Windows 98/95/NT4.0のときのみ）
LAN接続されているプリンタのTCP/IP設定を変更する場合や、プリン
タをセントロ接続からLAN接続に変更する場合は、Printianaviマネー
ジャの管理者機能を使用してTCP/IPの設定の追加・変更を行うことが
できます。
詳細は、ソフトウェアマニュアル「第６章　Printianaviマネージャ」を
参照してください。

LAN接続の印刷設定

LAN接続のときの印刷設定は、次の手順で行います。

準備
・設定を行うパソコンにTCP/IPプロトコルおよびMicrosoftクライア
ントサービス（Windows 98/95）を組み込む必要があります。

・Windows NT4.0 で設定を行う場合は、管理者グループのメンバーと
してログオンしてください。

手順1
Printianaviネットワークポートモニタをインストールしていないとき

1 【必須】Printianavi ネットワークポートモニタをインストー
ルし、印刷先のポートを作成する

詳細は、ソフトウェアマニュアル「第４章　Printianavi ネットワーク
ポートモニタ」を参照してください。

2 【必須】プリンタドライバをインストールする
詳細は、「第２章　プリンタドライバのインストール」（29ページ）を
参照してください。
印刷先は１で作成したポートを選択します。

3 【任意】必要に応じてPrintianaviマネージャをインストール
する

OSがWindows 98/95/NT4.0 のときに使用できる機能です。
詳細は、ソフトウェアマニュアル「第６章　Printianaviマネージャ」を
参照してください。
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手順2
Printianaviネットワークポートモニタをインストール済みのとき
IPアドレス設定ユーティリティでポートの作成を行っていないとき

２台以上のLAN接続プリンタに直接印刷するとき

1 【必須】仮の印刷先ポートを指定してプリンタドライバをイ
ンストールする

詳細は、「第２章　プリンタドライバのインストール」（29ページ）を
参照してください。
印刷先は適当なポート（ローカルポート：LPT1など）を選択してくだ
さい。

ここでは、実際には接続されていないポートを仮の印刷先

として指定しているので、テストページ等の印刷は行わな
いでください。

2 【必須】印刷先ポートの追加と変更を行う
詳細は、「印刷先ポートの追加と変更」（57、61ページ）と「LAN接続
プリンタに印刷するとき」（59、62ページ）を参照してください。

3 【任意】必要に応じてPrintianaviマネージャをインストール
する

OSがWindows 98/95/NT4.0 のときに使用できる機能です。
詳細は、ソフトウェアマニュアル「第６章　Printianaviマネージャ」を
参照してください。
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プリンタ共有サーバとしての設定

プリンタを共有するときのサーバの印刷設定は、次の手順で行います。

1 【必須】プリンタを共有するサーバの設定をする
詳細は、　「プリンタを共有する」（54ページ）を参照してください。

2 【Printianavi】Printianavi機能をクライアント側で使用できる
ように設定する

Printianaviネットワーク連携ユーティリティをインストールし、サーバ
の設定を行います。
詳細は、ソフトウェアマニュアル「第５章　Printianaviネットワーク連
携ユーティリティ」の「サーバ側の設定」を参照してください。

プリンタを共有するサーバおよびクライアントのOSが Windows 98/
95/NT4.0で TCP/IPプロトコルで接続されていることが必要です。

Printianaviネットワーク連携ユーティリティをインストール
しない場合や、クライアント側でPrintianavi機能が使用でき
ない場合は、メッセージの表示や印刷打ち切り作業などを、
すべてサーバ側で行います。また、サーバ側でPrintianaviを
有効にしていない（できない）場合は、クライアント側で
Printianavi機能は使用できません。

3 【任意】代替ドライバをインストールする
サーバのOSがWindows NT4.0 で、クライアントのOSがWindows
98/95/NT4.0の場合は、代替ドライバをインストールすることができ
ます。
詳細は、「代替ドライバのインストール」（67ページ）を参照してくだ
さい。
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クライアントからの印刷設定

クライアントからの印刷設定は次の手順で行います。

手順

1 【必須】クライアントに仮の印刷先ポートを指定してプリン
タドライバをインストールする

詳細は、「第２章　プリンタドライバのインストール」（29ページ）を
参照してください。
印刷先のポートは、適当なポート（ローカルポート：LPT1など）を選
択してください。

ここでは、実際には接続されていないポートを仮の印刷先

として指定しているのでテストページ等の印刷は行わない
でください。

プリンタを共有するサーバ（Windows NT4.0）にクライアン
トOS の代替ドライバがインストールされている場合は、
ネットワークインストールでインストールすることができま
す。
詳細は、「ネットワークインストール」（70ページ）を参照し
てください。この場合は2の印刷先ポートの変更は不要です。

2 【必須】印刷先ポートの変更を行う（ネットワークインス
トールした場合を除く）

詳細は、「印刷先ポートの追加と変更」（57、61ページ）と「サーバ経
由で印刷するとき」（58、62ページ）（Windows 3.1は「Windows 3.1
のとき」（64ページ））を参照してください。
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3 【Printianavi】Printianavi機能をクライアント側で使用できる
ように設定する

次の動作環境であることが必要です。
・プリンタを共有するサーバおよびクライアントのOS が Windows
98/95/NT4.0で TCP/IPプロトコルで接続されていること

・プリンタを共有するサーバにPrintianaviネットワーク連携ユーティリ
ティがインストールされ、サーバ側の設定がされていること

プリンタドライバの設定画面〔Printianavi〕ダイアログで「Printianavi
を有効にする」をチェックし、メッセージの表示方法を指定します。
詳細は、「第３章　プリンタドライバの設定」（75ページ）を参照して
ください。

その後、Printianavi ネットワーク連携ユーティリティをインストール
し、クライアントの設定を行います。
詳細は、ソフトウェアマニュアル「第５章　Printianaviネットワーク連
携ユーティリティ」の「クライアント側の設定」を参照してください。

4 【任意】必要に応じてPrintianaviマネージャをインストール
する

OSがWindows 98/95/NT4.0 のときに使用できる機能です。
詳細は、ソフトウェアマニュアル「第６章　Printianaviマネージャ」を
参照してください。



第2章
プリンタドライバの

インストール

この章では、パソコンにプリンタドライバ
（Printia XL ドライバ）をインストールし、印刷
できるようにするまでの操作について説明しま
す。
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インストールインストールインストールインストールインストール
ご使用のOSによってインストール方法が異なります。それぞれの手順
に従ってください。

また、CD-ROMがないパソコンにインストールする場合は、プリンタ
ドライバのフロッピーディスクを作成してください。詳細は、付録の
「 XLドライバディスクの作成」を参照してください。）

 Windows 98/95のとき

ここでは、Windows 98/95が動作するパソコンをご使用の場合の、プ
リンタドライバのインストール方法と設定方法について説明します。

インストールの手順は通常のインストールとPlug & Playで異なります。
それぞれの手順に従ってください。

 通常のインストール

プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のCD-ROMを準備してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows 98/
95のバージョンによっては、インストール手順や表示内容が
ことなる場合があります。このときは、表示内容に従ってイ
ンストールしてください。
※画面の例はWindows 98のものです。

・インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROM内の

「WIN9X.TXT」をお読みください。
・Windows 3.1で本プリンタドライバをインストールして

使用されていた方で、本プリンタドライバを削除せず

Windows 98/95 にアップグレードしている場合は、
Windows 98/95の〔プリンタ〕フォルダから本プリンタ

を選択し、〔ファイル〕メニューの〔削除〕をクリック
してプリンタを削除してからインストールを行ってくだ

さい。
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1 Windows 98/95を起動す
る

2 マイコンピュータの〔プ
リンタ〕をダブルクリッ
クし、〔プリンタの追加〕
をダブルクリックする

3 〔次へ〕をクリックする

4 ローカルプリンタを選択
して〔次へ〕をクリック
する

この画面は、パソコンがネット
ワークに接続されているときの
み、表示されます。

・スタンドアロン（パソコンとプリンタを１対１で接続）の
ときや、パソコンをプリンタサーバとして使うときは、ロー
カルプリンタを選択します。
印刷先（ポート）を後で変更する場合も、ローカルプリン
タを選択してください。ただし、正しい印刷先に設定する
までテストページ等の印刷は行わないでください。

・〔ネットワークプリンタ〕を選んでインストールするには、
プリンタサーバ上に、対応するプリンタドライバがあらか
じめインストールされている必要があります。
「代替ドライバとネットワークインストール」（67ページ）
を参照してください。
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5 〔ディスク使用〕をク
リックする

6 添付のCD-ROMをパソ
コンのCD-ROMドライ
ブにセットする

CD-ROM から作成したフロッ
ピーディスクを使用する場合
は、フロッピーディスクをフ
ロッピーディスクドライブに
セットします。

CD-ROMをセットした後に「Printia LASERプリンタユー
ティリティ」の画面が自動的に起動した場合は、〔終了〕を選
択して画面を閉じてください。

7 〈配布ファイルのコピー
元:〉に「D:¥FJXLV31
¥WIN9X」と入力する、ま
たは〔参照〕をクリック
して「D : ¥ F J X L V 3 1
¥WIN9X」を選択する
（CD-ROMドライブがD:
のとき）

入力が終わったら〔OK〕をク
リックします。

フロッピーディスクを使用する場合は、〈配付ファイルのコ
ピー元：〉に「A:¥WIN9X」と指定します。（フロッピーディ
スクドライブがA:のとき）
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8 プリンタを選択して、
〔次へ〕をクリックする

9 使用するポートを選択し
て〔次へ〕をクリックす
る

使用するポートがまだ作成され
ていない場合は、仮のポートと
してローカルポート（LPT1）な
どを選択してください。

10 本プリンタに名前を付
け、「通常のプリンタ」に
設定する場合は、〔はい〕
を選択し、〔次へ〕をク
リックする

他にインストールされているプ
リンタがない場合は、自動的に
「通常のプリンタ」に設定され
ます。

11 テストページを印刷する
か、しないか選択して
〔完了〕をクリックする

手順9で仮のポートを選択した
場合は、〔いいえ〕を選択してく
ださい。
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ファイルのコピーが開始されます。コピーが終了すると、〔プリンタ〕
フォルダにプリンタ名が表示され、ドライバが有効になります。

→

「テストページを印刷しますか？」で“はい（推奨）”を選択した場合は
以下の操作を行います。

12 テストページが正しく印
刷されたら〔はい〕をク
リックし、インストール
を終了する

テ ス ト ペ ー ジ 印 刷 中 は
Printianaviのステータスが表示
されます。表示は、印刷が終了
すると自動的に終了します。
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Plug & Playによるインストール

プリンタドライバのPlug & Playによるインストールは、次の手順で行
います。
添付のCD-ROMを準備してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows 98/
95のバージョンによっては、インストール手順や表示内容が
異なる場合があります。このときは、表示内容に従ってイン
ストールしてください。
また、Plug & Playでプリンタが検出されない場合は、通常
のインストールでプリンタドライバをインストールしてくだ
さい。

・インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROMの

「FJXLV31」フォルダにある「WIN9X.TXT」をお読みく

ださい。
・Windows 3.1で本プリンタドライバをインストールして

使用されていた方で、本プリンタドライバを削除せず
Windows 98/95 にアップグレードしている場合は、

Windows 98/95の〔プリンタ〕フォルダから本プリンタ

を選択し、〔ファイル〕メニューの〔削除〕をクリック
してプリンタを削除してからインストールを行ってくだ

さい。
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Windows 98 のとき

１プリンタとパソコンを接
続し、プリンタの電源を
入れた状態でWindows
98を起動する

パソコン起動時に「FUJITSU XL-XXXX 新しいハードウェアが検出さ
れました。必要なソフトウェアを探しています。」（XL-XXXXはプリン
タ名）と表示されます。そのとき、以下の手順でプリンタドライバのイ
ンストールをしてください。

Plug＆Playはプリンタがパソコンに直接つながっている場合
のみ行われます。

次の画面が表示されている場合
は、〔次へ〕をクリックして4に
進みます。

左の画面が表示されている場合
は、〔OK〕をクリックして２に
進みます。

2　添付のCD-ROMをパソ
コンのCD-ROMドライ
ブにセットする

CD-ROM から作成したフロッ
ピーディスクを使用する場合
は、フロッピーディスクをフ
ロッピーディスクドライブに
セットします。
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3 〈ファイルのコピー元〉に
「D:¥FJXLV31¥WIN9X」
と入力する、または〔参
照〕をクリックして「D:
¥FJXLV31¥WIN9X」を
選択し、〔OK〕をクリッ
クする（CD-ROMドライ
ブがD:のとき）

入力が終わったら〔ＯＫ〕をク
リックします。

フロッピーディスクを使用する場合は、〈ファイルのコピー
元：〉に「A:¥WIN9X」と指定します。（フロッピーディスク
ドライブがA:のとき）

ファイルのコピーが開始されま
す。
ファイルのコピーが終わると、
インストールは自動的に終了し
ます。

4　「使用中のデバイスに最
適なドライバを検索する
（推奨）」を選択して〔次
へ〕をクリックする

5　添付のCD-ROMをパソ
コンのCD-ROMドライ
ブにセットする

CD-ROM から作成したフロッ
ピーディスクを使用する場合
は、フロッピーディスクをフ
ロッピーディスクドライブに
セットします。
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6　「CD-ROMドライブ」と
「検索場所の指定」を
チェックして、検索場所を
「D:¥FJXLV31¥WIN9X」
と入力する、または〔参
照〕をクリックして「D:
¥FJXLV31¥WIN9X」を
選択し（CD-ROMドライ
ブがD:のとき）、〔OK〕を
クリックする

検索場所の指定が終わったら、
〔次へ〕をクリックします。

フロッピーディスクを使用する場合は、「フロッピーディスク
ドライブ」と「検索場所の指定」をチェックして、検索場所
を「A:¥WIN9X」と指定します。（フロッピーディスクドライ
ブがA:のとき）

7 〈ドライバのある場所   ：〉
が「D : ¥ F J X L V 3 1 ¥
WIN9X ¥FJXLV8.INF」
と表示されていることを
確認して、〔次へ〕をク
リックする（CD-ROMド
ライブがD:のとき）

フロッピーディスク を使用する
場合は、「A:¥WIN9X¥FJXLV
8.INF」と表示されていること
を確認して、〔次へ〕をクリック
します。（フロッピーディスク
ドライブがA:のとき）
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8　本プリンタに名前を付
け、「通常のプリンタ」に
設定する場合は、〔はい〕
を選択し、〔次へ〕をク
リックする

他にインストールされているプリンタがない場合は、自動的
に通常のプリンタとして設定されます。

9　テストページを印刷する
か、しないか選択して
〔完了〕をクリックする

ファイルのコピーが開始されま
す。

テストページを印刷します
か？」で「はい（推奨）」を選択
した場合は、テストページが正
しく印刷されたことを確認して
〔はい〕をクリックします。

テ ス ト ペ ー ジ 印 刷 中 は
Printianaviのステータスが表示
されます。表示は、印刷が終了
すると自動的に終了します。
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10　〔完了〕をクリックし
て、インストールを終了
する
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Windows 95のとき

1 プリンタとパソコンを接
続し、プリンタの電源を
入れた状態でWindows
95を起動する

パソコン起動時に「FUJITSU XL-XXXX新しいハードウェアが検出され
ました。必要なソフトウェアをインストールしています。」（XL-XXXX
はプリンタ名）と表示されます。そのとき、以下の手順でプリンタドラ
イバのインストールをしてください。

Plug & Playはプリンタがパソコンに直接つながっている場
合のみ、行われます。

次の画面が表示されている場合は2に進みます。

次の画面が表示されている場合は5に進みます。

一度インストールしたドライバを削除した後で再インストー
ルしたときは、この画面は表示されません。
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2 “ハードウェアの製造元
が提供するドライバ”を
クリックして〔OK〕をク
リックする

3 添付のCD-ROMをパソ
コンのCD-ROMドライ
ブにセットする

CD-ROM から作成したフロッ
ピーディスクを使用する場合
は、フロッピーディスクをフ
ロッピーディスクドライブに
セットします。

4 〈配布ファイルのコピー
元:〉に「D:¥FJXLV31
¥WIN9X」と入力する、ま
たは〔参照〕をクリック
して「D : ¥ F J X L V 3 1
¥WIN9X」を選択する
（CD-ROMドライブがD:
のとき）

入力が終わったら〔OK〕をク
リックします。

10へ進んでください。

フロッピーディスクを使用する場合は、〈配付ファイルのコ
ピー元：〉に「A:¥WIN9X」と指定します。（フロッピーディ
スクドライブがA:のとき）
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5 〔次へ〕をクリックする

6 添付のCD-ROMをパソ
コンのCD-ROMドライ
ブにセットする

CD-ROM から作成したフロッ
ピーディスクを使用する場合
は、フロッピーディスクをフ
ロッピーディスクドライブに
セットします。

7 〔場所の指定〕をクリッ
クする

8 〈場所〉に「D:¥FJXLV31
¥WIN9X」と入力する、ま
たは〔参照〕をクリック
して「D : ¥ F J X L V 3 1
¥WIN9X」を選択する
（CD-ROMドライブがD:
のとき）

入力が終わったら〔OK〕をク
リックします。

フロッピーディスクを使用する場合は、〈配付ファイルのコ
ピー元：〉に「A:¥WIN9X」と指定します。（フロッピーディ
スクドライブがA:のとき）
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9 〔完了〕をクリックする
左のようなダイアログボックス
が表示されたら、〔完了〕をク
リックします。

10 本プリンタに名前を付
け、「通常のプリンタ」に
設定する場合は、〔はい〕
を選択し、〔次へ〕をク
リックする

他にインストールされているプ
リンタがない場合は、自動的に
「通常のプリンタ」に設定され
ます。

11 テストページを印刷する
か、しないか選択して
〔完了〕をクリックする

「ディスクの挿入」ダイアログ
ボックスが表示されたら、〔OK〕
をクリックします。
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12〈ファイルのコピー元〉
に「D : ¥ F J X L V 3 1
¥WIN9X」と入力する、ま
たは〔参照〕をクリック
して「D : ¥ F J X L V 3 1
¥WIN9X」を選択する
（CD-ROMドライブがD:
のとき）

入力が終わったら〔OK〕をク
リックします。

「テストページを印刷しますか？」で「はい（推奨）」を選択した場合は、
以下の操作を行います。

13 テストページが正しく印
刷されたら〔はい〕をク
リックし、インストール
を終了する

テ ス ト ペ ー ジ 印 刷 中 は
Printianaviのステータスが表示
されます。表示は、印刷が終了
すると自動的に終了します。
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 Windows NT4.0のとき

ここでは、Windows NT4.0が動作するパソコンをご使用の場合の、プ
リンタドライバのインストール方法について説明します。

プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のCD-ROMを準備してください。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows NT4.0
のバージョンによっては、インストール手順や表示内容がこ
となる場合があります。このときは、表示内容に従ってイン
ストールしてください。

・インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROMの
「FJXLV31」フォルダにある「WINNT40.TXT」をお読み

ください。

・Windows NT3.51で本プリンタドライバをインストール
して使用されていた方で、本プリンタドライバを削除せ

ずWindows NT4.0 にアップグレードしている場合は

Windows NT4.0の〔プリンタ〕フォルダからプリンタ
を選択し、〔ファイル〕メニューの〔削除〕をクリック

してプリンタを削除してからインストールを行ってくだ
さい。

1 Windows NT4.0を起動し、管理者グループのメンバーとして
ログオンする

2 マイコンピュータの〔プリンタ〕をダブルクリックする

3 Windowsの〔プリンタ〕
フォルダの〈プリンタの
追加〉をダブルクリック
する
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4 〔このコンピュータ〕を
選択して〔次へ〕をク
リックする

〔ネットワークプリンタサーバー〕を選んでインストールする
には、プリンタサーバ上に対応するプリンタドライバがあら
かじめインストールされている必要があります。詳細は、「代
替ドライバとネットワークインストール」（67ページ）を参
照してください。

5 プリンタを接続したポー
トを指定して〔次へ〕を
クリックする

〔利用可能なポート〕から、プリ
ンタを接続したポートを選択し
ます。まだ、ポートを作成して
いない場合は、仮のポートを選
択してください。ただし、この
場合は正しいポートを設定する
までテストページ等の印刷は行
わないでください。

6 〔ディスク使用〕をク
リックする
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7 添付のCD-ROMをパソ
コンのCD-ROMドライ
ブにセットする

CD-ROM から作成したフロッ
ピーディスクを使用する場合
は、フロッピーディスクをフ
ロッピーディスクドライブに
セットします。

CD-ROMをセットした後に「Printia LASERプリンタユー
ティリティ」の画面が自動的に起動した場合は、〔終了〕を選
択して画面を閉じてください。

8 〈配布ファイルのコピー
元:〉に「D:¥FJXLV31
¥WINNT40」と入力す
る、または〔参照〕をク
リックして「D:¥FJXLV31
¥WINNT40」を選択し、
〔開く〕をクリックする
（CD-ROMドライブがD:
のとき）

入力が終わったら〔OK〕をク
リックします。

フロッピーディスクを使用する場合は、〈配付ファイルのコ
ピー元：〉に「A:¥WINNT40」と指定します。（フロッピー
ディスクドライブがA:のとき）

9 該当するプリンタをク
リックして、〔次へ〕をク
リックする
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10 本プリンタに名前を付
け、「通常のプリンタ」に
設定する場合は、〔はい〕
を選択し、〔次へ〕をク
リックする

他にインストールされているプ
リンタがない場合は、自動的に
「通常のプリンタ」に設定され
ます。

11「共有しない」を選択し、
〔次へ〕をクリックする

プリンタを共有するかしないか
の設定は、プリンタドライバを
インストールした後で変更でき
ます。ここでは、「共有しない」
を選択します。

12 テストページを印刷する
か、しないか選択して
〔完了〕をクリックする

手順5で仮のポートを選択した
場合やLPR ポートを選択した
場合は、「いいえ」を選択してく
ださい。
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ファイルのコピーが開始されます。コピーが終了すると、〔プリンタ〕
フォルダにプリンタ名が表示され、ドライバが有効になります。

→

「テストページを印刷しますか？」で“はい（推奨）”を選択した場合に
は以下の操作を行います。

13 テストページが正しく印
刷されたら〔はい〕をク
リックし、インストール
を終了する

テ ス ト ペ ー ジ 印 刷 中 は
Printianaviのステータスが表示
されます。表示は、印刷が終了
すると自動的に終了します。
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 Windows 3.1のとき

ここでは、Windows 3.1をご使用の場合の、プリンタドライバのイン
ストール方法について説明します。

ご使用のパソコンにインストールされているWindows 3.1の
バージョンによっては、インストール手順や表示内容が異な
る場合があります。このときは、表示内容に従ってインス
トールしてください。

インストールの前に、メモ帳等により CD - R OM の
FJXLV31 フォルダにある ¥WIN31.TXT をお読みくださ

い。

プリンタドライバのインストールは、次の手順で行います。

1 Windows 3.1を起動する

2 〔メイン〕グループ中の
〈コントロールパネル〉
をダブルクリックする

3 〈コントロールパネル〉
中の〈プリンタ〉をダブ
ルクリックするか、また
は〔設定〕メニューの〔プ
リンタ ..〕を選択する

4 〔プリンタの設定〕ダイ
アログボックスの〔追
加〉〉 〕をクリックする
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5 〔組み込むプリンタの選
択:〕リストボックス中の
「一覧にないプリンタや
更新されたプリンタの組
み込み」を選択し、〔組み
込み...〕をクリックする

6 添付のCD-ROMをパソ
コンのCD-ROMドライ
ブにセットする

CD-ROM から作成したフロッ
ピーディスクを使用する場合
は、フロッピーディスクをフ
ロッピーディスクドライブに
セットします。

7 〔プリンタの組み込み〕
ダイアログボックスのテ
キストボックスに、「D:
¥FJXLV31 ¥WIN31」と
入力する（CD-ROMドラ
イブがD:のとき）

入力が終わったら〔OK〕をク
リックします。

フロッピーディスクを使用する場合は、〈配付ファイルのコ
ピー元：〉に「A:¥WIN31」と指定します。（フロッピーディ
スクドライブがA:のとき）
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8 〔プリンタの選択:〕リス
トボックスの中から、該
当するプリンタをクリッ
クして、〔OK〕をクリッ
クする

〔組み込まれているプリンタ:〕
に、選択したプリンタ名が表示
されます。

〔プリンタの選択:〕リストボックスの表示内容は、プリンタ
ドライバのバージョンによって多少異なる場合があります。

9 プリンタ名をクリック
し、〔通常使うプリンタ
として設定〕をクリック
する

選択したプリンタが〔通常使う
プリンタ〕に表示され、ドライ
バが有効になります。

10〔プリンタの設定〕ダイ
アログボックスの〔終
了〕をクリックし、イン
ストールを終了する
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プリンタを共有するプリンタを共有するプリンタを共有するプリンタを共有するプリンタを共有する
ここでは、プリンタドライバをインストールしたパソコン（サーバ）か
ら印刷可能なプリンタを、他のパソコン（クライアント）からも印刷で
きるようにする（サーバ経由で印刷する）ために必要なサーバ側の設定
について説明します。

Printianavi機能をクライアントから使用できるようにするた
めには、この他にPrintianavi ネットワーク連携ユーティリ
ティのインストールおよび設定が必要です。Printianaviネッ
トワーク連携ユーティリティのインストールおよび設定方法
については、CD-ROMに収められたソフトウェアマニュアル
を参照してください。

 Windows 98/95のとき

 設定の前に

ネットワークの設定で、プリンタの共有ができるように設定することが
必要です。

1 〔スタート〕から〔設定〕〔コントロールパネル〕の順に選択
し、〔ネットワーク〕をクリックする

2 〔ファイル〕メニューから、〔開く〕を選択する

3 〔ファイルとプリンタの共有〕をクリックし、〔プリンタを共
有できるようにする〕を選択する
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 設定方法

1 〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、共有す
るプリンタをクリックする

2 〔ファイル〕メニューから、〔共有〕を選択する

3 〔共有する〕を選択し、共有名と必要に応じてコメント、パ
スワードを入力する

共有名 ................... 共有プリンタの名前を入力します。他のユーザがネッ
トワークで情報を見るときに、ここに指定した名前が
表示されます。

コメント ...............プリンタの種類や設置場所などの共有プリンタに関す
るコメントを入力できます。

パスワード ...........他のユーザがこの共有プリンタに接続するときに使う
パスワードを指定します。
パスワードを使わないときは、空白のままにします。

入力が終わったら、〔OK〕をクリックしてください。
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 Windows NT4.0のとき

 設定方法

1 〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、印刷先
ポートを変更するプリンタをクリックする

2 〔ファイル〕メニューから、〔共有〕を選択する

3 〔共有する〕を選択し、共有名を入力する

共有名 ...................共有プリンタの名前を入力します。他のユーザがネッ
トワークで情報を見るときに、ここに指定した名前が
表示されます。

入力が終わったら、〔OK〕をクリックしてください。
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印刷先ポートの追加と変更印刷先ポートの追加と変更印刷先ポートの追加と変更印刷先ポートの追加と変更印刷先ポートの追加と変更
プリンタの接続方法を変更するときには、印刷先のポートを変更する必
要があります。また、プリンタがLAN（TCP/IP）に直接接続されてい
る場合やサーバ経由で印刷する場合には、ポートを追加する必要があり
ます。
ここでは、プリンタの印刷先ポートの追加および変更方法を説明しま
す。

 Windows 98/95のとき

1 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、印刷
先ポートを変更するプリンタをクリックする

2 〔ファイル〕メニューか
ら、〔プロパティ〕を選択
し、〔詳細〕タブをクリッ
クする

3 〔印刷先のポート〕の▼
をクリックして、一覧を
表示する

新しい印刷先に指定するポート
が一覧にある場合は、選択して
〔OK〕をクリックしてください。
一覧にない場合は、手順４に進
んでください



58

ソフトウェア編
第２章    プリンタドライバのインストール

4 〔ポートの追加〕をクリックする

以降の手順は、プリンタの接続方法（印刷方法）によって設定が異なり
ます。それぞれの手順に従ってください。

サーバ経由で印刷するとき
サーバの共有プリンタに印刷する場合の設定です。

「ネットワーク」を選択後、〔参照〕をクリックして共有プリンタ
を選択する、またはネットワークパスを入力して〔OK〕をクリッ
クする

入力形式は「¥¥サーバのネットワークコンピュータ名¥プリンタの共
有名」です。

NetWareで印刷する場合の入力形式は、「¥¥ファイルサー
バ名¥プリントキュー名」です。
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LAN接続プリンタに印刷するとき
ポートモニタを使用してLAN（TCP/IP）に接続されたプリンタに直接
印刷するときの設定です。

1 「その他」を選択後、「追
加するポートの種類」で
「Printianavi Network
Port」を選択して〔OK〕
をクリックする

「Printianavi Network Port」が表示されない場合は、
Printianaviネットワークポートモニタのインストールを先
に行ってください。Printianaviネットワークポートモニタ
のインストールおよび設定方法については、CD-ROMに収め
られたソフトウェアマニュアルを参照してください。

2 ポート名とプリンタのIP
アドレスまたはホスト名
を入力する

ポート名 ...........................................半角の英数字で８文字以内で指定して
ください。

プリンタの IP アドレスまたはホスト名.............. IP アドレスは半角数字とピリオドで
「XXX.XXX.XXX.XXX」の形式で指定
します。
ホスト名は、ネットワーク上で設定さ
れているプリンタのホスト名を指定し
ます。

入力が終わったら、〔OK〕をクリックしてください。
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・〔ポートの設定〕についてのさらに詳しい説明は、CD-
ROMに収められたソフトウェアマニュアルを参照してくだ
さい。

・プリンタLANカードXL-LN100で接続されたプリンタの場
合は、〔追加するポートの種類〕で「XL-LN100」を選択し
てください。（設定の詳細はXL-LN100のマニュアルを参照
してください。）

〔詳細〕ダイアログの〔印刷先のポート〕に新しく追加したポートが表
示されていることを確認して、〔OK〕をクリックしてください。
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 Windows NT4.0のとき

管理者グループのメンバーとしてログオンし、以下の操作をします。

1 〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、印刷先
ポートを変更するプリンタをクリックする

2 〔ファイル〕メニューか
ら、〔プロパティ〕を選択
し、〔ポート〕タブをク
リックする

3 「印刷するポート」の一覧から、新しい印刷ポートを選択す
る

一覧にある場合は、ポートの横をチェックして〔OK〕をクリックして
ください。
一覧にない場合は、手順４に進んでください

4 〔ポートの追加〕をクリックする

プリンタの接続方法（印刷方法）によって設定が異なります。それぞれ
の手順に従ってください。
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サーバ経由で印刷するとき
サーバの共有プリンタに印刷する場合の設定です。

1 〔利用可能なプリンタ
ポート〕から「L o c a l
Port」を選択して〔新し
いポート〕をクリックす
る

2 ネットワークパスを入力
して〔OK〕をクリックす
る

入力形式は「¥¥サーバのネットワークコンピュータ名¥プリンタの共
有名」です。

NetWareで印刷する場合の入力形式は、「¥¥ファイルサーバ
名¥プリントキュー名」です。

LAN接続プリンタに印刷するとき
ポートモニタを使用してLAN（TCP/IP）に接続されたプリンタに直接
印刷するときは次のように設定します。

1 〔利用可能なプリンタ
ポート〕から「Printianavi
Network Port」を選択し
て〔新しいポート〕をク
リックする

「Print ianav i  Network Port」が表示されない場合は、
Printianaviネットワークポートモニタのインストールを先に
行ってください。Printianaviネットワークポートモニタのイ
ンストールおよび設定方法については、CD-ROMに収められ
たソフトウェアマニュアルを参照してください。
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2 ポート名とプリンタのIP
アドレスまたはホスト名
を入力する

入力が終わったら、〔OK〕をク
リックしてください。

ポート名 ................................................ 半角の英数字で８文字以内で指定
してください。

プリンタのIPアドレスまたはホスト名........... IP アドレスは半角数字とピリオド
で「XXX.XXX.XXX.XXX」の形式で
指定します。
ホスト名は、ネットワーク上で設
定されているプリンタのホスト名
を指定します。

・〔ポートの設定〕についてのさらに詳しい説明は、CD-
ROMに収められたソフトウェアマニュアルを参照してくだ
さい。

・プリンタLANカードXL-LN100で接続されたプリンタの場
合は、〔利用可能なポートの種類〕で「XL-LN100」を選択
してください。（設定の詳細はXL-LN100のマニュアルを参
照してください）

〔ポート〕ダイアログの〔印刷するポート〕に新しく追加したポートが
表示かつチェックされていることを確認して、〔OK〕をクリックしてく
ださい。
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 Windows 3.1のとき

1 〔メイン〕グループ中の〈コントロールパネル〉をダブルク
リックする

2 〈コントロールパネル〉中の〈プリンタ〉をダブルクリック
する

3 〔プリンタの設定〕ダイアログボックスの〔組み込まれてい
るプリンタ〕で接続先を変更するプリンタを選択し、〔接続〕
をクリックする

4 〔プリンタの接続〕ダイアログボックスの〔接続先〕リスト
から新しいポートを選択する、またはネットワークに接続す
る場合は〔ネットワーク〕をクリックして接続先を指定する
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新しいドライバに置き換えるとき新しいドライバに置き換えるとき新しいドライバに置き換えるとき新しいドライバに置き換えるとき新しいドライバに置き換えるとき
バージョンアップにより、プリンタドライバを置き換えるときは、古い
プリンタドライバを削除してから新しいプリンタドライバをインストー
ルします。

古いプリンタドライバは、次の操作で削除します。

Windows 98/95/NT4.0では、通常使うプリンタを削除する
と次のメッセージが表示され、通常使うプリンタを変更また
は削除しますのでご注意ください。
・「警告：通常使うプリンタは削除されています。‘XXXX’が
新しく通常使うプリンタに設定されます。」（XXXXはプリ
ンタ名）

・「警告：通常使うプリンタは削除されています。残っている
プリンタはありません。」

 Windows 98/95のとき

1 マイコンピュータの〔プリンタ〕をダブルクリックし、〔プ
リンタ〕フォルダを開く

2 該当するプリンタをクリックし、〔ファイル〕メニューから
〔削除〕を選択する

3 〔はい〕をクリックする
この後に、「このプリンタだけが
使っていたファイルがいくつか
あります。これらのファイルは
もう必要ありません。削除しま
すか?」というメッセージが表
示された場合は、〔はい〕をク
リックします。

4 Windows 98/95を再起動する
古いプリンタドライバを削除したら、Windows 98/95を再起動します。

5 新しいプリンタドライバ を、 「通常のインストール」（30
ページ）の手順でインストールする

6 新しいプリンタドライバをインストール後、Windows 98/95
を再起動する
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Windows NT4.0のとき

管理者グループのメンバーとしてログオンし、以下の操作をします。

1 マイコンピュータの〔プリンタ〕をダブルクリックし、〔プ
リンタフォルダ〕を開く

2 該当するプリンタをクリックし、〔ファイル〕メニューから
〔削除〕を選択する

3 〔はい〕をクリックする

4 Windows NT4.0を再起動する
古いプリンタドライバを削除したら、Windows NT4.0を再起動します。

5 新しいプリンタドライバ を、 「インストール」の「Windows
NT4.0のとき」（46ページ）の手順でインストールする

6 新しいプリンタドライバをインストール後、Windows NT4.0
を再起動する

Windows 3.1のとき

1 コントロールパネルの〔プリンタ〕をダブルクリックする
〔プリンタの設定〕ダイアログボックスが表示されます。

2 〔プリンタの設定〕ダイアログボックスで、〔組み込まれてい
るプリンタ〕から該当するプリンタをクリックし、〔登録の
削除〕をクリックする

「FUJITSU XL-XXXXプリンタを削除しますか?」というダイアログボッ
クスが表示されます。削除する場合は〔はい〕を、キャンセルする場合
は〔いいえ〕をクリックします。
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代替ドライバとネットワークインストール代替ドライバとネットワークインストール代替ドライバとネットワークインストール代替ドライバとネットワークインストール代替ドライバとネットワークインストール
プリンタを共有するサーバ（Windows NT4.0）に代替ドライバをイン
ストールしておくと、クライアントのプリンタドライバのインストール
が簡潔に行えるようになります。
例えば、Windows NT4.0上の共有プリンタをWindows 98/95のパソ
コンから利用したい場合に、Windows NT4.0のパソコンにあらかじめ
Windows 98/95用のプリンタドライバを代替ドライバとしてインス
トールしておけば、Windows 98/95のパソコンにプリンタドライバを
インストールする際に添付のCD-ROMや作成したプリンタドライバの
フロッピーディスクが不要となります。

代替ドライバをインストールできるサーバは、Windows
NT4.0 のみです。

代替ドライバのインストール

（Windows NT4.0のみ）

代替ドライバのインストールは、次の手順で行います。
添付のCD-ROMを準備してください。
ここでは、Windows NT4.0上の共有プリンタに、Windows 98/95の
代替ドライバをインストールするときの手順を説明します。プリンタド
ライバのバージョンアップにより新しい代替ドライバに置き換える場合
も同様です。

1 Windows NT4.0を起動し、管理者グループのメンバーとして
ログオンする

2 マイコンピュータの〔プリンタ〕をダブルクリックし、〔プ
リンタフォルダ〕を開く

3 代替ドライバをインストールするプリンタをクリックし、
〔ファイル〕メニューから〔共有〕を選択する
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4 〔代替ドライバ〕リスト
からクライアントのOS
を選択する

クリックした部分が反転表示さ
れます。

Windows 98 の代替ドライバをインストールするときも、
〔Windows 95〕を選択します。なお、代替ドライバがすでに
インストールされている場合は、「（インストール済）」と表示
されます。

5 〔OK〕をクリックする

6 添付のCD-ROMをパソコンのCD-ROMドライブにセットす
る

CD-ROMから作成したフロッピーディスクがある場合は、フロッピー
ディスクドライブにセットします。
セットしたら、〔OK〕をクリックします。

CD-ROMをセットした後に「Printia LASERプリンタユー
ティリティ」の画面が自動的に起動したときは、〔終了〕を選
択して画面を閉じてください。
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7 〈コピー元：〉に「D :
¥FJXLV31¥WIN9X」と
入力する、または〔参照〕
をクリックして「D :
¥FJXLV31¥WIN9X」を
選択する（CD-ROMドラ
イブがD:のとき）

入力が終わったら〔ＯＫ〕をク
リックします。

ファイルのコピーが開始されます。コピーが終了したら、代替ドライバ
のインストールは終了です。

フロッピーディスクを使用する場合は、〈コピー元：〉に「A:
¥WIN9X」と指定します。（フロッピーディスクドライブがA:
のとき）
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ネットワークインストール

プリンタドライバのネットワークインストールは、次の手順で行いま
す。

〔スタート〕から〔プログラム〕〔エクスプローラ〕の順に選
択し、〔ネットワークコンピュータ〕からサーバに接続された
プリンタをダブルクリックしてインストールする方法もあり
ます。このときは、表示内容に従ってインストールしてくだ
さい。

ネットワークインストールを行う前に、サーバにクライア
ントのOSのプリンタドライバを代替インストールしてく

ださい。

 Windows 98/95のとき

ご使用のパソコンにインストールされているWindows 98/
95のバージョンによっては、インストール手順や表示内容が
ことなる場合があります。このときは、表示内容に従ってイ
ンストールしてください。

・インストールの前に、メモ帳などによりCD-ROM内の

「WIN9X.TXT」をお読みください。
・Windows 3.1で本プリンタドライバをインストールして

使用されていた方で、本プリンタドライバを削除せず
Windows 98/95にアップグレードしている場合は、Win-

dows 98/95の〔プリンタ〕フォルダから本プリンタを

選択し、〔ファイル〕メニューの〔削除〕をクリックし
てプリンタを削除してからインストールを行ってくださ

い。
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1 Windows 98/95を起動す
る

2 マイコンピュータの〔プ
リンタ〕をダブルクリッ
クし、〔プリンタの追加〕
をダブルクリックする

3 〔次へ〕をクリックする

4 ネットワークプリンタを
選択して〔次へ〕をク
リックする

この画面はパソコンがネット
ワークに接続されているときの
み表示されます。
表示されないときは、〔キャンセ
ル〕をクリックしてインストー
ルを中断し、ネットワークの設
定を確認してください。

5  〔参照〕をクリックして
共有プリンタを選択す
る、またはネットワーク
パスを入力する

入力形式は「¥¥サーバのネット
ワークコンピュータ名¥プリン
タの共有名」です。
入力が終わったら〔次へ〕をク
リックします。
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6 本プリンタを「通常のプ
リンタ」に設定する場合
は、〔はい〕を選択し、〔次
へ〕をクリックする

7 テストページを印刷する
か、しないか選択して
〔完了〕をクリックする

テストページを印刷します
か？」で「はい（推奨）」を選択
した場合は、テストページが正
しく印刷されたことを確認して
〔はい〕をクリックします。
テ ス ト ペ ー ジ 印 刷 中 は
Printianaviのステータスが表示
されます。表示は、印刷が終了
すると自動的に終了します。
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 Windows NT4.0のとき

管理者権限でログオンしても、ネットワークインストールし
たプリンタは同じパソコンにログオンした他のユーザからは
使用できませんので、ユーザごとにインストールする必要が
あります。

1 Windows NT4.0を起動する

2 マイコンピュータの〔プリンタ〕をダブルクリックする

3 〔プリンタ〕フォルダの〈プリンタの追加〉をダブルクリッ
クする

4 〔ネットワークプリンタ
サーバー〕を選択して
〔次へ〕をクリックする

5 〔共有プリンタ〕リスト
から接続する共有プリン
タを選択する、または
〔プリンタ〕にネット
ワークパスを入力する

入力形式は「¥¥サーバのネット
ワークコンピュータ名¥プリン
タの共有名」です。
入力が終わったら〔OK〕をク
リックします。
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6 本プリンタを「通常使う
プリンタ」に設定する場
合は〔はい〕を選択し、
〔次へ〕をクリックする

7 〔完了〕をクリックする



第3章
プリンタドライバの設定

この章では、プリンタドライバ（Printia XL ド
ライバ）の設定項目および設定方法について説
明します。

設定画面について設定画面について設定画面について設定画面について設定画面について .................................................................................................................................................................................................................................................................... 7676767676
Windows 98/95の設定画面 .................................. 76
Windows NT4.0の設定画面................................... 80
Windows 3.1の設定画面......................................... 87

設定の詳細設定の詳細設定の詳細設定の詳細設定の詳細..................................................................................................................................................................................................................................................................................................................................... 9090909090
用紙の設定 .................................................................. 90
N-up 印刷（Windows 98/95/NT4.0）................. 94
プリンタドライバの設定でできる印刷例

（Windows 98/95/NT4.0）........................... 95
きれいに印刷する...................................................... 99
高速に印刷する....................................................... 103
両面印刷をする（両面印刷対応プリンタのみ）105
Printianaviの設定（Windows 98/95/NT4.0）107
プリンタドライバの情報を確認する ................. 113
オプション機能を設定する .................................. 114

設定項目一覧設定項目一覧設定項目一覧設定項目一覧設定項目一覧 ............................................................................................................................................................................................................................................................................................. 117117117117117
Windows 98/95の設定項目一覧 ....................... 117
Windows NT4.0の設定項目一覧 ....................... 123
Windows 3.1の設定項目一覧 ............................. 129
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設定画面について設定画面について設定画面について設定画面について設定画面について
ここでは、プリンタドライバの設定画面について説明します。

Windows 98/95の設定画面

Windows 98/95でのプリンタドライバの設定は、「プリンタのプロパ
ティ」で行います。
プリンタのプロパティを表示するには、次の２つの方法があります。
表示方法によって設定できる項目が変わりますので、ご注意ください。

アプリケーションソフトによっては、データ保存時に印刷に
関する設定（プリンタドライバの設定を含む）を保存します。
このため、アプリケーションソフト側から変更するまで、保
存してある設定値で印刷されることがあります。また、アプ
リケーション側で部数や用紙サイズなどを設定するものもあ
ります。

アプリケーションソフトからの設定画面
（プリンタ設定のプロパティ）

アプリケーションソフトから印刷を実行するときに表示できる設定画面
です。
用紙サイズや解像度などを印刷時に設定できます。
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ダイアログの種類
〔用紙〕ダイアログ................... 用紙サイズや用紙方向、給紙口などを設

定します。
〔レイアウト〕ダイアログ ...... N-up印刷に関する設定を行います。
〔両面印刷〕ダイアログ .......... 両面印刷に関する設定を行います。

（両面印刷対応プリンタのみ）
〔グラフィックス〕ダイアログ.... 解像度やディザパターンなどを設定しま

す。
〔印刷オプション〕ダイアログ.... その他、印刷に関する設定を行います。

設定画面の表示と設定の変更
プリンタ設定のプロパティを表示する方法は、アプリケーションソフト
ごとに異なります。

ここでは、ワードパッドを例に説明します。

1 ワードパッドの〔ファイル〕メニューから、〔印刷〕を選択
する

2 〔印刷〕ダイアログで、〔プロパティ〕をクリックする

3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する

〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了し
ます。
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロパ
ティを終了します。
〔標準に戻す〕のあるダイアログでは、これをクリックすると、現在設
定中のダイアログの内容を標準値に戻します。
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〔スタート〕からの設定画面（プリンタのプロパティ）

プリンタドライバやポートの選択、Printianavi 機能の設定が行えます。
また、用紙サイズや解像度などの印刷に関する既定値の設定が行えま
す。
アプリケーションソフトで用紙やプリンタなどの印刷に関する設定を行
わない場合は、この設定値で印刷します。

ダイアログの種類
〔全般〕（または〔情報〕）ダイアログ.... プリンタのコメントの入力やテストペー

ジの印刷などを行います。
〔詳細〕ダイアログ................... ポートに関する設定やドライバの選択を

行います。
〔共有〕ダイアログ................... プリンタを他のパソコンと共有するかど

うかを設定します。（ネットワークの設定
でプリンタを共有できる設定にしていな
いときは、表示されません。）

〔用紙〕ダイアログ................... 用紙サイズや用紙方向、給紙口などを設
定します。

〔レイアウト〕ダイアログ ...... N-up印刷に関する設定を行います。
〔グラフィックス〕ダイアログ.... 解像度やディザパターンなどを設定しま

す。
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〔両面印刷〕ダイアログ .......... 両面印刷に関する設定を行います。
（両面印刷対応プリンタのみ）

〔Printianavi〕ダイアログ ..........Printianaviに関する設定を行います。
〔印刷オプション〕ダイアログ.... その他、印刷に関する設定を行います。
〔装置オプション〕ダイアログ.... プリンタに搭載されているメモリに関す

る設定を行います。
〔ドライバ情報〕ダイアログ........ ドライバに関する情報を表示します。

設定画面の表示と設定の変更

1 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する

2 プリンタのプロパティを表示する
次の3つの方法があります。
・ 該当するプリンタのアイコンをクリックして反転させ、〔ファイル〕

メニューから〔プロパティ〕を選択します。
・ 該当するプリンタのアイコン上で右クリックし、表示されるメニュー

から〔プロパティ〕を選択します。
・ 該当するプリンタのアイコンをダブルクリックし、プリンタスプーラ

を開き、〔プリンタ〕メニューから〔プロパティ〕を選択します。

3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了し
ます。
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロパ
ティを終了します。
〔標準に戻す〕のあるダイアログでは、これをクリックすると、現在設
定中のダイアログの内容を標準値に戻します。
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Windows NT4.0の設定画面

Windows NT4.0 でのプリンタドライバの設定は、次の4つのプロパ
ティで行います。
プロパティによって設定できる項目が変わりますので、ご注意くださ
い。

・一般ユーザは、アプリケーションソフトからのプリンタ設
定のプロパティのみ変更できます。
また、サーバ共有のプリンタのすべての設定値をクライア
ントから変更するには、サーバとクライアントの両方で管
理者権限が必要です。

・アプリケーションソフトによっては、データ保存時に印刷
に関する設定（プリンタドライバの設定を含む）を保存し
ます。このため、アプリケーションソフト側から変更する
まで、保存してある設定値で印刷されることがあります。ま
た、アプリケーション側で部数や用紙サイズなどを設定す
るものもあります。

アプリケーションソフトからの設定画面
（プリンタ設定のプロパティ）

各アプリケーションソフトでのプリンタの設定項目から表示するプリン
タのプロパティです。
印刷時に用紙サイズや解像度などの印刷に関する設定が行えます。
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ダイアログの種類
〔用紙〕ダイアログ................... 用紙サイズや用紙方向、給紙口などを設

定します。
〔レイアウト〕ダイアログ ...... N-up印刷に関する設定を行います。
〔両面印刷〕ダイアログ .......... 両面印刷に関する設定を行います。

（両面印刷対応プリンタのみ）
〔グラフィックス〕ダイアログ.... 解像度やハーフトーンカラーの調整など

を設定します。
〔印刷オプション〕ダイアログ.... その他、印刷に関する設定を行います。

設定画面の表示と設定の変更
プリンタ設定のプロパティを表示する方法は、アプリケーションごとに
異なります。
ここでは、ワードパッドを例に説明します。

1 ワードパッドの〔ファイル〕メニューから、〔印刷〕を選択
する

2 〔印刷〕ダイアログで、〔プロパティ〕をクリックする

3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了し
ます。
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロパ
ティを終了します。
〔標準に戻す〕のあるダイアログでは、これをクリックすると、現在設
定中のダイアログの内容を標準値に戻します。
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〔スタート〕からの設定画面
（ドキュメントの既定値プロパティ）

用紙サイズや解像度などの印刷に関する既定値を設定します。
アプリケーションソフトで用紙やプリンタの設定を行わない場合は、こ
の設定値で印刷します。

ダイアログの種類
〔用紙〕ダイアログ................... 用紙サイズや用紙方向、給紙口などを設

定します。
〔レイアウト〕ダイアログ ...... N-up印刷に関する設定を行います。
〔両面印刷〕ダイアログ .......... 両面印刷に関する設定を行います。

（両面印刷対応プリンタのみ）
〔グラフィックス〕ダイアログ... 解像度やハーフトーンカラーの調整など

を設定します。
〔印刷オプション〕ダイアログ.... その他、印刷に関する設定を行います。
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設定画面の表示と設定の変更

1 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する

2 ドキュメントの既定値プロパティを表示する
次の３つの方法があります。
・ 該当するプリンタのアイコンをクリックして反転させ、〔ファイル〕

メニューから〔ドキュメントの既定値〕を選択します。
・ 該当するプリンタのアイコン上で右クリックし、表示されるメニュー

から〔ドキュメントの既定値〕を選択します。
・ 該当するプリンタのアイコンをダブルクリックし、プリンタスプーラ

を開き、〔プリンタ〕メニューから〔ドキュメントの既定値〕を選択
します。

3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了し
ます。
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロパ
ティを終了します。
〔標準に戻す〕のあるダイアログでは、これをクリックすると、現在設
定中のダイアログの内容を標準値に戻します。
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プリンタのプロパティ

プリンタドライバやポートの選択、Printianavi 機能の設定が行えます。

ダイアログの種類
〔全般〕ダイアログ................... プリンタのコメントの入力やドライバの

選択、テストページの印刷などを行いま
す。

〔ポート〕ダイアログ .............. ポートに関する設定を行います。
〔スケジュール〕ダイアログ .. プリンタの利用時間やスプールに関して

設定します。
〔共有〕ダイアログ................... プリンタを他のパソコンと共有するかど

うかを設定します。
〔セキュリティ〕ダイアログ .. プリンタのアクセス権などに関して設定

します。
〔装置オプション〕ダイアログ.... ハーフトーンの設定およびプリンタに搭

載されているメモリに関する設定を行い
ます。

〔Printianavi〕ダイアログ ....... Printianaviに関する設定を行います。
〔ドライバ情報〕ダイアログ .. ドライバに関する情報を表示します。
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設定画面の表示と設定の変更

1 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する

2　プリンタのプロパティを表示する
次の３つの方法があります。
・該当するプリンタのアイコンをクリックして反転させ、〔ファイル〕メ
ニューから〔プロパティ〕を選択します。

・該当するプリンタのアイコン上で右クリックし、表示されるメニュー
から〔プロパティ〕を選択します。

・該当するプリンタのアイコンをダブルクリックし、プリンタスプーラ
を開き、〔プリンタ〕メニューから〔プロパティ〕を選択します。

3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了し
ます。
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロパ
ティを終了します。
〔標準に戻す〕のあるダイアログでは、これをクリックすると、現在設
定中のダイアログの内容を標準値に戻します。
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プリントサーバーのプロパティ

用紙サイズの定義やポートの設定、スプーラに関する情報を設定しま
す。

ダイアログの種類
〔用紙〕ダイアログ................... 用紙サイズを定義します。
〔ポート〕ダイアログ .............. ポートに関する設定を行います。
〔詳細設定〕ダイアログ .......... スプーラのイベントなどに関する設定を

行います。

設定画面の表示と設定の変更

1 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する

2 プリントサーバーのプロパティを表示する
次の２つの方法があります。
・〔ファイル〕メニューから〔サーバーのプロパティ〕を選択します。
・〔プリンタ〕フォルダの中のプリンタのアイコン以外の場所で右クリッ
クし、表示されるメニューから〔サーバーのプロパティ〕を選択しま
す。
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3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更する
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了し
ます。
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロパ
ティを終了します。

Windows 3.1の設定画面

Windows 3.1での本プリンタドライバの設定は、次の3つのダイアロ
グボックスで行います。

〔FUJITSU XL-xxxx〕ダイアログボックス

解像度や用紙に関する設定を行うダイアログボックスです。

設定画面の表示と設定の変更

1 〔コントロールパネル〕中の〔プリンタ〕をダブルクリック
するか、〔設定〕メニューの〔プリンタ ...〕を選択する

〔プリンタの設定〕ダイアログボックスが表示されます。

2 〔プリンタの設定〕ダイアログボックスで、〔組み込まれてい
るプリンタ:〕から、本プリンタをクリックし、〔設定...〕を
クリックする

〔FUJITSU XL-xxxx〕ダイアログボックスが表示されます。
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してダイアログを終了し
ます。
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでダイア
ログを終了します。
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〔オプション〕ダイアログ

縮小印刷やトナーセーブなど、プリンタ固有の機能の設定を行います。

設定画面の表示と設定の変更

1 〔FUJITSU XL-xxxx〕プリンタのダイアログボックスで、〔オ
プション〕をクリックする

〔オプション〕ダイアログが表示されます。
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してダイアログを終了し
ます。
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでダイア
ログを終了します。
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〔両面印刷設定〕ダイアログ
（両面印刷対応プリンタのみ）

両面印刷に関する設定を行います。

設定画面の表示と設定の変更

1 〔オプション〕ダイアログボックスで、〔両面印刷設定〕をク
リックする

〔両面印刷設定〕ダイアログが表示されます。
〔OK〕をクリックすると、変更した設定を保存してダイアログを終了し
ます。
〔キャンセル〕をクリックすると、変更した設定を保存しないでダイア
ログを終了します。
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設定の詳細設定の詳細設定の詳細設定の詳細設定の詳細
ここでは、プリンタドライバのおもな設定について機能および内容別に
説明します。

用紙の設定

印刷する用紙のサイズや向き、拡大／縮小印刷は、次の画面で設定しま
す。

Windows 98/95/NT4.0 のとき
〔用紙〕ダイアログ

Windows 3.1
〔FUJITSU XL-xxxx〕ダイアログ 〔オプション〕ダイアログ
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用紙サイズ
印刷する用紙サイズを指定します。

・不定形やはがきサイズの用紙に印刷するときは、〔給紙方
法〕を「手差し」にし、「ユーザ定義サイズ」（Windows3.1
の場合は「User Defined Size」）または「はがき」を選択
します。
・Windows 98/95/NT4.0のとき

「ユーザ定義サイズ」を選択すると、用紙サイズを入力す
るダイアログボックスが表示されます。不定形用紙のサイ
ズを入力して、〔OK〕をクリックしてください。このとき、
〔給紙方法〕は「手差し」に、両面印刷（両面印刷対応プ
リンタの場合）は「なし」に限定されます。また、〔出力
用紙の選択〕および〔N-up印刷〕の設定は無効になりま
す。
ただし、Windows NT4.0でユーザ定義サイズに定型サイ
ズと同じサイズを指定したときは、その定型サイズと同様
の設定が可能です。
「はがき」を選択すると、〔給紙方法〕は「手差し」に、〔用
紙種類〕は「厚紙」に、〔両面印刷〕（両面印刷対応プリン
タの場合）は「なし」に限定されます。
・Windows 3.1 のとき

〔給紙方法〕の「手差し」を選択すると、「User Defined
Size」または「はがき」が選択可能になります。「User
Defined Size」を選択したときは、〔オプション〕をクリッ
クして、〔User Defined Size〕で不定形用紙のサイズを入
力し、〔OK〕をクリックしてください。（幅100～297mm、
長さ148～420mmの範囲で大きさを指定できます。）こ
のとき、〔両面印刷〕（両面印刷対応プリンタの場合）は「な
し」に限定されます。
「はがき」を選択すると、〔用紙種類〕は「厚紙」に、〔両
面印刷〕（両面印刷対応プリンタの場合）は「なし」に限
定されます。

・「出力用紙の選択」を「現在の用紙（100％）」以外に指定し
ているときや、〔レイアウト〕ダイアログでN-up印刷を指
定しているときは、プリンタドライバで拡大/縮小する前の
用紙サイズを指定します。この場合、実際の出力用紙と異
なることがあります。（Windows 98/95/NT4.0）
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出力用紙の選択（Windows 98/95/NT4.0）
出力する用紙を選択します。
「○○固定」を指定した場合、用紙サイズと出力用紙の大きさから、拡
大 /縮小率を自動的に設定します。この比率は、〔イメージサイズの調
整〕で変更することができます。

イメージサイズの調整（Windows 98/95/NT4.0）
用紙に展開されたイメージの拡大/縮小率を、－50～＋50％の範囲で
設定します。この値を変更しても出力する用紙に影響はありません。
調整値を＋方向に変更した場合、出力する用紙の印刷可能領域（用紙の
内側5mmの範囲）をはみだすことがあります。印刷可能領域からはみ
だしたイメージは印刷されないのでご注意ください。

縮小（Windows 3.1）
縮小印刷について指定します。

縮小印刷は、次の用紙サイズのときに行われます。
80％縮小 ......A3、B4、A4またはB5用紙
70％縮小 ......A3、B4またはA4用紙

上記以外の用紙（A5、はがき、リーガル、レター、不定形用
紙（User Defined Size）、および70％縮小指定時のB5用紙）
を指定したときは縮小印刷を行いません。用紙サイズを確認
の上、印刷してください。

用紙方向
用紙の長い方の辺に対して、印刷する向きを指定します。

ＡＢＣＤ・・・・�
・・・・�

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
・
・
・
・
�

・
・
・
・
�

用紙方向　縦�
(ポートレイト)

用紙方向　横�
(ランドスケープ)
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用紙種類（用紙種類指定対応プリンタのみ）
用紙の種類を指定します。

普通紙 ........................ 厚みが、60～90g/㎡の範囲内の用紙をお使いく
ださい。
給紙カセットおよび給紙トレイに用紙をセットで
きます。

厚紙 ............................ 厚みが、90～135g/㎡の範囲内の用紙をお使いく
ださい。
印刷面を上にして、給紙トレイに用紙をセットし
てください。

OHPフィルム .......... ページプリンタ用のOHPフィルムをお使いくださ
い。
印刷面を上にして、給紙トレイに用紙をセットし
てください。

Windows98/95/NT4.0では、「厚紙」「OHPフィルム」を指定すると、
〔給紙方法〕は「手差し」に、〔両面印刷〕（両面印刷対応プリンタの場
合）は「なし」に限定されます。
Windows3.1では、〔給紙方法〕が「手差し」に設定されたときのみ「厚
紙」「OHPフィルム」を指定できます。また、「厚紙」「OHPフィルム」
のときは〔両面印刷〕（両面印刷対応プリンタの場合）は「なし」に限
定されます。

給紙方法
給紙方法を指定します。

・はがきに印刷するときは、「手差し」を選択して、給紙

トレイから給紙してください。

・不定形の用紙に印刷するときは、「手差し」を選択して
から「ユーザ定義サイズ」（Windows 3.1の場合は「User

Defined Size」で用紙サイズを指定し、給紙トレイから
給紙してください。

部数（Windows 98/95/NT4.0）
印刷する部数を、1～999部の範囲で指定します。

用紙の設定とN-up印刷の組み合わせで可能な設定例は、「プ
リンタドライバの設定でできる印刷例」（95ページ）を参照
してください。（Windows 98/95/NT4.0）
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N-up印刷（Windows 98/95/NT4.0）

N-up印刷は、１枚の用紙に複数のページを配置して印刷する機能です。
N-up印刷を行うには、次の設定を行います。

Windows 98/95/NT4.0のとき
〔レイアウト〕ダイアログ

N-up印刷
N-up印刷は、１枚の用紙に複数のページを配置して印刷する機能です。
N-up印刷を行うときは、1up～16upの中から1枚の用紙に印刷する
ページ数を選択します。

ページ配置
N-up印刷を行うときに、１枚の用紙上のページの配置のしかたを指定
します。

レイアウト枠を付ける
通常の１ページに相当する部分に枠を付けるかどうかを設定します。
レイアウト枠を付ける場合は、チェックします。
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・アプリケーションによっては、「N-up印刷」や「出力用紙
の選択」を使用して印刷結果を拡大／縮小した場合、まれ
に期待どおりに印刷されないことがあります。このような
ときには、「イメージサイズの調整」で調整してください。

・解像度の違いによってN-up印刷で印刷されるページの位置
が異なる（ページ間の余白が異なる）場合があります。

・N-up印刷と用紙の設定の組み合わせで可能な設定例は、次
の「プリンタドライバの設定でできる印刷例」を参照して
ください。

プリンタドライバの設定でできる印刷例

（Windows 98/95/NT4.0）

ここでは、用紙サイズ選択、拡大/縮小、N-up（複数ページを１枚の用
紙に印刷する）の機能を、アプリケーションソフトの機能を使用せずに
実現する例を示します。

これらの機能をサポートするアプリケーションでは、アプリ
ケーション側の設定が優先される場合や、組み合わされる場
合があります。

データにあわせた用紙サイズで印刷する（標準の印刷）

例
・A4サイズに収まるように作成したデータは、A4サイズの用紙に印刷
・B4サイズに収まるように作成したデータは、B4サイズの用紙に印刷

このようなときは、〔用紙〕ダイアログで次の設定をします。

用紙サイズ ................ 印刷する用紙サイズを選択します。
出力用紙の選択........「現在の用紙（100％）」を選択します。
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印刷する用紙サイズを固定する

例
・A4サイズに収まるように作成したデータは、A4サイズの用紙に収ま
るように印刷

・B4サイズに収まるように作成したデータは、縮小してA4サイズの用
紙に収まるように印刷

・A5サイズに収まるように作成したデータは、拡大してA4サイズの用
紙に収まるように印刷

このようなときは、〔用紙〕ダイアログで次の設定をします。

用紙サイズ ........................... 拡大 /縮小前の用紙サイズを選択します。
出力用紙の選択...................「A4固定」を選択します。
イメージサイズの調整.............拡大/縮小した印刷結果がうまく収まってい

ないときに調整します。

データを決まった拡大率または縮小率で印刷する

例1
・A4サイズに収まるように作成したデータを、125%拡大してB4サイ
ズの用紙に印刷

・B4サイズに収まるように作成したデータを、125%拡大してA3サイ
ズの用紙に収まるように印刷

このようなときは、〔用紙〕ダイアログで次の設定をします。

用紙サイズ ........................... 拡大前の用紙サイズを選択します。
出力用紙の選択...................「自動125%拡大」を選択します。
イメージサイズの調整.............拡大/縮小した印刷結果がうまく収まってい

ないときに調整します。
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例2
・A4サイズに収まるように作成したデータを、80%縮小してB5サイ
ズの用紙に印刷

・B4サイズに収まるように作成したデータを、80%縮小してA4サイ
ズの用紙に収まるように印刷

このようなときは、〔用紙〕ダイアログで次の設定をします。

用紙サイズ ........................... 縮小前の用紙サイズを選択します。
出力用紙の選択...................「自動80％縮小」を選択します。
イメージサイズの調整 ...... 拡大または縮小した印刷結果がうまく収

まっていないときに調整してください。

〔用紙〕ダイアログの左上に、用紙サイズと印刷用紙の関係が
表示されます。（「A4→B4」と表示されているときは、A4サ
イズのデータをB4に拡大し、B4サイズの用紙に印刷しま
す。）
印刷結果の拡大 /縮小した結果が、印刷可能な用紙サイズに
ならないときは、自動的に印刷可能な用紙サイズの範囲内に
設定します。この場合、拡大/縮小率も変更されます。

複数ページのデータを１ページ内に印刷する

例1
A4サイズに収まるように作成した24ページのデータを、A4サイズの
用紙１枚に４ページ分ずつ、合計6枚に収まるように縮小し、左上→右
上→左下→右下の配置で印刷

このようなときは、〔レイアウト〕ダイアログで次の設定をします。

N-up印刷 .............................「４up」を選択します。
ページ配置 ...........................「右下」を選択します。
レイアウト枠をつける ...... 通常の１ページ分に相当する部分に枠をつ

ける場合は、チェックします。

また、〔用紙〕ダイアログで、次の設定を行います。

用紙サイズ ........................... A4サイズを選択します。
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例2
A5サイズに収まるように作成した６ページのデータを、A4サイズの用
紙１枚に２ページ分ずつ、合計３枚に収まるようにし、右→左の配置で
印刷

このようなときは、〔レイアウト〕ダイアログで次の設定をします。

N-up印刷 .............................「２up」を選択します。
ページ配置 ...........................「左下」を選択します。
レイアウト枠をつける.............通常の１ページ分に相当する部分に枠をつ

ける場合は、チェックします。

また、〔用紙〕ダイアログで、次の設定を行います。

用紙サイズ ........................... Ａ５サイズを選択します。
出力用紙の選択...................「A4固定」を選択します。
イメージサイズの調整 ...... 印刷結果がうまく収まっていないときに調

整してください。
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きれいに印刷する

文字やグラフィックをきれいに印刷するための設定について説明しま
す。

解像度

グラフィックは解像度を上げると鮮明に印刷できます。
解像度は、次の画面で設定します。

Windows 98/95 のとき Windows NT4.0のとき
〔グラフィックス〕ダイアログ 〔グラフィックス〕ダイアログ

Windows 3.1のとき
〔FUJITSU XL-xxxx〕ダイアログ

いずれの画面でも、プリンタの解像度を、１インチあたりのドット数で
指定します。
値の大きい方が細かいドットで印刷できますが、印刷に時間がかかるこ
とがあります。
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解像度が600dpiの場合、印刷する用紙サイズや方法によって
はプリンタＲＡＭモジュールの増設が必要ですのでご注意く
ださい。

XL-5710/5310 XL-6010
プリンタＲＡＭモジュ A3、B4、リーガル、ユーザ A3、B4、リーガル用紙に
ールの増設が必要な 定義（不定形）用紙に600dpi 600dpi で両面印刷するとき
場合 で印刷するとき

増設なしに印刷を行っ パソコンに「メモリ不足」の 自動的に片面印刷で続行
たときの動作と対処 エラーメッセージが表示され、 します。
（Printianavi 有効時） 印刷が打ち切られます。

エラーメッセージを確認後、
〔OK〕をクリックしてください。

増設なしに印刷を行っ プリンタの液晶画面にRAM不 プリンタの液晶画面にRA
たときの動作と対処 足のメッセージが表示されます。 M不足のメッセージが表示
（Printianavi 無効時） プリンタのリセットスイッチを されます。

２回押してプリンタを初期化し プリンタの何かのスイッチ
た後、オンラインにしてくださ を押すと片面印刷で印刷
い。 を続行します。

また、プリンタのセットア
ップモードの環境設定で、
「メモリ不足解除」を「ス
ル」に設定している場合は
３秒経過すると自動的に
片面印刷で印刷を続行しま
す。

再度印刷するときは 解像度の設定を300dpi に変更するか、A4サイズの用紙に収
まるように縮小設定にして印刷し直してください。

スムージング
文字や図形のギザギザ（ジャギー）をなめらかに印刷するかどうかを設
定できます。
スムージングは、次の画面で設定します。

Windows 98/95/NT4.0のとき Windows 3.1のとき
〔印刷オプション〕ダイアログ 〔オプション〕ダイアログ

スムージングするときは、チェックします。
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600dpiで写真などをグラフィック印刷する場合、スムージン
グをしない設定の方がきれいな印刷結果を得られる場合があ
ります。

ディザリング、濃度、ハーフトーンカラー

以下の設定で、必要に応じてカラーのデータをモノクロで印刷したとき
の階調や濃度の調整を行うことができます。（通常は変更する必要はあ
りません。）

Windows 98/95 のとき Windows NT4.0のとき
〔グラフィックス〕ダイアログ 〔グラフィックス〕ダイアログ

Windows 3.1のとき
〔オプション〕ダイアログ
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ディザリング（Windows 98/95/3.1）
グラフィックスを印刷するときに、カラーの部分をモノクロのディザパ
ターンに置き換えて階調をつけます。

濃度（Windows 98/95）
グラフィックスを印刷する濃度を指定します。

ハーフトーンカラーの調整（Windows NT4.0）
ハーフトーンの階調を設定します。

Windows NT4.0のとき、プリンタが使用するハーフトーン
の選択は、〔装置オプション〕ダイアログで行います。
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高速に印刷する

印刷を速くしたい場合は、次の設定を行います。

解像度

解像度を下げると、印刷が速くなります。
解像度は、次の画面で設定します。

Windows 98/95 のとき Windows NT4.0のとき
〔グラフィックス〕ダイアログ 〔グラフィックス〕ダイアログ

Windows 3.1のとき
〔FUJITSU XL-xxxx〕ダイアログ

プリンタの解像度を、１インチあたりのドット数で指定します。
値が小さい方が高速に印刷できますが、写真などのデータはドットが粗
くなります。
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テキストを高速印刷する／プリンタメモリ
（Windows 98/95/NT4.0）

Windows 98/95/NT4.0のとき
〔印刷オプション〕ダイアログ 〔装置オプション〕ダイアログ

（画面の例はWindows 98/95の場合）

文書中で使用されている文字をプリンタに登録することによって、文字
データを高速印字します。
テキストを高速印刷するときは、〔装置オプション〕ダイアログでプリ
ンタメモリの設定を行ってから、〔印刷オプション〕ダイアログで「テ
キストを高速印刷する」をチェックします。

・XL-5710/5310で「テキストを高速印刷する」機能を使用
するには、プリンタメモリが16MB以上必要です。プリン
タメモリ（プリンタRAMモジュール）を増設し、〔装置オ
プション〕ダイアログでプリンタメモリの設定を先に行っ
てください。

・「テキストを高速印刷する」機能は、フルページバンディン
グのときのみ有効です。「フルページバンディングする」を
チェックしてから「テキストを高速印刷する」をチェック
してください。

・「テキストを高速印刷する」を設定したときに特に効果があ
るのは、同一文字が何度も使用されていて、文字以外のデー
タが少ないデータです。

　印刷するデータによっては、期待された効果がでないこと
や、グラフィックスと文字が重なっている部分の印刷結果
が異なることがあります。このようなときは、チェックを
はずして使用してください。

・「テキストを高速印刷する」をチェックすると、〔グラフィッ
クス〕ダイアログの「テキストをグラフィックスとして印
刷する」設定は無効になります。（Windows 98/95のみ）
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両面印刷をする（両面印刷対応プリンタのみ）

両面印刷対応プリンタで両面印刷を行うには、次の設定を行います。

Windows 98/95/NT4.0のとき
〔両面印刷〕ダイアログ

Windows 3.1のとき
〔FUJITSU XL-xxxx〕ダイアログ 〔両面印刷設定〕ダイアログ

両面印刷
片面印刷か、両面印刷かを設定します。また、両面印刷を長い辺でとじ
るか短い辺でとじるかを設定します。

なし .................................. 片面印刷をします。
長辺とじ.............................用紙の長い辺でとじるように両面印刷します。
短辺とじ ..........................用紙の短い辺でとじるように両面印刷します。
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・〔用紙サイズ〕で「ユーザ定義サイズ」（Windows3.1の場
合は「User Defined Size」）または「はがき」を選択して
いるときは、両面印刷は行えません。〔用紙サイズ〕を「ユー
ザ定義サイズ」および「はがき」以外に設定してから両面
印刷の設定をしてください。
ただし、Windows NT4.0で「ユーザ定義サイズ」に「はが
き」以外の定型サイズと同じサイズを指定したときは、両
面印刷の設定が可能です。

・XL-6010で A3、B4、リーガルの用紙に600dpiで両面印
刷を行うには、プリンタRAMモジュールの増設が必要で
す。詳細は、「きれいに印刷する」のガイド（100ページ）
を参照してください。

とじしろ量
両面印刷時のとじしろ量を、0～30mmの範囲で、用紙の裏と表を別々
に設定します。

とじしろ位置
両面印刷時のとじしろ位置を設定します。

白紙ページの扱い（Windows 98/95/NT4.0 のみ）
印刷する文書に白紙のページが含まれている場合に、白紙のページを印
刷（出力）するかどうかを設定します。
白紙のページを印刷するときは、チェックします。
片面、両面それぞれの場合について設定できます。

・〔レイアウト〕ダイアログで「レイアウト枠を付ける」を
チェックした場合は、この設定は無効です。

・〔印刷オプション〕ダイアログでも設定できます。

白紙ページ印刷（Windows 3.1のみ）
両面印刷時に印刷する文書に白紙のページが含まれている場合に、白紙
のページを印刷（出力）するかどうかを設定します。
白紙のページを印刷するときは、チェックします。
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Printianaviの設定（Windows 98/95/NT4.0）

印刷中のプリンタの状態を見たり、エラー時のメッセージの表示方法な
どを設定したりするには、Printianaviの設定を行います。

Windows 98/95/NT4.0
〔Printianavi〕ダイアログ

Printianaviを有効にする
Printianaviを有効にするかどうかを設定します。Printianaviを有効にす
るときは、チェックします。

用紙ダイアログにプリンタ状態を表示する
〔用紙〕ダイアログにプリンタの状態と〔ステータス表示〕を表示する
かどうかを設定します。
〔用紙〕ダイアログにプリンタ状態を表示するときは、チェックします。

プリントサーバとプリンタがWAN経由で接続されていると
きにクライアントで〔用紙〕ダイアログを開くと、サーバと
プリンタ間で通信するために、課金される場合があります。
その場合は、ここのチェックをはずしてください。



108

ソフトウェア編
第３章  プリンタドライバの設定

印刷中のステータスを表示する
印刷中のステータスを表示するかどうかを指定します。印刷中のステー
タスを表示するときはチェックし、表示方法を選択します。表示される
アイコンやメッセージの詳細は、付録の「メッセージ一覧」を参照して
ください。

ステータスの表示方法には、次の2つがあります。

ポップアップ表示

表示をやめるときは、〔OK〕をクリックします。
印刷を中断するときは、〔印刷中止〕をクリックします。
また、最小化ボタン（ ）をクリックすると、アイコン表示になります。

アイコン表示

プリンタのアイコンが表示されているときにマウスカーソルをアイコン
上に移動すると、簡単な状態情報を表示します。
表示中にアイコンをダブルクリックすると、ポップアップ表示になりま
す。

また、アイコンを右クリックし、表示されるメニューを選ぶと、次の操
作ができます。
元のサイズに戻す............... ダイアログ表示になります。
印刷中止 ............................... 印刷を中止します。
ステータス表示の終了 ...... 表示を終了します。
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初期表示モード
ポップアップ表示とアイコン表示の切り替え方を設定します。

ポップアップ....................... 印刷中のステータスを、常にポップアップ
表示します。

エラー時ポップアップ..........印刷中のステータスを、通常はタスクトレ
イにアイコン表示し、エラー発生時のみ
ポップアップ表示します。

最小化 ................................... 印刷中のステータスを、常にタスクトレイ
にアイコン表示します。

印刷終了のメッセージ通知
印刷終了のメッセージを表示するかどうかを指定します。表示するとき
は、チェックします。

印刷終了のメッセージ例

表示を終了するには、〔OK〕をクリックします。
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エラー時のメッセージ通知
印刷時にエラーが発生した場合にステータス表示とは別にエラーメッ
セージを表示するかどうかを指定します。表示するときは、チェックし
ます。

エラー時のメッセージ通知例

印刷を中断するときは、〔印刷打ち切り〕をクリックします。
〔再開ページ指定〕をクリックすると、エラー解除後に何ページ目から
印刷し直すかを指定することができます。（再開ページ指定が可能なエ
ラーの場合のみ表示されます。）

エラー時のメッセージ通知には、「警告」（リカバリ可能なエ
ラー）と「停止」（リカバリ不可能なエラー）の２種類があり
ます。これらはメッセージウィンドウの左側にアイコンと文
字で表示されます。また、次のエラーは〔エラー時のメッセー
ジ通知〕の設定に関係なくエラーメッセージを通知します。
「停止」エラー：必ず通知します。
「警告」エラー：Printianavi ネットワーク連携ユーティリ

ティでサーバ共有のプリンタに対して
Printianavi機能を使用している場合は通知
します。
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TCP/IPを使用する
通信（メッセージの通知）にTCP/IPを使用するかどうかを指定します。
LAN（TCP/IP）で接続されたプリンタ、またはサーバの共有プリンタ
で印刷するときはチェックします。
チェックすると、Printianaviが通知するメッセージをどのパソコンで表
示するかを指定することができます。　　
通常は、〔このコンピュータ〕を選択します。現在設定操作をしている
パソコン以外に表示させたい場合は、〔ホスト名またはIPアドレスを指
定〕に、表示先のホスト名または IPアドレスを指定します。

ステータス表示
Printianaviが有効で、双方向通信が可能な場合は、〔用紙〕ダイアログ
の左下にプリンタのビットマップが表示されます。さらに、〔ステータ
ス表示〕をクリックすると、プリンタの状態を示すステータスウィンド
ウが表示されます。この表示は印刷中だけでなく、いつでも見ることが
できます。

Windows 98/95/NT4.0
〔用紙〕ダイアログ

・サーバ共有のプリンタのステータスを表示するには、
Printianavi 連携ユーティリティをクライアントとサーバの
両方にインストールしてください。

・〔用紙〕ダイアログのプリンタのビットマップおよび〔ス
テータス表示〕は、機種によっては表示されません。
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ステータスウィンドウで表示される内容は、次のとおりです。

ステータスアイコン�

プリンタ状態�プリンタ名�

エラー詳細�

給紙情報／�
印刷枚数�

プリンタ情報�
ビットマップ�

プリンタメモリ�

プリンタモデル名／�
ファームウェアバージョン�

オプション情報�

プリンタ名 ........................... プリンタにつけた名前（〔全般〕または〔情
報〕ダイアログに表示される名前）を表示し
ます。

プリンタモデル名／
ファームウェアバージョン ....プリンタ本体のモデル名とファームウェア

のバージョンを表示します。
プリンタメモリ................... プリンタに搭載されているメモリ容量を表

示します。
プリンタ情報ビットマップ ....プリンタモデルや給紙口、状態に応じた

ビットマップを表示します。
オプション情報................... プリンタに装着されているオプションの情

報を表示します。
ステータスアイコン........... プリンタの状態をアイコンで表示します。
プリンタ状態 ....................... プリンタの状態を文字で表示します。
エラー詳細 ........................... プリンタ状態の詳細やトナーの残りが少な

いなどの警告、エラーの対処方法を表示し
ます。

給紙情報／印刷枚数........... 給紙カセット情報、総印刷枚数、および電源
投入後の印刷枚数を表示します。

ステータスウィンドウを閉じるには、〔OK〕をクリックします。
表示されるメッセージやアイコンの詳細については、付録の「メッセー
ジ一覧」を参照してください。

ステータスウィンドウで「給紙トレイ」と表示される給紙口
は、〔用紙〕ダイアログの「給紙方法」の「手差し」と対応し
ています。
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プリンタドライバの情報を確認する

プリンタドライバの情報を確認するには、次の2つの方法があります。

バージョン情報
プリンタドライバの情報は、次の画面で〔バージョン情報〕をクリック
すると確認できます。

Windows 98/95/NT4.0のとき
〔用紙〕ダイアログ

Windows 3.1のとき
〔FUJITSU XL-xxxx〕ダイアログ
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〔ドライバ情報〕ダイアログ（Windows 98/95/NT4.0）

プリンタドライバに関する情報が表示されます。

オプション機能を設定する

ここでは、これまでに説明した機能以外の設定方法を説明します。

Windows 98/95/NT4.0のとき Windows 3.1のとき
〔印刷オプション〕ダイアログ 〔オプション〕ダイアログ

 トナーセーブする（トナーセーブ）
印刷時のトナーの量を少なくし、トナーの消費量を節約するかどうかを
設定します。
トナーセーブするときは、チェックします。
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 フルページバンディングする（Windows 98/95/NT4.0）
用紙サイズ１枚分のイメージデータを展開するメモリを、パソコン側に
確保して印刷するかどうかを設定します。
フルページバンディングするときは、チェックします。

・一部のアプリケーションで正しく印刷できない場合に
チェックすると、正しく印刷される場合があります。

・「フルページバンディングする」のチェックをはずすと、「テ
キストを高速印刷する」機能は無効になります。

・メモリ搭載量が少ないパソコンをご使用の場合、「フルペー
ジバンディングする」がチェックされていると、印刷開始
までに時間がかかる場合があります。

白紙ページの扱い（Windows 98/95/NT4.0）
印刷する文書に白紙のページが含まれている場合に、白紙のページを印
刷（出力）するかどうかを設定します。
白紙のページを印刷するときは、チェックします。
両面印刷対応プリンタの場合、片面、両面のそれぞれの場合について設
定できます。

・〔レイアウト〕ダイアログで「レイアウト枠を付ける」を
チェックした場合は、この設定は無効です。

・両面印刷対応プリンタの場合、〔両面印刷〕ダイアログでも
設定できます。
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テキストをグラフィックスとして印刷する（Windows 98/95）
〔グラフィックス〕ダイアログ

文字データをグラフィックスとして扱います。
テキストをグラフィックスとして印刷するときは、チェックします。

〔印刷オプション〕ダイアログで「テキストを高速印刷する」
をチェックした場合は、この設定は無効です。
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設定項目一覧設定項目一覧設定項目一覧設定項目一覧設定項目一覧

Windows 98/95の設定項目一覧

設定項目 設定内容 説  明 備  考

全般 コメント プリンタに関するコメントを入力する
(情報)(*1) 区切りページ なし 印刷する文書を区切るページを挿入し

(*2) ない
簡易ページ 文字だけの区切りページを挿入する
標準ページ グラフィックスの入っている区切りペー

ジを挿入する
印字テスト テストページを印刷する

詳細(*1) 印刷先のポート プリンタが接続されているポート、また 「印刷先ポートの追
はネットワークプリンタのパスを表示す 加と変更」参照
る

ポーﾄの追加 ポートを追加する
ポートの削除 ポートを削除する(*3)
印刷に使用するドライバ プリンタの種類を表示する
ドライバの追加 プリンタドライバを更新または変更する
プリンタポートの割り当て ネットワークドライブにポートを割り当

てる
プリンタポートの解除 ネットワークドライブに割り当てられて

いるポートを解除する
タイムアウト設定 未選択時 プリンタがオンラインになるまで待つ時

間を秒単位で指定する
送信の再試行時 プリンタで印刷の準備ができるまで待つ
(*4) 時間を秒単位で指定する

*1：アプリケーションソフトからは設定できない場合があります。
*2：区切りページを使用できるのは、自分のパソコンにプリンタが直接

接続されている場合だけです。
また、B5よりも小さい用紙を使用すると、周囲の一部が欠けて印
刷されます。

*3：設定中のプリンタドライバや他のプリンタで使用しているポート
は削除できません。
なお、ポート削除後に同じ名前のポートを作成する場合は、パソコ
ンを再起動してください。

*4：大きいサイズのデータを印刷するときに問題が起こる場合は、この
値を大きくしてください。
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設定項目 設定内容 説  明 備  考

詳細(*1) スプールの設定 アプリケーションからプリンタに印刷デ
ータを送る方法を指定する

印刷ジョブを ドキュメントの最終ページがスプールさ
スプールし、 れるまで待ってから印刷を開始するか、
プログラムの ドキュメントの先頭ページがスプールさ
印刷処理を高 れたら、すぐに印刷を開始するかを選択
速に行う する
プリンタに直 ドキュメントをスプールせずに直接プリ
接印刷データ ンタにデータを送る
を送る
このプリンタ パソコンとプリンタの間で情報をやりと
で双方向通信 りできるようにする(*5)
機能をサポー
トする
このプリンタ パソコンとプリンタの間で情報をやりと
の双方向通信 りしない
機能をサポー
トしない

ポートの設定 プリンタポートの設定を変更する
共有(*1) 共有しない プリンタを共有しない 「プリンタを共有す
　　(*6) 共有する 共有名 プリンタを共有するときの名前を指定 る」参照

する
コメント プリンタに関するコメントを入力する
パスワード プリンタを共有するときのパスワード

を指定する

*1：アプリケーションソフトからは設定できない場合があります。
*5：Printianaviを使用するときは、双方向通信機能をサポートする設定

にしてください。
*6：ネットワークの設定でプリンタを共有にしたときにのみ設定できま

す。
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設定項目 設定内容 説  明 備  考
用紙 (*1) 用紙サイズ A3(297×420mm) A3サイズの用紙に印刷する 「用紙の設定」参照

A4(210×297mm) A4サイズの用紙に印刷する
A5(148×210mm) A5サイズの用紙に印刷する
B4(257×364mm) B4サイズの用紙に印刷する
B5(182×257mm) B5サイズの用紙に印刷する
Letter(8.5× 11 インチ) レターサイズの用紙に印刷する
Legal(8.5× 14インチ) リーガルサイズの用紙に印刷する
はがき(100× 148mm) はがきに印刷する
ユーザ定義サイズ 不定形の用紙に印刷する

  幅：100～ 297mm
  長さ：148～ 420mm

出力用紙の選択 A3固定 用紙サイズの指定に関わらずA3用紙に
(*7) 印刷する

A4固定 用紙サイズの指定に関わらずA4用紙に
印刷する

A5固定 用紙サイズの指定に関わらずA5用紙に
印刷する

B4固定 用紙サイズの指定に関わらずB4用紙に
印刷する

B5固定 用紙サイズの指定に関わらずB5用紙に
印刷する

Letter固定 用紙サイズの指定に関わらずレター用紙
に印刷する

Legal固定 用紙サイズの指定に関わらずリーガル用
紙に印刷する

自動145%拡大 145%拡大して印刷する
（A5→A4、B5→B4、A4→A3、
B4→A3、Legal → A3、Letter →A3）

自動125%拡大 125%拡大して印刷する
（A5→B5、B5→A4、A4→B4、
B4→A3、Legal → A3、Letter →B4）

現在の用紙(100%) 拡大・縮小せず、用紙サイズで指定した
用紙に印刷する

自動94%縮小 94%縮小して印刷する
（Letter→ A4、A4→Letter）

自動80%縮小 80%縮小して印刷する
（A3→B4、B4→A4、A4→B5、
B5→A5、Legal → A4、Letter →B5）

自動70%縮小 70%縮小して印刷する
（A3→A4、B4→B5、A4→A5、
Legal →B5、Letter → A5）

イメージサイ －50%～＋50% イメージの拡大・縮小率を%で設定する
ズの調整
用紙方向 縦 用紙の長い方の辺に対して、垂直に印刷

する（ポートレイト）
横 用紙の長い方の辺に対して、平行に印刷

する（ランドスケープ）

*1：アプリケーションソフトからは設定できない場合があります。
*7：用紙サイズが「ユーザ定義サイズ」のとき、本設定は無効です。
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設定項目 設定内容 説  明 備  考

用紙 (*1) 用紙種類 普通紙 普通紙に印刷する 「用紙の設定」参照
(*10) 厚紙 厚紙に印刷する

OHPフィルム OHPフィルムに印刷する
給紙方法 自動給紙 指定の用紙サイズと一致した用紙が入っ
(*11) ている給紙口を自動的に選択して印刷す

る
手差し 給紙トレイから給紙する
給紙カセット 1 1段目の給紙カセットから給紙する
給紙カセット 2 2段目の給紙カセットから給紙する
給紙カセット 3 3段目の給紙カセットから給紙する

部数 1～999 印刷部数を指定する
ステータス表示 双方向通信が可能なときに、プリンタ 「Printianavi の設

の状態を表示する 定」参照
バージョン情報 プリンタドライバのバージョン情報を 「プリンタドライバ

表示する の情報を確認する」
参照

レイアウト N-up印刷 (*7) 1up 通常の印刷を行う 「N-up印刷」参照
2up １枚の用紙に２ページ分のデータを印

刷する
4up １枚の用紙に 4ページ分のデータを印刷する
8up １枚の用紙に 8ページ分のデータを印刷する
16up １枚の用紙に 16ページ分のデータを印刷する

ページ配置 右下 用紙の左上から右→下にページを配置する
左下 用紙の右上から左→下にページを配置する
下右 用紙の左上から下→右にページを配置する
下左 用紙の右上から下→左にページを配置する

レイアウト N-up印刷のときに、ページごとに枠を
枠を付ける 付ける

両面印刷 両面印刷 なし 片面で印刷する 「両面印刷をする」
(*8) 長辺とじ 用紙の長い辺でとじるように両面印刷する 参照

短辺とじ 用紙の短い辺でとじるように両面印刷する
とじしろ量 表 両面印刷時の表面ページのとじしろ量

を、mm単位で設定する(0～ 30mm)
裏 両面印刷時の裏面ページのとじしろ量

を、mm単位で設定する(0～ 30mm)
とじしろ位置 左または上 両面印刷時のとじしろ位置を、左または上に設定する

右または下 両面印刷時のとじしろ位置を、右または下に設定する

*1 ：アプリケーションソフトからは設定できない場合があります。
*7 ：用紙サイズが「ユーザ定義サイズ」のとき、本設定は無効です。
*8 ：両面印刷対応プリンタのみ、設定が可能です。
*10 ：用紙サイズが「はがき」のときは、「厚紙」に限定されます。

（用紙種類指定対応プリンタのみ設定が可能です。）
*11：用紙サイズが「ユーザ定義サイズ」または「はがき」のとき

は、「手差し」に限定されます。



ソフトウェア編
第３章  プリンタドライバの設定

121

設定項目 設定内容 説  明 備  考

両面印刷 白紙ページ 片面印刷時に 片面印刷時に白紙ページを印刷する 「両面印刷をする」
(*8) の扱い 白紙ページを 参照

印刷する
両面印刷時に 両面印刷時に白紙ページを印刷する
白紙ページを
印刷する

グラフィックス 解像度 300DPI 300DPIで印刷する 「高速に印刷する」
参照

600DPI 600DPIで印刷する 「きれいに印刷す
る」参照

ディザリング なし ディザパターンによる階調づけをしない
8×8 8×8ドットのパターンで階調をつける
16×16 16×16ドットのパターンで階調をつける
ラインアート 黒・白・グレイの間にはっきりとした境

界線があるイメージを印刷する
誤差拡散法 輪郭のない写真や絵を印刷する

濃度 暗～明 グラフィックスを印刷する濃度を指定する
(0～200%）

テキストを 文字データをグラフィックスとして扱う 「オプション機能を
グラフィッ 設定する」参照
クスとして
印刷する

Printianavi Printianaviを Printianaviを有効にする 「Printianaviの設
(*1) 有効にする 定」参照

用紙ダイアロ 用紙ダイアログの左下のプリンタ状態お
グにプリンタ よびステータス表示ボタンを表示する
状態を表示す
る
印刷中のステ 印刷中のステータスを表示する
ータスを表示
する
初期表示モード ポップアップ ポップアップウィンドウで表示する

エラー時 エラー時のみポップアップウィンドウで
ポップアップ 表示する
最小化 アイコンで表示する(タスクバーに登録)

印刷終了時 印刷終了のメッセージを通知する
にメッセージ
を通知する
エラー時に エラー時のメッセージを通知する
メッセージを
通知する
TCP/IPを 通信（メッセージの通知）にTCP/IPを
使用する 使用する

*1：アプリケーションソフトからは設定できない場合があります。
*8：両面印刷対応プリンタのみ、設定が可能です。
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設定項目 設定内容 説  明 備  考

Printianavi メッセージ通知先 このコンピュータ 現在設定を行っているパソコンに通知する 「Printianavi の設
(*1) ホスト名または 特定のパソコンに通知する 定」参照

IPアドレスを指定
印刷オプション トナーセーブする トナーの消費量を節約する 「オプション機能を

設定する」参照
スムージングする 文字や図形のギザギザ（ジャギー）を 「きれいに印刷す

滑らかに印刷する る」参照
フルページ パソコン側でイメージデータを展開す 「オプション機能を
バンディング るメモリを確保して印刷する 設定する」参照
する
テキストを 文字をプリンタに登録することにより 「高速に印刷する」
高速印刷する テキストデータを高速に印刷する 参照
(*9)
白紙ページの扱い 片面印刷時に 片面印刷のときに白紙のページを印 「オプション機能を

白紙ページを 刷する 設定する」参照
印刷する
両面印刷時に 両面印刷のときに白紙のページを印
白紙ページを 刷する
印刷する

装置オプション プリンタメモリ プリンタに搭載されているメモリの 「高速に印刷する」
(*1) 量（MB）を指定する 参照
ドライバ情報 プリンタドライバの情報を表示する 「プリンタドライバ

の情報を確認する」
参照

*1：アプリケーションソフトからは設定できない場合があります。
*9：XL-5710/5310では、プリンタメモリの増設が必要です。
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Windows NT4.0の設定項目一覧

アプリケーションソフトからのプリンタ設定のプロパティ
ドキュメントの既定値プロパティ

設定項目 設定内容 説  明 備  考
用紙 用紙サイズ A3 A3サイズの用紙に印刷する 「用紙の設定」参照

A4 A4サイズの用紙に印刷する
A5 A5サイズの用紙に印刷する
B4(JIS) B4サイズの用紙に印刷する
B5(JIS) B5サイズの用紙に印刷する
Legal リーガルサイズの用紙に印刷する
Letter レターサイズの用紙に印刷する
はがき はがきに印刷する
ユーザ定義サイズ 不定形の用紙に印刷する

幅：100～ 297mm
長さ：148～ 420mm

出力用紙の選択 A3固定 用紙サイズの指定に関わらずA3用紙に
(*1) 印刷する

A4固定 用紙サイズの指定に関わらずA4用紙に
印刷する

A5固定 用紙サイズの指定に関わらずA5用紙に
印刷する

B4固定 用紙サイズの指定に関わらずB4用紙に
印刷する

B5固定 用紙サイズの指定に関わらずB5用紙に
印刷する

Letter固定 用紙サイズの指定に関わらずレター用紙
に印刷する

Legal固定 用紙サイズの指定に関わらずリーガル用
紙に印刷する

自動145%拡大 145%拡大して印刷する
A5→A4、B5→B4、A4→A3、
B4→A3、Legal → A3、Letter →A3）

自動125%拡大 125%拡大して印刷する
（A5→B5、B5→A4、A4→B4、
B4→A3、Legal → A3、Letter →B4）

現在の用紙(100%) 拡大・縮小せず、用紙サイズで指定した
用紙に印刷する

自動94%縮小 94%縮小して印刷する
（Letter→ A4、A4→Letter）

自動80%縮小 80%縮小して印刷する
（A3→B4、B4→A4、A4→B5、
B5→A5、Legal → A4、Letter →B5）

自動70%縮小 70%縮小して印刷する
（A3→A4、B4→B5、A4→A5、
Legal →B5、Letter → A5）

*1：用紙サイズが「ユーザ定義サイズ」のとき、本設定は無効です。
（「ユーザ定義サイズ」で設定された用紙サイズが、定型サイズと
一致する場合は有効です。）
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設定項目 設定内容 説  明 備  考

用紙 イメージサ －50%～＋50% イメージの拡大・縮小率を%で設定する「用紙の設定」参照
イズの調整
用紙方向 縦 用紙の長い方の辺に対して、垂直に印刷

する（ポートレイト）
横 用紙の長い方の辺に対して、平行に印刷

する（ランドスケープ）
用紙種類 普通紙 普通紙に印刷する
(*4) 厚紙 厚紙に印刷する

OHPフィルム OHPフィルムに印刷する
給紙方法 自動給紙 指定の用紙サイズと一致した用紙が入っ
(*5) ている給紙口を自動的に選択して印刷す

る
手差し 給紙トレイから給紙する
給紙カセット 1 1段目の給紙カセットから給紙する
給紙カセット 2 2段目の給紙カセットから給紙する
給紙カセット 3 3段目の給紙カセットから給紙する

部数 1～999 印刷部数を指定する
ステータス表示 双方向通信が可能なときに、プリンタ 「Printianavi の設

の状態を表示する 定」参照
バージョン情報 プリンタドライバのバージョン情報を 「プリンタドライバ

表示する の情報を確認する」
参照

レイアウト N-up印刷 (*1) 1up 通常の印刷を行う 「N-up印刷」参照
2up １枚の用紙に２ページ分のデータを印

刷する
4up １枚の用紙に4ページ分のデータを印

刷する
8up １枚の用紙に8ページ分のデータを印刷する
16up １枚の用紙に 16ページ分のデータを印刷する

ページ配置 右下 用紙の左上から右→下にページを配置する
左下 用紙の右上から左→下にページを配置する
下右 用紙の左上から下→右にページを配置する
下左 用紙の右上から下→左にページを配置する

レイアウト N-up印刷のときに、ページごとに枠を
枠を付ける 付ける

*1：用紙サイズが「ユーザ定義サイズ」のとき、本設定は無効です。
（「ユーザ定義サイズ」で設定された用紙サイズが、定型サイズと
一致する場合は有効です。）

*4：用紙サイズが「はがき」（「ユーザ定義サイズ」で「はがき」と同
じサイズを指定したときを含む）のときは、「厚紙」に限定され
ます。（用紙種類指定対応プリンタのみ、設定が可能です。）

*5：用紙サイズが「ユーザ定義サイズ」または「はがき」のときは、
「手差し」に限定されます。（「ユーザ定義サイズ」で設定された
用紙サイズが、「はがき」以外の定型サイズと一致する場合は他
の給紙方法の設定が可能です。）
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設定項目 設定内容 説  明 備  考

両面印刷 両面印刷 なし 片面で印刷する 「両面印刷をする」
(*2) 長辺とじ 用紙の長い辺でとじるように両面印刷する 参照

短辺とじ 用紙の短い辺でとじるように両面印刷する
とじしろ量 表 両面印刷時の表面ページのとじしろ量

を、mm単位で設定する(0～30mm)
裏 両面印刷時の裏面ページのとじしろ量

を、mm単位で設定する(0～30mm)
とじしろ位置 左または上 両面印刷時のとじしろ位置を、左または上に設定する

右または下 両面印刷時のとじしろ位置を、右または下に設定する
白紙ページ 片面印刷時に 片面印刷時に白紙ページを印刷する
の扱い 白紙ページを

印刷する
両面印刷時に 両面印刷時に白紙ページを印刷する
白紙ページを
印刷する

グラフィックス 解像度 300DPI 300DPIで印刷する 「高速に印刷する」
参照

600DPI 600DPIで印刷する 「きれいに印刷す
る」参照

ハーフトーン ハーフトーンの階調を設定する
カラーの調整

印刷オプション トナーセーブする トナーの消費量を節約する 「オプション機能を
設定する」参照

スムージングする 文字や図形のギザギザ（ジャギー）を 「きれいに印刷す
滑らかに印刷する る」参照

フルページバン パソコン側でイメージデータを展開す 「オプション機能を
ディングする るメモリを確保して印刷する 設定する」参照
テキストを高速 文字をプリンタに登録することにより 「高速に印刷する」
印刷する テキストデータを高速に印刷する 参照
(*3)
白紙ページの扱い 片面印刷時 片面印刷のときに白紙のページを印刷 「オプション機能を

に白紙ペー する 設定する」参照
ジを印刷する
両面印刷時 両面印刷のときに白紙のページを印刷
に白紙ペー する
ジを印刷する

*2：両面印刷対応プリンタのみ、設定が可能です。
*3：XL-5710/5310では、プリンタメモリの増設が必要です。
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プリンタのプロパティ

設定項目 設定内容 説  明 備  考

全般 コメント プリンタに関するコメントを入力する
場所 プリンタの設置場所を入力する
ドライバ 使用しているプリンタドライバを表示する
新しいドライバ プリンタドライバを追加または変更する
区切りページ 区切りページを指定する(*1)
プリントプロセッサ プリントプロセッサとスプールデータ

の種類を指定する
テストページの印刷 テストページを印刷する

ポート 印刷するポート プリンタが接続されているポート、 「印刷先ポートの
またはネットワークプリンタのパスを 追加と変更」参照
表示する

ポーﾄの追加 ポートを追加する
ポートの削除 ポートを削除する
ポートの構成 ポートの設定を変更する
双方向 パソコンとプリンタの間で情報をやりと
サポートを りできるようにする(*2)
有効にする
プリンタプールを プリンタプールを利用できるようにする
有効にする

スケジュール 利用可能時間 常に プリンタを常に利用できるようにする
開始／終了 プリンタを特定の時間だけ利用できる

ようにする
優先順位 1～99 ドキュメントの規定の優先度を指定する
印刷ドキュ 全ページ分 ドキュメントの最終ページがスプールさ
メントをス のデータを れるまで待ってから印刷を開始する
プールし、 スプールし
プログラム てから、印
の印刷処理 刷データを
を高速に行 プリンタに
う 送る

すぐに印刷 ドキュメントの先頭ページがスプールさ
データをプリ れたら、すぐに印刷を開始する
ンタに送る

プリンタに ドキュメントをスプールせずに直接プリ
直接印刷デ ンタにデータを送る
ータを送る

*1：本プリンタは、Windows NT4.0の区切りページファイル(*.sep)の
印刷をサポートしていません。

*2： Printianaviを使用するときは、双方向サポートを有効にしてください。
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設定項目 設定内容 説  明 備  考

スケジュール 一致しない 設定がプリンタと一致しないドキュメ
ドキュメント ントを保留する
を保留する(*3)
スプールされた スプールが完了したドキュメントから
ドキュメントを 印刷を開始する
最初に印刷
する
印刷後ドキュメント 印刷が終了したあともスプールを削除し
を残す ない

共有 共有しない プリンタを共有しない 「プリンタを共有す
共有する 共有名 プリンタを共有するときの名前を指定 る」参照

する
代替ドライバ 異なるOSで使用するドライバをイン 「代替ドライバのイ

ストールする ンストール」参照
セキュリティ アクセス権 プリンタのアクセス権を設定する

監査 プリンタの使用状況を監査する
所有権 プリンタの所有権を表示または取得する

装置オプション ハーフトーンセットアップ プリンタが使用するハーフトーンを設定する
プリンタメモリ プリンタに搭載されているメモリの量 「高速に印刷する」

（MB）を指定する 参照
Printianavi Printianavi を Printianaviを有効にする 「Printianaviの設

有効にする 定」参照
用紙ダイアログに 用紙ダイアログの左下のプリンタ状態
プリンタ状態 およびステータス表示ボタンを表示する
を表示する
印刷中のステー 印刷中のステータスを表示する
タスを表示する
初期表示モード ポップアップ ポップアップウィンドウで表示する

エラー時ポップアップ エラー時のみポップアップウィンドウで表示する
最小化 アイコンで表示する(タスクバーに登録)

印刷終了時に 印刷終了のメッセージを通知する
メッセージを
通知する
エラー時にメッ エラー時のメッセージを通知する
セージを通知す
る
TCP/IPを 通信（メッセージの通知）にTCP/IPを
使用する 使用する
メッセージ通知先 このコンピュータ 現在設定を行っているパソコンに通知する

ホスト名または 特定のパソコンに通知する
IPアドレスを指定

ドライバ情報 プリンタドライバの情報を表示する 「プリンタドライバ
の情報を確認する」
参照

*3：本プリンタでは、この設定は無効です。



128

ソフトウェア編
第３章  プリンタドライバの設定

プリントサーバーのプロパティ

設定項目 設定内容 説  明 備  考

用紙 用紙 サーバで使用可能な用紙の種類を表示する
用紙の説明 新しい用紙を 新しく用紙を作成する場合にチェックする

作成する
寸法 用紙のサイズを指定する

ポート このサーバー このサーバ上にあるポートを表示する
上のポート
ポートの追加 ポートを追加する
ポートの削除 ポートを削除する
ポートの構成 ポートの設定を変更する

詳細設定 スプールフォルダ スプールファイルを格納するフォルダを
指定する

スプーラのエラーイベント 印刷関連のエラーをシステムログに書き
のログを収集する 込む
スプーラの警告イベント 印刷関連の警告をシステムログに書き込
のログを収集する む
スプーラの情報イベント 印刷関連の情報をシステムログに書き込
のログを収集する む
リモートドキュメントエラーが エラーが発生したときに警告音を鳴らす
発生したら音を鳴らす
リモートドキュメントの印刷 印刷の完了をクライアントに通知する
が終了したら通知する
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Windows 3.1の設定項目一覧

設定項目 設定内容 説  明 備  考

解像度 300DPI 300DPIで印刷する 「高速に印刷する」
参照

600DPI 600DPIで印刷する 「きれいに印刷す
る」参照

用紙サイズ A3(297×420mm) A3サイズの用紙に印刷する 「用紙の設定」参照
A4(210×297mm) A4サイズの用紙に印刷する
A5(148×210mm) A5サイズの用紙に印刷する
B4(257×364mm) B4サイズの用紙に印刷する
B5(182×257mm) B5サイズの用紙に印刷する
Letter(8.5× 11 インチ) レターサイズの用紙に印刷する
Legal(8.5× 14インチ) リーガルサイズの用紙に印刷する
はがき(100× 148mm) はがきに印刷する
 (*1)
User Defined Size 不定形の用紙に印刷する
 (*1)   幅：100～ 297mm

  長さ：148～ 420mm
給紙方法 給紙カセット1 1段目の給紙カセットから給紙する

給紙カセット2 2段目の給紙カセットから給紙する
給紙カセット3 3段目の給紙カセットから給紙する
自動給紙 指定の用紙サイズと一致した用紙が入

っている給紙口を自動的に選択して印
刷する

手差し 給紙トレイから給紙する
印刷の向き 縦 用紙の長い方の辺に対して、垂直に

印刷する（ポートレイト）
横 用紙の長い方の辺に対して、平行に

印刷する（ランドスケープ）
両面印刷 なし 片面で印刷する 「両面印刷をする」
(*2) 長辺とじ 用紙の長い辺でとじるように両面印刷する 参照

短辺とじ 用紙の短い辺でとじるように両面印刷する

*1：給紙方法で手差しを選択したときのみ、設定が可能です。

*2：両面印刷対応プリンタのみ、設定が可能です。
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設定項目 設定内容 説  明 備  考

オプション ディザリング なし ディザパターンによる階調づけをしな 「きれいに印刷す
い る」参照

粗 粗いパターンで階調をつける
密 細かいパターンで階調をつける
ラインアート 黒・白・グレイの間にはっきりとした

境界線があるイメージを印刷する
User Defined 幅 不定形の用紙の幅をmm単位で設定す 「用紙の設定」参照
Size る（100～297mm）

高さ 不定形の用紙の高さ（長さ）をmm単位
で設定する（148～420mm）

縮小 100%(縮小しない) 縮小せずに印刷する
80%(A3 →B4、B4→A4、 80%縮小して印刷する
A4→B5、B5→A5)
70%(A3 →A4、B4→B5、 70%縮小して印刷する
A4→A5)

用紙種類 普通紙 普通紙に印刷する
(*3) 厚紙 厚紙に印刷する

OHPフィルム OHPフィルムに印刷する
スムージング 文字や図形のギザギザ（ジャギー）を 「きれいに印刷す

滑らかに印刷する る」参照
トナーセーブ トナーの消費量を節約する 「オプション機能を

設定する」参照
両面印刷設定 とじしろ量 表 両面印刷時の表面ページのとじしろ量 「両面印刷をする」
(*2) を、mm単位で設定する(0～ 30mm) 参照

裏 両面印刷時の裏面ページのとじしろ量
を、mm単位で設定する(0～ 30mm)

とじしろ位置 左または上 両面印刷時のとじしろ位置を、左または上に設定する
右または下 両面印刷時のとじしろ位置を、右または下に設定する

白紙ページ 両面印刷時に白紙ページを印刷する
印刷

*2：両面印刷対応プリンタのみ、設定が可能です。

*3：用紙種類指定対応プリンタで、給紙方法を「手差し」にしたときの
み、設定が可能です。（用紙サイズが「はがき」のときは、「厚紙」
に限定されます。）
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ネットワークポートモニタ

Printianavi ネットワークポートモニタは、LAN
（TCP/IP）に接続したプリンタに、パソコンか
ら直接印刷できるようにします。この章では、
プリンタの設定とPrintianaviネットワークポー
トモニタの使いかたについて説明します。

※ 本章の中では、Printianavi ネットワークポートモニタを「ネットワー
クポートモニタ」または「本ユーティリティ」と呼びます。
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プリンタをプリンタをプリンタをプリンタをプリンタをLANLANLANLANLANに直接接続するに直接接続するに直接接続するに直接接続するに直接接続する（（（（（管管管管管理理理理理者者者者者のののののみみみみみ）））））
プリンタをネットワークケーブルでLANに直接接続して印刷を行える
ようにするには、まずプリンタLANポートのTCP/IP 動作環境を設定
する必要があります。

 TCP/IP動作環境の設定方法

プリンタLANポートのTCP/IP 動作環境を設定する方法は次の5つの
方法があります。

・DHCPによるアドレス自動取得
DHCPサーバからアドレスを自動的に取得します。

・IPアドレス設定ユーティリティによる設定

（Windows 98/95/NT4.0）
管理者のパソコンからアドレスを割り当てる方法です。
割り当てを行うパソコン（またはサーバ）から印刷を行い、
Printianaviマネージャを使用して管理をする場合は、プリンタのパネ
ル操作よりも簡単に行えます。

・プリンタのパネル操作によるアドレス設定
プリンタ側で設定を行います。
プリンタ編の説明を参照してください。

・ネットワーク設定ユーティリティによる設定
NetWare環境で使用しているプリンタの設定をネットワーク設定ユー
ティリティで行っている場合は、TCP/IPの設定の追加・変更も行う
ことができます。
「第７章　Printianaviネットワーク設定ユーティリティ」の「ネット
ワーク設定の詳細」（219ページ）を参照してください。

・Printianaviマネージャによる設定（Windows 98/95/NT4.0）
LAN接続されているプリンタのTCP/IP設定を変更する場合や、プリ
ンタをセントロ接続からLAN接続に変更する場合は、Printianavi マ
ネージャの管理者機能を使用してTCP/IPの設定の追加・変更を行う
ことができます。
詳細は、ソフトウェアマニュアル「第６章　Printianaviマネージャ」
を参照してください。
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ここでは、「DHCPによるアドレス自動取得」と「IPアドレス設定ユー
ティリティによる設定」について説明します。また、「IPアドレス設定
ユーティリティによる設定」では、プリンタ側の設定だけでなく、設定
を行ったパソコンから印刷するためのポートの作成と印刷設定、
Printianaviマネージャによる設定の保存までを、一連の手順で説明しま
す。

 準  備

次の3つは、TCP/IP 動作環境を設定する際に必要な情報です。

・MACアドレス
プリンタLANポート固有（一意）のアドレスで、プリンタごとに異な
ります。

・TCP/IP設定
工場出荷時の初期値は「有効」になっています。

・DHCP自動取得
工場出荷時の初期値は「設定」になっています。

プリンタの電源を投入し、LANポートの設定内容の印刷（メニュー印
刷）を行うと、プリンタLANポートの現在の設定が確認できます。
操作方法は、プリンタ編の説明を参照してください。



134

ソフトウェア編
第4章    Printianaviネットワークポートモニタ

DHCPによるアドレス自動取得

プリンタ側の設定

次の設定にします。
項  目 設 定 工場出荷時の初期値(参考)

TCP/IP設定 有 効 有 効
DHCP自動取得 設 定 設 定

設定方法については、プリンタ編の説明を参照してください。

 DHCPサーバ側の設定

DHCPマネージャを開いて〔スコープ〕の〔作成〕を選択し、次の項目
を設定します。
・開始アドレス
・終了アドレス
・サブネットマスク
・リース期間（無期限を推奨）

設定が終わったら、〔スコープ〕をアクティブにします。

さらに、獲得するIPアドレスを固定するために、次の設定を行うことを
お勧めします。
〔スコープ〕の〔予約の追加〕を選択し、次の項目を設定します。

IPアドレス ............ 設定したい IPアドレス
一意の ID ................ MACアドレス
クライアント名 .... 任意の名前

設定が終わったら、〔追加〕を選択して終了します。

両方の設定が終わったら、プリンタがネットワークケーブルで接続され
ていることを確認して、プリンタの電源を再度入れ直してください。

プリンタのMACアドレスは、プリンタからLANポートの設
定内容の印刷（メニュー印刷）を行って確認できます。その
際は、印刷されたＭＡＣアドレスの「:」を省き、半角英数字
12文字で入力してください。



ソフトウェア編
第4章    Printianaviネットワークポートモニタ

135

IPアドレス設定ユーティリティによる設定

1　ネットワークケーブルを外した状態でプリンタの電源を入れ
る

2 プリンタの設定値を次のようにする
項  目 設 定 工場出荷時の初期値(参考)

TCP/IP設定 有 効 有 効
DHCP自動取得 設 定 設 定

設定方法については、プリンタ編の説明を参照してください。

3　プリンタの電源を切って、ネットワークケーブルを接続する
4　管理者のパソコンに、IPアドレス設定ユーティリティと

ネットワークポートモニタをインストールする
インストールの手順については、「ネットワークポートモニタをインス
トールする」（141ページ）を参照してください。
すでにインストール済みの場合は、手順5に進みます。

・以前のバージョンのネットワークポートモニタがインス

トールされている場合は、Windows起動後､何も印刷し

ない状態で､新しいバージョンのネットワークポートモ
ニタを上書きインストールしてください。その際、

Printianavi Network Portを印刷先に指定しているプリン
タがある場合は､印刷先を別のポートに変更してくださ

い。

・DHCPサーバが起動しているパソコンでは、IPアドレス
設定ユーティリティは使用できません。IPアドレス設定

ユーティリティは、DHCPサーバ以外のパソコンで使用
してください。また、管理者のパソコン（設定用のパソ

コン）とプリンタは、同一ゲートウェイ内に接続してく

ださい。

5 〔スタート〕〔プログラム〕〔Printianavi V3.1〕〔Printianaviネッ
トワークポートモニタ〕〔IPアドレス設定ユーティリティ〕の
順に選択し、IPアドレス設定ユーティリティを起動する
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6 〔次へ〕をクリックする

7　プリンタに割り当てるア
ドレスを入力する

IPアドレス...................... プリンタに割り当てる IPアドレスを半角数字
「XXX.XXX.XXX.XXX」の形式で指定します。省
略はできません。

サブネットマスク.......... プリンタに割り当てるサブネットマスクを半角
数字「XXX.XXX.XXX.XXX」の形式で指定しま
す。（省略可能）

ゲートウェイ ..................プリンタに割り当てるゲートウェイアドレスを
半角数字「XXX.XXX.XXX.XXX」の形式で指定
します。（省略可能）

MACアドレス................ プリンタに設定されているMACアドレスを半
角英数字で入力します。確実に設定するため
に、入力することをお勧めします。

プリンタのMACアドレスは、オペレータパネルからメニュー
印刷（LANの印刷）を実行すると確認できます。上の画面で
MACアドレスを入力するときは、印刷されたＭAＣアドレス
の「:」を省き、半角英数字12文字で入力してください。
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入力が終わったら、〔次へ〕をクリックします。

8　プリンタの電源を入れる
「プリンタ装置の電源を投入し
てください」と画面に表示され
たら、プリンタがネットワーク
ケーブルで接続されていること
を確認して、プリンタの電源を
入れてください。

〔ステータス〕欄に、現在のプリンタとの通信状況が表示されます。
受付け中：プリンタからの IPアドレス割り当て要求を待っています。
通信中　：プリンタに IPアドレスを割り当て中です。

9　ポートの作成を行うとき
は〔作成する〕を、行わ
ないときは〔完了〕をク
リックする

IPアドレスの割り当てを行った
プリンタに印刷するには、ポー
トの作成が必要です。

・〔完了〕をクリックすると、ポートの作成は行わずに終了し
ます。

・割り当てたIPアドレスのポートをすでに作成してある場合
は、〔完了〕をクリックしてください。

・ポートは、後で作成することもできます。
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〔作成する〕をクリックすると、ポートの作成画面が表示されます。

ポート名 ..................................... 半角の英数字８文字以内で指定してくだ
さい。

プリンタの IP アドレスまたはホスト名 ...... I P アドレスは半角数字とピリオドで
「XXX.XXX.XXX.XXX」の形式で指定しま
す。
ホスト名は、ネットワーク上で設定され
ているプリンタのホスト名を指定します。

入力が終わったら、〔OK〕をクリックしてください。

〔ポートの設定〕についてのさらに詳しい説明は、「ポートに
関する設定項目」（153ページ）を参照してください。

10〔OK〕をクリックし
て、IPアドレス設定ユー
ティリティを終了する

IPアドレス設定ユーティリティで設定したIPアドレスは、

プリンタの電源を切ると消えてしまいます。この設定を保

持するためには、引き続きこのパソコンからの印刷設定
（プリンタドライバのインストール）を行い、Printianavi

マネージャのTCP/IP 設定で、「IPアドレスを指定」を選
択してください。
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11　設定を行ったパソコンから印刷ができるように設定する
「インストールの手順と設定の概要」の「LAN接続の印刷設定」（24ペー
ジ）と同等の作業を行います。

「第２章　プリンタドライバのインストール」（29ページ）にしたがっ
て、プリンタドライバをインストールしてください。

・プリンタに割り当てたIPアドレスのポートが作成済の場合

（９でポートの作成を行った場合など）
印刷先のポートは作成したポートを指定してください。

・ポートをまだ作成していない場合
ここでは印刷先のポートは仮のポート（ローカルポート：LPT1など）
を指定しておきます。（テストページ等の印刷はまだ行わないでくださ
い。）
プリンタドライバのインストールが終わったら、「印刷先ポートの追加
と変更」（57ページ）で、印刷先ポートの追加と変更を行ってくださ
い。　（「LAN接続プリンタに印刷する場合」）
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12　Printianavi マネージャでアドレスを確定する
Printianavi マネージャでアドレスを確定するには、Printianavi マネー
ジャを管理者機能付きでインストールする必要があります。
Print ianavi マネージャをインストールしていない場合は、「第６章
Printianaviマネージャ」（177ページ）を参照し、管理者機能付きでイ
ンストールしてください。
Printianavi マネージャをインストール後の管理者機能の追加は、「管理
者機能の追加・削除」（183ページ）で行います。

1 〔スタート〕から〔プログラム〕〔Printianavi V3.1〕〔Printianaviマ

ネージャ〕〔Printianaviマネージャ〕の順に選択し、Printianaviマ
ネージャを起動します。

2 プリンタ一覧から、アドレスを割り当てたプリンタを選択し、

〔ネットワーク〕タブをクリックします。

3 表示項目の〔TCP/IP設定〕を選択して、〔更新〕をクリックします。

「IPアドレス」「サブネットマスク」「ゲートウェイ」に、IPアドレ
ス設定ユーティリティで設定した値が表示されます。「IPアドレス
を指定」を選択して、〔更新〕をクリックします。

4 〔はい〕をクリックします。

〔はい〕をクリックすると、3で表示された設定値を確定（プリン
タの電源を切っても消えないように）します。

・設定を変更するには、プリンタに設定したパスワードの入
力が必要です。工場出荷時の初期設定では、パスワードは
設定されていませんので、何も入力しないで〔OK〕をクリッ
クしてください。

・その他の設定も行う場合は、「第６章　Printianavi マネー
ジャ」（177ページ）を参照してください。
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ネットワークポートモニタをインストールするネットワークポートモニタをインストールするネットワークポートモニタをインストールするネットワークポートモニタをインストールするネットワークポートモニタをインストールする
ネットワークポートモニタは、Windows 98/95/NT4.0が動作するパソ
コンにインストールされた双方向プリンティングシステム「Printianavi」
と連携して動作します。

上書きインストールは、通常のインストールと同じ手順で行
いますが､次の点に注意してください。
・Printianavi Network Portを印刷先に指定しているプリンタ
がある場合は、印刷先を別のポートに変更してください。

・Windows起動後、何も印刷をしていない状態からネット
ワークポートモニタをインストールしてください。

同一ネットワーク上で本プリンタと旧Printianavi 対応プ
リンタを混在運用する場合は、付録の「Printianaviトラブ

ルシューティング」の「旧バージョン・レベルとの混在運

用について」をお読みください。

インストール

Windows 98/95/NT4.0が動作するパソコンに、ネットワークポートモ
ニタをインストールする操作について説明します。

インストールの前に、起動しているすべてのアプリケー

ションプログラムを終了させてください。

1 Windows 98/95/NT4.0を起動する
Windows NT4.0の場合は、管理者グループのメンバーとしてログオン
してください。

2 添付のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットする
インストーラが自動的に起動します。
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3 〔ネットワークポートモ
ニタ〕をクリックする

4 内容を確認し、〔次へ〕を
クリックする

5　表示されたディレクトリ
にネットワークポートモ
ニタをインストールして
よければ、〔次へ〕をク
リックする

他のディレクトリにインストー
ルするときは、〔参照〕をクリッ
クして指定します。
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6　ネットワークポートモニ
タのみインストールする
ときは「インストール」
を、IPアドレス設定ユー
ティリティもインストー
ルするときは「フルイン
ストール」を選択し、〔次
へ〕をクリックする

IPアドレス設定ユーティリティ
は、プリンタにIPアドレスを一
時的に設定する管理者用のユー
ティリティです。（「IPアドレス
設定ユーティリティによる設
定」（135ページ）を参照してく
ださい。）

7　表示されたプログラム
フォルダにネットワーク
ポートモニタをインス
トールしてよければ〔次
へ〕をクリックする

手順6でフルインストールを選
択したときは、IPアドレス設定
ユーティリティも指定したフォ
ルダにインストールされます。
プログラムフォルダを変更する
ときは、その名前を入力しま
す。

ファイルのコピーが開始されま
す。
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8 ポートに関する設定をす
る

ここでは、〔プリンタのIPアドレ
スまたはホスト名〕に、プリン
タのIPアドレス（半角数字とピ
リオドで「XXX.XXX.XXX.XXX」
の形式）またはホスト名（半角
英数字８文字以内）を入力しま
す。
設定項目の詳細については、
「ポートに関する設定項目」
（153ページ）を参照してくださ
い。
インストールが終わってから設
定することもできます。

9 〔OK〕をクリックする
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アンインストール

Windows 98/95/NT4.0が動作するパソコンから、ネットワークポート
モニタをアンインストールする操作について説明します。

・ネットワークポートモニタのポートを印刷先に設定して

いるプリンタがある場合は、ネットワークポートモニタ
のアンインストールは行えません。アンインストールの

前に、他の印刷先ポートに変更してください。
・アンインストールの前に、起動しているすべてのアプリ

ケーションプログラムを終了してください。

1　Windows 98/95/NT4.0を起動する
Windows NT4.0の場合は、管理者グループのメンバーとしてログオン
してください。

2　アンインストールプログラムを実行する
アンインストールプログラムを実行するには、次の２つの方法がありま
す。
・〔スタート〕から〔プログラム〕〔Printianavi V3.1〕〔Printianaviネッ

トワークポートモニタ〕〔Printianaviネットワークポートモニタアン
インストール〕の順に選択する

・ コントロールパネルの〔アプリケーションの追加と削除〕を起動し、
〔アプリケーションの追加と削除のプロパティ〕の「セットアップと
削除」（Windows NT4.0の場合は「インストールと削除」）の一覧か
ら〔Printianaviネットワークポートモニタ〕を選択し、〔追加と削除〕
をクリックします。

3 〔はい〕をクリックする
アンインストールが開始されま
す。
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4 　「アンインストールが
完了しました」という
メッセージを確認し、
〔ＯＫ〕をクリックする
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ネットワークポートモニタを設定するネットワークポートモニタを設定するネットワークポートモニタを設定するネットワークポートモニタを設定するネットワークポートモニタを設定する
ネットワークポートモニタを起動し､設定を行う操作について説明しま
す。
なお、本設定を行うには、Printia XLドライバをインストールしてある
ことが必要です。

ネットワークポートモニタを起動する

本ユーティリティを起動する操作を、Windows 98/95/NT4.0それぞれ
の場合について説明します。

Windows 98/95のとき

1 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する

2 該当するプリンタをク
リックし、〔ファイル〕メ
ニューから、〔プロパ
ティ〕を選択する

3 〔詳細〕タブをクリック
し、〔印刷先のポート〕で
〔Printianavi Network
Port〕を選択する
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ポートを�
追加する�

ポートを�
削除する�

ポートの�
設定を�
変更する�

4 目的の機能のボタンをク
リックする

ポートの追加
〔詳細〕ダイアログで〔ポートの追加〕をクリックすると、〔ポートの追
加〕ウィンドウが表示されます。

1.〔その他〕をクリック�

3.〔OK〕ボタンを
クリック�

2.〔Printianavi Network 
Port〕を選択�

〔その他〕をクリックし、〔追加
するポートの種類〕の一覧から
〔Printianavi Network Port〕を
選択して〔OK〕をクリックしま
す。

続いて、ポートに関する設定を行います。設定項目の詳細については、
「ポートに関する設定項目」（153ページ）を参照してください。
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ポートの削除
〔詳細〕ダイアログで〔ポートの削除〕をクリックすると、〔ポートの削
除〕ウィンドウが表示されます。

〔Printianavi Network Port〕を
選択し、〔OK〕をクリックしま
す。

〔ポートの削除〕は、そのポートを印刷先のポートに設定して
いるプリンタがないことを確認してから実行してください。
削除したいポートを印刷先に設定しているプリンタがある場
合は、ポートは削除できませんので、印刷先を他のポートに
変更してから実行してください。
なお、ポート削除後に同じ名前のポートを追加する場合は、
パソコンを再起動してから行ってください。

ポートの設定
〔印刷先のポート〕の一覧から、設定を変更するポートを選択し、〔ポー
トの設定〕をクリックします。

〔ポートの設定〕をクリックしたときに設定できる項目については、
「ポートに関する設定項目」（153ページ）を参照してください。
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Windows NT4.0のとき
管理者グループのメンバーとしてログオンし、以下の操作をします。

1 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択する

2 該当するプリンタをク
リックし、〔ファイル〕メ
ニューから、〔プロパ
ティ〕を選択する

3 〔ポート〕タブをクリッ
クし、〔印刷するポート〕
の一覧から〔Printianavi
Network Port〕を選択す
る
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ポートを�
追加する�

ポートを�
削除する�

ポートの設定を�
変更する�

4 目的の機能のボタンをク
リックする

ポートの追加
〔ポート〕ダイアログで〔ポートの追加〕をクリックすると、〔プリンタ
ポート〕ウィンドウが表示されます。

1.〔Printianavi 
Network Port〕
を選択�

2.〔新しいポート〕を
クリック�

〔利用可能なプリンタポート〕の
一覧から〔Printianavi Network
Port〕を選択し、〔新しいポー
ト〕をクリックします。

続いて、ポートに関する設定を行います。設定項目の詳細については、
「ポートに関する設定項目」（153ページ）を参照してください。
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ポートの削除
〔ポート〕ダイアログの〔印刷するポート〕の一覧から〔Printianavi
Network Port〕を選択して〔ポートの削除〕をクリックします。

削除してよければ、〔はい〕をクリックします。

〔ポートの削除〕は、そのポートを印刷先のポートに設定して
いるプリンタがないことを確認してから実行してください。
削除したいポートを印刷先に設定しているプリンタがある場
合は、ポートは削除できませんので、印刷先を他のポートに
変更してから実行してください。

ポートの構成
〔印刷するポート〕の一覧から、設定を変更するポートを選択し、〔ポー
トの構成〕をクリックします。

〔ポートの構成〕をクリックしたときに設定できる項目については、
「ポートに関する設定項目」（153ページ）を参照してください。
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ポートに関する設定項目

ポートに関する設定項目について説明します。

ポートの設定

ポート名.....................ポート名を任意に指定します。（ポート追加時
のみ指定可能）
半角の英数字で、8文字以内で指定します。

プリンタのIP アドレス ......プリンタのIPアドレス、またはネットワーク上
またはホスト名 のホスト名を指定します。

IPアドレスは、半角数字とピリオドで「XXX.
XXX.XXX.XXX」の形式で指定します。
ホスト名は、ネットワーク上で設定されている
プリンタのホスト名を指定します。

オプション .................ポート番号や監視時間を設定するオプション画
面を表示します。（「オプションの設定｣（次ペー
ジ）参照）

バージョン情報..........本ユーティリティのバージョン情報を表示しま
す。
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オプションの設定

ポート番号 .................プリンタとの通信で使用するポート番号を指定
します。
通常は、標準値の9313のままにします。

プリンタタイムアウト ...プリンタとの無通信監視時間を、60～7200の
監視時間 範囲で設定します。

ここで指定した時間、プリンタから何も応答が
ないときは、ネットワークが切断されていると
みなし、エラーを通知します。
標準値は300秒です。

標準値........................ この画面での設定値が標準値に戻ります。



第5章
Printianaviネットワーク連携

ユーティリティ

Printianaviネットワーク連携ユーティリティは、
サーバ経由で印刷するクライアントが
Printianaviの機能を使えるようにします。
この章では、Printianavi ネットワーク連携ユー
ティリティの使い方について説明します。

※ 本章の中では、Printianavi ネットワーク連携ユーティリティを「ネッ
トワーク連携ユーティリティ」または「本ユーティリティ」と呼びま
す。

PrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianavi をネットワークで使用するをネットワークで使用するをネットワークで使用するをネットワークで使用するをネットワークで使用する ............................................................ 156156156156156
ネットワーク連携ユーティリティの機能 ......... 156
接続形態 ................................................................... 157
必要なソフトウェアと設定 .................................. 158

インストールと設定インストールと設定インストールと設定インストールと設定インストールと設定 ................................................................................................................................................................................................................................. 159159159159159
インストール ........................................................... 159
アンインストール................................................... 164
環境設定 ................................................................... 166
到着通知パネルの操作方法 .................................. 174
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PrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviをネットワークで使用するをネットワークで使用するをネットワークで使用するをネットワークで使用するをネットワークで使用する
Printianaviをネットワークで使用するために必要な設定について説明し
ます。
Printianaviをネットワークで使用するときは、添付のCD-ROMの中の
ネットワーク連携ユーティリティをインストールする必要があります。

同一ネットワーク上で本プリンタと旧Printianavi対応プ

リンタを混在運用する場合は、付録の「Printianaviトラブ
ルシューティング」の「旧バージョン・レベルの混在運用

について」をお読みください。

ネットワーク連携ユーティリティの機能

ネットワーク連携ユーティリティは、Printianavi（プリンティアナビ）
の機能を、LAN 接続したWindows 98/95/NT4.0 のクライアント／
サーバシステムに拡張するための機能拡張ソフトウェアです。

Printianaviには、次の機能があります。
・印刷中のエラーメッセージ通知
・エラーリカバリ（自動再開、再開ページ指定、および印刷打ち切り操
作）

・印刷終了の通知
・印刷中のプリンタの状態表示

ネットワーク連携ユーティリティにより、これらのメッセージ通知や、
プリンタへの操作を、印刷を依頼したクライアントから行うことができ
るようになります。

ネットワーク連携ユーティリティにより、メッセージ通知

やプリンタへの操作を依頼中は、クライアント/サーバシ
ステムのネットワーク連携ユーティリティを終了させない

でください。
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接続形態

ネットワーク連携ユーティリティを利用するネットワークでは、次の条
件を満たすことが必要です。

プリンタの接続

プリンタは、次のように接続します。

・プリントサーバとなるパソコンのプリンタポートに、プリンタケーブ
ルで直接接続する

・LANに接続する

LAN接続機構を標準装備していないプリンタをお使いの場合
は、Printianavi対応のプリンタLANカード（オプション）が
必要です。

プリントサーバとなるパソコン

Windows 98/95/NT4.0が動作するパソコンを、プリントサーバとして
使用できます。本ユーティリティにおけるプリントサーバを、とくに
メッセージサーバといいます。

クライアントとなるパソコン

Windows 98/95/NT4.0が動作するパソコンを、クライアントとして使
用できます。
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必要なソフトウェアと設定

ネットワーク連携ユーティリティを利用するときは、次のソフトウェア
および設定が必要です。

必要なソフトウェア

本ユーティリティとともに、Printia XLドライバ（Printianavi）が必要
です。

Printia XLドライバは、プリンタに添付されているCD-ROMの中にあ
ります。Printia XLドライバのインストールについては、「第2章」（29
ページ）を参照してください。

ネットワーク連携ユーティリティは、その機能を利用するす
べてのサーバおよびクライアントにインストールします。

必要な設定

設定は、システム管理者が行います。

・ネットワークプロトコル（TCP/IP）の設定
ネットワークのプロトコルは、TCP/IPを使用してください。

・プリンタ共有の設定
サーバでは、プリンタを共有する設定が必要です。
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インストールと設定インストールと設定インストールと設定インストールと設定インストールと設定
ネットワーク上でPrintianavi を使用するためには、ネットワーク連携
ユーティリティをサーバおよびクライアントにインストールする必要が
あります。

以前のバージョンのネットワーク連携ユーティリティやプ
リンタユーティリティ V1.1がすでにインストールされて

いる場合は、アンインストールを行ってから新しいネット
ワーク連携ユーティリティをインストールしてください。

インストール

Windows 98/95/NT4.0が動作するパソコンに、ネットワーク連携ユー
ティリティをインストールする操作について説明します。

※画面の例はWindows NT4.0の場合です。

インストールの前に、起動しているすべてのアプリケー

ションプログラムを終了させてください。

1 Windows 98/95/NT4.0を起動する
Windows NT4.0の場合は、管理者グループのメンバーとしてログオン
してください。

2 添付のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットする

3 〔ネットワーク連携ユー
ティリティ〕をクリック
する
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4 内容を確認し、〔次へ〕を
クリックする

ネットワーク連携ユーティリティ
をインストールするディレクトリ�

他の製品として登録済みかどうか
をチェックする必要がある製品を
インストールするディレクトリ�

5 表示されたディレクトリ
にインストールしてよけ
れば、〔次へ〕をクリック
する

他のディレクトリにインストー
ルするときは、〔変更〕をクリッ
クして指定します。

・インストール先のドライブに空き領域があることを確認し
て指定してください。

・ドライブ名は、すでに存在するローカルドライブを指定します。
・ディレクトリ名は8文字以内の英数字で、重複しない名前
を指定します。

・ドライブ名とディレクトリ名は、小文字で入力しても大文
字に変換されます。

・多階層（例えば、c:¥aaa¥bbb¥ccc）のディレクトリは、指
定できません。

・再インストールのときは、インストール先は変更できません。
・共通管理コンポーネントがインストール済みの場合は、共
通管理インストール先は変更できません。
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6 表示された設定でインス
トールしてよければ、
〔次へ〕をクリックする

ファイルのコピーが開始されま
す。

7 「メッセージ操作動作環
境設定」と、「メッセージ
到着通知パネルのスター
トアップへの登録」の設
定を確認し、〔次へ〕をク
リックする

・メッセージ操作動作環境設定
サーバで発生したメッセージを通知するときのメッセージサーバとな
るホストを定義します。通常、ホストは自動認識されるので、この設
定は不要です。設定を行う場合は〔設定〕をクリックして、メッセー
ジサーバのホストを設定してください。

〔設定〕をクリックすると、〔メッセージ操作動作環境〕プロ
パティシートが表示されます。メッセージ操作動作環境の設
定方法については、「クライアント側の設定」（168ページ）を
参照してください。
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・メッセージ到着通知パネルのスタートアップへの登録
メッセージ到着通知パネルとは、プリンタから送られてきたメッセー
ジを画面上に表示させるためのアプリケーションです。このメッセー
ジ到着通知パネルのショートカットをスタートアップへ登録すると、
Windows のログイン時に自動的に起動されるので便利です。

・追加する到着通知パネルの種類
スタートアップに登録する到着通知パネルの種類として、次のいずれ
かを選択します。
〔到着通知パネルコンパクト〕 〔到着通知パネルワイド〕

・最小化起動（タスクバーに表示する）
到着通知パネルを最小化して起動する場合にチェックします。

〔メッセージ操作動作環境〕プロパティシートの〔表示モー
ド〕ダイアログの〔最小化時にタスクバーにインジケータを
表示する〕と組み合わせて指定することにより、到着通知パ
ネルの起動時、タスクバーにインジケータが表示されるよう
になります。

8 ネットワーク連携ユー
ティリティのパスの設定
を確認し、〔はい〕をク
リックする

〔いいえ〕をクリックしたときは、インストール完了後に、ネットワー
ク連携ユーティリティのパスを手動で追加してください。
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9 共通管理コンポーネント
のパスの設定を確認し、
〔はい〕をクリックする

〔いいえ〕をクリックしたときは、インストール完了後に、共通管理コ
ンポーネントのパスを手動で設定してください。
上の画面は、再インストールのときは、表示されません。（本ユーティ
リティの動作に必要なパスの情報が設定されていないときに表示されま
す。）

10 パソコンを再起動するか
どうかを選択し、〔終了〕
をクリックする

他の製品を続けてインストール
するときは、〔いいえ、後でコン
ピュータを再起動します〕をク
リックします。
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アンインストール

Windows 98/95/NT4.0 が動作するパソコンから、ネットワーク連携
ユーティリティをアンインストールする操作について説明します。
※画面の例はWindows NT4.0の場合です。

アンインストールの前に、「到着通知パネル」および起動

しているすべてのアプリケーションプログラムを終了させ
てください。

1 Windows 98/95/NT4.0を起動する
Windows NT4.0の場合は、管理者グループのメンバーとしてログオン
してください。

2 〔スタート〕〔設定〕〔コン
トロールパネル〕の順で
選択してコントロールパ
ネルを開き、〔アプリ
ケーションの追加と削
除〕を選択する

3 〔Printianavi ネットワー
ク連携ユーティリティ〕
を選択し、〔追加と削除〕
をクリックする�
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4 〔はい〕をクリックする

アンインストールが開始されま
す。

5 パソコンを再起動するか
どうかを選択し、〔終了〕
をクリックする

他の製品を続けてアンインス
トールするときは、〔いいえ、後
でコンピュータを再起動しま
す〕をクリックします。
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環境設定

ネットワーク連携ユーティリティのメッセージ操作機能を利用するとき
に必要な環境設定について説明します。

サーバ側の設定

サーバ側で必要な設定のための操作と、設定内容について説明します。
通常は、サーバ側の設定は不要です。

1 〔Printianaviネットワーク連携ユーティリティ〕グループか
ら〔環境設定〕を起動する

〔スタート〕から、〔プログラム〕〔Printianavi V3.1〕〔Printianavi ネッ
トワーク連携ユーティリティ〕〔環境設定〕の順に選択します。

2 〔メッセージ管理環境〕
を選択し、〔設定〕をク
リックする

〔メッセージ管理環境〕ダイアロ
グボックスが表示されます。
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このダイアログボックスの内容
を設定するときは、次の点に注
意してください。

ポート番号の設定 ..メッセージ管理のサーバと到着通知パネルで使用
するTCP/IP のポート番号を設定します。クライ
アント（到着通知パネル）と同じポート番号を設
定します。
初期値は「9299」と「9599」です。通常は変更
する必要はありません。

その他の設定 .........メッセージ管理環境のその他の設定については、
〔メッセージ管理環境〕のヘルプを参照してくださ
い。
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クライアント側の設定

クライアント側で必要な設定のための操作と、設定内容について説明し
ます。

1 〔Printianaviネットワーク連携ユーティリティ〕グループか
ら〔メッセージ操作動作環境〕を起動する

〔スタート〕から〔プログラム〕〔Printianavi V3.1〕〔Printianaviネット
ワーク連携ユーティリティ〕〔メッセージ操作動作環境〕の順に選択し
ます。

〔メッセージ操作動作環境〕プロパティシートが表示されます。
このプロパティシートには、４つのダイアログがあります。各ダイアロ
グの内容を設定するときは、次の点に注意してください。

〔メッセージサーバ〕ダイアログ

連携を行うメッセージサーバを
登録します。〔メッセージ通知
ホストをメッセージサーバとす
る〕をチェックすると、メッ
セージサーバとして定義してい
ないプリントサーバで発生した
メッセージも到着通知パネルに
通知されます。通常はこの設定
になっているため、メッセージ
サーバを定義しなくてもクライ
アントにメッセージが表示され
るため、設定は不要です。メッ
セージサーバを特定したい場合
は、〔メッセージ通知ホストを
メッセージサーバとする〕の
チェックをはずし、〔追加〕をク
リックしてサーバ名を入力して
ください。サーバ名を入力しな
い場合は、サーバ上にメッセー
ジが表示されます。
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〔自動起動〕ダイアログ
このダイアログの設定は通常は
有効になりません。メッセージ
操作を自動的に起動する場合は
「到着通知パネルの操作方法」
（174ページ）を参照してくださ
い。

〔表示モード〕ダイアログ
メッセージ操作を起動するとき
の到着通知パネルの表示モード
を指定します。

・到着通知パネルを表示する
メッセージ操作を起動する場合で、到着通知パネルを表示するときに
選択します。

・最小化時にタスクバーにインジケータを表示する
到着通知パネルの最小化を指定した場合で、タスクバーに到着通知イ
ンジケータを表示するときチェックします。

・到着通知パネルを表示しない
メッセージ操作を起動する場合で、到着通知パネルを表示しないとき
に選択します。



170

ソフトウェア編
第５章    Printianaviネットワーク連携ユーティリティ

〔ポート番号〕ダイアログ
メッセージ操作（到着通知パネ
ル）とメッセージ管理のサーバ
側で使用するTCP/IP のポート
番号を設定します。サーバ側と
同じポート番号を設定します。
初期値は「9299」と「9599」で
す。通常は変更する必要はあり
ません。

クライアント専用機の設定（Windows 98/95）

Windows 98/95が動作するパソコンを、クライアントの専用端末にす
る場合に必要な操作について説明します。以降で説明する操作を行う
と、サーバ機能は停止し、サーバ機能が使用するメモリ資源を解放しま
す。

※Windows NT4.0の設定は、「クライアント専用機の設定（Windows
NT4.0）」（172ページ）を参照してください。

1 パソコンを再起動する
ネットワーク連携ユーティリティをインストール後、パソコンを再起動
します。

2 〔スタートアップマネージャ〕を起動する
〔スタート〕から、〔プログラム〕〔Printianavi V3.1〕〔Printianavi ネッ
トワーク連携ユーティリティ〕〔スタートアップマネージャ〕の順に選
択します。

3 機能名から〔WORKIT
MSG（F3BW）〕を選択
し、〔オプション〕をク
リックする
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4 〔オプションの種類〕を
〔手動〕に変更し、〔OK〕
をクリックする

5 〔終了〕をクリックする
〔スタートアップマネージャ〕ダ
イアログボックスで〔終了〕を
クリックします。

6 〔はい〕をクリックする

上記の操作をせずにクライアント専用機として運用した場合
も、本ユーティリティの動作には、問題ありません。
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クライアント専用機の設定（Windows NT4.0）

Windows NT4.0が動作するパソコンを、クライアントの専用端末にす
る場合に必要な操作について説明します。以降で説明する操作を行う
と、サーバ操作は停止し、サーバ機能が使用するメモリ資源を解放しま
す。

※W i n d o w s  9 8 / 9 5 の設定は、「クライアント専用機の設定
（Windows 98/95（170ページ）を参照してください。

1 パソコンを再起動する
ネットワーク連携ユーティリティをインストール後、パソコンを再起動
します。

2 〔スタート〕〔設定〕〔コン
トロールパネル〕の順で
選択してコントロールパ
ネルを開き、〔サービス〕
を選択する

3 〔WORKIT MSG（F3BW）〕
を選択し、〔スタート
アップ〕をクリックする

4 〔スタートアップの種類〕
を〔手動〕に変更し、
〔OK〕をクリックする
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5 〔閉じる〕をクリックす
る

6 コンピュータを再起動す
る

上記の操作をせずにクライアント専用機として運用した場合
も、本ユーティリティの動作には、問題ありません。
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到着通知パネルの操作方法

ネットワーク連携ユーティリティの到着通知パネルの操作方法について
説明します。

到着通知パネルの起動

プリンタから送られてきたメッセージを画面上に表示させるには、到着
通知パネルを起動する必要があります。

到着通知パネルの起動は、次の手順で設定します。

1 〔スタート〕から、〔プログラム〕〔Pr in t i anav i  V3 .1〕
〔Printianaviネットワーク連携ユーティリティ〕の順で開く

〔到着通知パネルコンパクト〕 2 〔到着通知パネルコンパ
クト〕または〔到着通知
パネルワイド〕を選択す
る

〔到着通知パネルワイド〕
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到着通知パネルの操作

通常、到着通知パネル上のアイコンは灰色で表示されています。このア
イコンは、プリンタからメッセージが届くと点滅します。点滅するアイ
コンをクリックすると、ダイアログボックスが表示され、詳細な情報を
見ることができます。

各アイコンの意味は次のとおりです。

　通知メッセージアイコン

印刷が終了したときに表示され
ます。クリックすると通知され
たメッセージを見ることができ
ます。（Printianaviの設定で「印
刷終了時にメッセージを通知す
る」が選択されているときのみ
（「第３章 プリンタドライバの設
定」の「Printianaviの設定」（107
ページ）参照））

　返答メッセージアイコン

エラーが発生したときに表示さ
れます。クリックするとエラー
メッセージを見ることができま
す。
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・Windows の〔スタートアップ〕グループに到着通知パネル
のショートカットを登録すると、Windows とともに到着通
知パネルを起動できます。

・到着通知パネルを最小化して起動する場合は、到着通知パ
ネルのショートカットアイコンのプロパティを開き、
〔ショートカット〕プロパティシートの〔実行時の大きさ〕
を「最小化」に設定します。

・〔スタートアップ〕グループや、〔Printianaviネットワーク
連携ユーティリティ〕グループは、次のフォルダを参照し
てください。（Windows 98/95を¥WINDOWSフォルダ、
Windows NT4.0を¥WINNTフォルダにインストールした
場合）

〔スタートアップ〕グループ

Windows98/95:
¥WINDOWS¥スタート メニュー¥プログラム¥スタートアップ

Windows NT4.0:
¥WINNT¥PROFILES¥ALL USERS¥スタート メニュー
¥プログラム¥スタートアップ

〔Printianavi ネットワーク連携ユーティリティ〕グループ
Windows 98/95:

¥WINDOWS¥スタート メニュー¥プログラム¥Printianavi V3.1
¥Printianaviネットワーク連携ユーティリティ

Windows NT4.0:
¥WINDOWS¥PROFILES¥ALL USERS¥スタート メニュー
¥プログラム¥Printianavi V3.1¥Printianaviネットワーク連携
ユーティリティ



第6章
Printianavi マネージャ

Printianaviマネージャは、ローカル、LAN接続、
およびサーバ共有のPrintianavi 対応XLプリン
タの情報参照や環境設定などを、パソコンから
行えるようにします。この章では、Printianavi
マネージャの使い方について説明します。
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PrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviマネージャをインストールするマネージャをインストールするマネージャをインストールするマネージャをインストールするマネージャをインストールする

動作環境と制限事項

動作環境
Printianaviマネージャは、次の環境で使用できます。
・OSがWindows 98/95/NT4.0

LAN接続されているプリンタまたはサーバの共有プリンタを管理する場
合は、TCP/IP環境が必要です。

制限事項
・本ソフトウェアは、XLプリンタ専用です。他のプリンタの情報参照や
環境設定は行えません。

・情報参照や環境設定を行うプリンタは、すべて本ソフトウェアを起動
するパソコンから印刷可能な設定になっている必要があります。
Printianavi対応のPrintia XLプリンタドライバを必ずインストールし
てください。
ただし、次のようなプリンタは、情報を取得できないため、エラー表
示となります。
・NetWare 環境で使用している（TCP/IP環境との共有も含む）プリ
ンタ

・Printianaviネットワーク連携ユーティリティが正常に起動していな
いサーバの共有プリンタ

また、双方向機能が使用できない接続形態（NetWare接続など）のプ
リンタがエラー表示される場合、以下の方法でPrintianaviマネージャ
のプリンタ一覧表示から削除できます。
Windows 98/95

プリンタプロパティの〔詳細〕の「スプールの設定」で、「このプ
リンタの双方向通信機能をサポートしない」を選択してください。

Windows NT4.0
プリンタプロパティの〔ポート〕で、「双方向サポートを有効にす
る」のチェックを外してください。
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必要なソフトウェアと設定

必要なソフトウェア

・Printia XLドライバ
本ソフトウェアとともに、Printia XL ドライバ（Printianavi）が必要
です。

・Printianaviネットワーク連携ユーティリティ
プリンタをクライアント／サーバ接続した環境のときに必要です。

・Printianaviネットワークポートモニタ
オンボードLAN搭載プリンタでLAN接続されているプリンタを使用す
る場合に必要です。

各ソフトウェアは、プリンタに添付されているCD-ROMの中にありま
す。

Printia XL ドライバのインストールについては、「第２章」（29ページ）、
Printianavi ネットワーク連携ユーティリティのインストールについて
は、「第５章」（155ページ）、Printianaviネットワークポートモニタの
インストールについては、「第４章」（131ページ）を参照してください。

必要な設定

・ネットワークプロトコル（TCP/IP）の設定
サーバの共有プリンタやＬAN接続されているプリンタの管理を行う場
合は、TCP/IP環境の設定が必要です。設定は、システム管理者が行
います。

ネットワークのプロトコルは、TCP/IPを使用してください。
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インストールの操作インストールの操作インストールの操作インストールの操作インストールの操作
ここでは、Printianaviマネージャのインストール方法やアンインストー
ルの方法などを説明します。
それぞれの場合について、以下のページを参照してください。

・Printianavi マネージャがインストールされていない状態から
インストールするとき
「インストール」（このページ）

・Printianavi マネージャをインストールした後に管理者機能を
追加または削除するとき
「管理者機能の追加・削除」（183ページ）

・インストールされているPrintianavi マネージャを削除するとき
「アンインストール」（185ページ）

・Printianavi マネージャを再インストールするとき
「再インストール」（187ページ）

インストール

Windows 98/95/NT4.0が動作するパソコンに、Printianaviマネージャ
をインストールする操作について説明します。

インストールの前に、起動しているすべてのアプリケー
ションプログラムを終了させてください。

1　Windows 98/95/NT4.0 を起動する
2　添付のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットする



ソフトウェア編
第6章    Printianaviマネージャ

181

3　〔Printianavi マネージャ〕
をクリックする

4　内容を確認し、〔次へ〕を
クリックする

5　表示されたディレクトリ
にインストールしてよけ
れば、〔次へ〕をクリック
する

他のディレクトリにインストー
ルするときは、〔参照〕をクリッ
クして指定します。

インストール先のドライブに空き領域があることを確認して
指定してください。
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6　管理者機能をインストー
ルするかしないかを選択
して、〔次へ〕をクリック
する

管理者機能は、インストール後でも追加／削除できます。
（「管理者機能の追加・削除」（183ページ））

7　必要に応じてプログラム
フォルダを変更し、〔次
へ〕をクリックする

ファイルのコピーが開始されま
す。

8　〔完了〕をクリックする
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管理者機能の追加・削除

Printianaviマネージャインストール後に、管理者機能を追加／削除する
操作について説明します。

インストールの前に、Printianaviマネージャおよび起動し

ているすべてのアプリケーションプログラムを終了させて

ください。

1　Windows 98/95/NT4.0を起動する
2　追加と削除プログラムを起動する

本ソフトウェアがインストールされている状態で、
〔スタート〕から〔プログラム〕〔Printianavi V3.1〕〔Printianaviマネー
ジャ〕〔追加と削除〕の順に選択します。

3　Printianavi マネージャを
起動していない場合は、
〔はい〕をクリックする

Printianaviマネージャを起動し
ている場合は、〔いいえ〕をク
リックして処理を中止し、
Printianaviマネージャを終了し
ます。

4　処理を選択して、〔次へ〕
をクリックする
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5　〔完了〕をクリックする
指定した処理が実施され、処理
が終了したことを示すメッセー
ジが表示されるので、〔完了〕を
クリックします。
図は管理者機能を追加インス
トールした場合の例）
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アンインストール

Windows 98/95/NT4.0が動作するパソコンから、Printianavi マネー
ジャをアンインストールする操作について説明します。

インストールの前に、Printianaviマネージャおよび起動し

ているすべてのアプリケーションプログラムを終了させて

ください。

1　Windows 98/95/NT4.0を起動する
2　アンインストールプログラムを実行する

アンインストールプログラムを実行するには、次の２つの方法がありま
す。

1 〔スタート〕から〔プログラム〕〔Printianavi V3.1〕〔Printianavi

マネージャ〕〔すべて削除〕の順に選択します。

2 コントロールパネルの〔アプリケーションの追加と削除〕を起動

し、「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」の「セット
アップと削除」の一覧から〔Printianavi マネージャ〕を選択し、
〔追加と削除（R）...〕をクリックします。

3　〔はい〕をクリックする
アンインストールが開始されま
す。
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4 「アンインストールが完
了しました」というメッ
セージを確認し、〔OK〕
をクリックする
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再インストール

Printianaviマネージャを再インストールする操作について説明します。

インストールの前に、Printianaviマネージャおよび起動し
ているすべてのアプリケーションプログラムを終了させて

ください。

1　Windows 98/95/NT4.0を起動する
2　添付のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットする

3　〔Printianaviマネージャ〕をク
リックする

すでにPrintianaviマネージャがインストールされている場合は、次の画
面が表示されます。

4　「はい」をクリックする
Printianaviマネージャがアンインストールされます。
アンインストールが終了すると、続けてインストールを開始します。
インストール操作については、「インストール」の手順4（181ページ）
以降と同様です。
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PrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviマネージャの使い方マネージャの使い方マネージャの使い方マネージャの使い方マネージャの使い方
Printianaviマネージャを起動し、情報表示や各設定を行う操作について
説明します。

Printianaviマネージャを起動する

Printianavi マネージャを起動するには、次の２つの方法があります。

・ デスクトップに作成された〔Printianaviマネージャ〕のショートカッ
トをダブルクリックする

・〔スタート〕から〔プログラム〕〔Printianavi V3.1〕〔Printianaviマネー
ジャ〕〔Printianaviマネージャ〕の順に選択する

画面の説明

Printianavi マネージャを起動すると、次のような画面が表示されます。

〔最新の情報に更新〕�

〔環境設定〕�〔ヘルプ〕�〔バージョン情報〕�

プリンタ一覧�

プリンタ個別情報�

〔閉じる〕ボタン：�
Printianaviマネージャを終了します。�
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プリンタ一覧
Windows 上に定義されたプリンタの一覧および状態を表示します。
（「プリンタ一覧」（192ページ）を参照してください。）

また、通常使うプリンタの指定やプリントスプーラの一時停止／印刷再
開も行うことができます。（「プリントスプーラを操作する」（194ペー
ジ）を参照してください）

プリンタ個別情報
プリンタ一覧で選択したプリンタの詳細情報を表示します。

〔状態〕........................ プリンタの状態や情報を表示します。
（「プリンタ個別情報（〔状態〕タブ）」（193ペー
ジ）を参照してください。）

〔ネットワーク〕........ プリンタのネットワーク環境の表示、設定を行い
ます。（「プリンタ個別情報（〔ネットワーク〕タ
ブ）」（195ページ）を参照してください。）

〔ネットワーク〕タブは、管理者機能をインストールしたとき
のみ表示されます。
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ツールバー

ツールバー上の各ボタンの機能について説明します。

最新の情報に更新...... クリックすると、プリンタ一覧およびプリ
ンタ個別情報の〔状態〕タブの情報を最新に
更新します。

環境設定 ...................... クリックすると、次の環境設定画面を表示
します。

更新間隔 ......... プリンタ一覧および〔状態〕
タブ内の情報更新間隔（5秒
～ 999 秒）を設定します。
初期値は、20秒です。

更新しない ..... プリンタ一覧および〔状態〕
タブ内の情報更新を行わない
ときにチェックします。

環境設定は、〔スタート〕から〔プログラム〕〔Printianavi V3.1〕
〔Printianaviマネージャ〕〔環境設定〕の順に選択してもでき
ます。

ヘルプ .......................... クリックするとマウスカーソルの形状がヘ
ルプ形式のものとなります。この状態で説
明を表示したいフィールドをクリックする
と、ヘルプを表示します。
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バージョン情報 .......... バージョン情報を表示します。
バージョン情報表示画面の中をクリックす
ると、表示を終了します。
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プリンタの状態や情報を表示する

プリンタ一覧

Windows 上に定義されたプリンタのうち、XLプリンタの一覧を表示し
ます。

プリンタ一覧には、XLプリンタのうち、以下の条件を満たす
もののみ表示されます。
・プリンタプロパティで、双方向通信をするように設定され
ている。（Windows 98/95のときは〔詳細〕ダイアログの
「スプールの設定」、Windows NT4.0のときは〔ポート〕ダ
イアログ）

・印刷可能なポートのうち、設定されている印刷先ポートが
FILEやLPRポート（Windows NTの場合）でないこと

また、Windowsでは同一ポートに複数のプリンタを定義する
ことができますが、Printianaviマネージャで表示されるプリ
ンタは混乱を避けるため、次のようにすることをおすすめし
ます。
・実際に接続されていないプリンタを削除する
・実際に接続されていないプリンタの印刷先ポートをFILE:に
変更し、Printianaviマネージャの管理対象から外す
例：LPT1にXL-5310とXL-5710を定義しているが、実

際に接続されているプリンタがXL-5710 のとき、
XL-5310を削除する

プリンタ名 .........プリンタの状態を示すアイコンの横にプリンタ名が表
示されます。
ここには、プリンタにつけた名前（プリンタのプロパ
ティの〔全般〕または〔情報〕ダイアログに表示され
る名前）が表示されます。
また、この一覧で選択したプリンタは、プリンタ個別
情報でさらに詳しい情報の参照や設定を行うことがで
きます。
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状態 .....................プリンタの状態を表示します。
詳細については、付録の「メッセージ一覧」（259ペー
ジ）を参照してください。

ドキュメント.....Printianaviマネージャを起動したコンピュータから印
刷を行い、印刷中または印刷待ち状態となっているド
キュメントの数を表示します。（ネットワークプリンタ
の場合は、プリンタサーバ上のスプーラ中に存在する
ドキュメントの数を表示します。）

コメント .............プリンタのプロパティで入力されたプリンタのコメン
トを表示します。

プリンタ個別情報（〔状態〕タブ）

参照したいプリンタをプリンタ一覧から選択すると、詳細情報が〔状
態〕タブに表示されます。
〔状態〕タブに表示される情報は、次のとおりです。

プリンタモデル名�

オプション情報�

プリンタ情報�
ビットマップ�

プリンタ状態�

エラー詳細�

給紙情報／�
印刷枚数�

プリンタモデル名............. プリンタのモデル名、ファームウェアバー
ジョン、メモリ容量を表示します。

プリンタ情報ビットマップ.... プリンタの状態をビットマップで表示します。
オプション情報................. プリンタに装着されているオプションの情報

を表示します。
プリンタ状態..................... プリンタ本体のオペレータパネルの情報を表

示します。
プリンタとの双方向通信をできない場合は、
その旨のエラーメッセージを表示します。

エラー詳細 ......................... エラーの詳細やリカバリ方法を表示します。
給紙情報／印刷枚数......... 給紙カセット情報、総印刷枚数、および電源

投入後の印刷枚数を表示します。

表示されるメッセージやアイコンの詳細については、付録の「メッセー
ジ一覧」（259ページ）を参照してください。
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プリントスプーラを操作する

プリンタ一覧から操作するプリンタを選択し、マウスの右ボタンをク
リックすると、次のようなメニューが表示されます。

各メニューの機能は、次のとおりです。

一時停止 ............................... スプーラの一時停止、印刷再開を行います。
一時停止状態のときは、メニューの前に
チェックマーク（ ）が表示されます。

プリンタ操作を行う権限のないユーザでログオンした場合や、
サーバ共有のプリンタに対しては一時停止の操作は行えませ
ん。

通常使うプリンタに設定 .....通常使うプリンタに設定します。
通常使うプリンタに設定されているときは、
メニューの前にチェックマーク（ ）が表示
されます。

〔スタート〕から〔設定〕〔プリンタ〕の順に選択し、プリン
タを選択して〔ファイル〕メニューから「通常使うプリンタ
に設定」を選んでも同じ設定になります。

プロパティ....... プリンタのプロパティを表示します。
ただし、表示/設定できるダイアログは、次のように限
定されます。(Windows 98/95/NT4.0)
用紙、レイアウト、グラフィックス、印刷オプションな
ど、ここで設定した内容は、Windows 98/95のときは
「プリンタのプロパティ」（78ページ）、Windows NT4.0
のときは「ドキュメントの既定値プロパティ」（82ペー
ジ）に反映されます。

Windows NT4.0のとき、一般ユーザは「ドキュメントの既
定値」およびここで表示されるプロパティの内容は変更でき
ません。
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管理者機能の使い方管理者機能の使い方管理者機能の使い方管理者機能の使い方管理者機能の使い方
ここでは、管理者機能をインストールしたときに行える情報表示や各設
定の操作について説明します。

ネットワークの設定を行う
Printianaviマネージャに管理者機能をインストールすると、プリンタ個
別情報に〔ネットワーク〕タブが追加表示されます。
〔ネットワーク〕タブでは、プリンタのネットワークに関する情報の参
照や設定を行うことができます。
プリンタ一覧で設定または参照したいプリンタを選択して、プリンタ個
別情報の〔ネットワーク〕タブをクリックしてください。

プリンタ個別情報（〔ネットワーク〕タブ）
プリンタ個別情報の〔ネットワーク〕タブに表示される情報と基本的な
操作について説明します。

表示項目�
参照または�
設定したい�
情報を選択�

情報表示部�
〔表示項目〕で�
選択された情報�
を表示する�

ネットワーク情報を参照する
「表示項目」から参照する情報を選択すると、情報表示部にその情報が
表示されます。

基本情報 ...............ネットワークの基本情報を表示します。
TCP/IP設定 ........ TCP/IPの設定内容を表示します。
ポート番号 ........... TCP/IPで使用するポート番号を表示します。
SNMP設定 .......... TCP/IPのSNMPコミュニティ情報を表示します。
トラップ1 ............ SNMPのトラップ通知に関する設定内容を表示しま
  ～トラップ4 す。
情報 ....................... SNMP設定内容を表示します。
NetWare設定...... NetWareの設定内容を表示します。

（NetWare 対応XLプリンタのみ表示されます。）

各項目の詳細については、「ネットワーク情報の詳細」（199ページ）を
参照してください。
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ネットワーク情報を変更する
目的のネットワーク情報を表示し、設定を変更して〔更新〕をクリック
します。変更した内容がプリンタに設定されます。

〔元に戻す〕をクリックすると、変更前の設定内容に戻します。

・ネットワーク情報を変更するには、プリンタに設定された
パスワードの入力が必要です。〔パスワード〕をクリックし
て、パスワードを入力してください。詳細については、「セ
キュリティについて」（197ページ）を参照してください。

・設定を行うプリンタが印刷中やエラー状態でないことを確
認してください。

・TCP/IPの設定を変更すると、プリンタとの通信ができなく
なる場合があります。設定変更後に「プリンタからの応答
がありません」と表示される場合は、プリンタ/パソコン双
方のネットワーク設定を確認してください。

以下に画面遷移を示します。

〔パスワード〕をクリック�

設定を変更し、〔更新〕をクリック�

パスワードを入力して〔OK〕をクリック�
�
設定を変更できるようになります。�

�

〔ネットワーク〕タブを表示した
直後は、設定は変更できません。�

〔はい〕をクリックすると、変更内容がプリンタに反映されます。�

または�

(LAN接続のプリンタに対してTCP/IPの設定変更時)
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・複数台のパソコンから同時にネットワーク設定の変更
（更新）を行わないでください。設定変更に失敗する場

合があります。

・ネットワーク設定の変更を行うと、プリンタは変更情報
を反映するために初期化処理を行います。その際、プリ

ンタが受信した印字データも初期化してしまいます。
絶対にネットワーク設定変更中に印刷操作を行わないで

ください。

また、初期化処理終了後に文字化けなどの印刷異常が発
生する場合があります。特にパラレルポートとLAN両

方を接続した運用では注意が必要です。ネットワーク設
定を変更する場合、必要のないポートのケーブルは外し

てください。

セキュリティについて

〔ネットワーク〕タブでは、ネットワーク情報の参照はできますが、設
定を変更するには、パスワードの入力が必要です。

プリンタが工場出荷時の初期状態は、パスワードは設定され
ていません。

　 〔パスワードの入力〕ダイアログが表示されたら、「パスワー
ド」には何も入力せず、〔変更〕をクリックして、パスワード
設定してください。パスワードは、設定を行ったプリンタに
記憶されます。プリンタが複数台ある場合は、それぞれ設定
してください。
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パスワードを入力する
〔パスワード〕をクリックすると、〔パスワードの入力〕ダイアログが表
示されます。

「パスワード」のボックスにパスワードを入力し、〔OK〕をクリックす
ると、プリンタにパスワードを確認します。パスワードが正しければ、
設定を変更できるようになります。パスワードが誤っていると、再度、
パスワード入力する画面が表示されます。

〔変更〕をクリックすると、〔パスワードの変更〕ダイアログが表示され
ます。（次項参照）

〔キャンセル〕をクリックすると、〔パスワードの入力〕ダイアログを閉
じ、元の画面に戻ります。

パスワードを変更する
〔パスワードの入力〕ダイアログで、〔変更〕をクリックすると、次のダ
イアログが表示されます。

「古いパスワード」に、現在設定されているパスワードを入力します。
（設定されていない場合は、何も入力しない。）

「新しいパスワード」と「新しいパスワードの確認入力」に、変更後の
パスワードを半角英数字15文字以内で入力します。

〔OK〕をクリックすると、プリンタにパスワードを確認します。パスワー
ドが正しければ、「新しいパスワード」に入力したパスワードに変更さ
れます。

〔キャンセル〕をクリックすると、〔パスワードの変更〕ダイアログを閉
じ、元の画面に戻ります。
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ネットワーク情報の詳細

情報表示部に表示される情報について説明します。

TCP/IP、NetWare共通の設定

基本情報

MACアドレス..................... プリンタのMACアドレスを表示します。変
更はできません。

Ethernetタイプ .................. プリンタのEthernet タイプを次の中から設
定します。

自動認識、10Mbps、100Mbps（Full）、
100Mbps（Half）

TCP/IPを有効にする........ TCP/IPの使用、未使用を設定します。
NetWareを有効にする ..... NetWareの使用、未使用を設定します。

（NetWare 対応XLプリンタのみ表示され
ます。）
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TCP/IPの設定

TCP/IP設定

DHCP自動取得 ............. IPアドレスをDHCPより取得します。
IPアドレスを指定 ......... IPアドレスを手動で指定します。

IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ
を、半角数字とピリオドで設定します。形式は、
「XXX.XXX.XXX.XXX」です。

ポート番号

印刷 ............................ BPP印刷用のポート番号を、半角数字で設定しま
す。初期値は9313です。
変更した場合は、ネットワークポートモニタの設
定も同じ値に変更する必要があります。（1 ～
65535の範囲）

ネットワーク検索.... ネットワーク情報取得用のポート番号を、半角数
字で設定します。
初期値は9313です。
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SNMP設定

トラップ発行....... トラップ発行時のコミュニティ名を、半角英数字15
文字以内で設定します。
初期値はpublicです。

MIB参照 ...............MIB参照時のコミュニティ名を、半角英数字15文字
以内で設定します。
初期値はpublicです。

トラップ１～トラップ４

IPアドレス................ トラップ通知先の IPアドレスを設定します。
半角数字とピリオドで「XXX.XXX.XXX.XXX」の
形式で設定してください。

トラップ発行条件.... トラップ通知を行うときの条件を設定します。

「プリンタエラー時のトラップ通知は、ハードエラーに限定
する」は、トラップ１～トラップ４まで同一設定となります。
変更は、トラップ１の画面より行ってください。
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情  報

情報を変更するときは、目的の情報を選択し、〔変更〕をクリックしま
す。

システム管理者........ SNMPマネージャに通知するシステム管理者名を
半角63文字以内で設定します。

プリンタ装置名........ SNMPマネージャに通知する装置名を半角63文
字以内で設定します。

設置場所 .................... SNMPマネージャに通知する設置場所を半角63
文字以内で設定します。

プリンタ管理者........ SNMPマネージャに通知するプリンタ管理者名を
半角63文字以内で設定します。

故障時の連絡先........ SNMPマネージャに通知する故障時の連絡先を半
角63文字以内で設定します。

情報の設定は、全角31文字以内での入力も可能ですが、お使
いの環境によっては正しく表示されない場合がありますので、
半角文字での入力をおすすめします。
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NetWareの設定

NetWare設定

マシン名 ...............マシン名を半角英数字31文字以内で設定します。
ポート名 ...............プリンタのNetWareプリンタポート名を、半角英数

字31文字以内で設定します。
パケット形式....... プリンタが使用するパケットのフレームタイプを次の

中から設定します。
Ethernet- Ⅱ、802.3、802.2、SNAP

動作モード ...........プリンタの動作モードをリモートプリンタモードとプ
リントサーバモードのどちらにするか設定します。

・P r i n t i a n a v i マネージャで設定できる内容だけでは、
NetWare環境で使用することはできません。NetWare環境
で使用するためには、Printianavi ネットワーク設定ユー
ティリティで設定を行ってください。詳細については、「第
７章」および「第８章」を参照してください。

・NetWare対応 XLプリンタ以外ではNetWareの設定は行
えません。
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エラー表示

情報を取得できなかったときには、次のエラーを表示します。

情報表示時

「プリンタからの応答がありません」
意味：プリンタの電源が投入されていない、あるいはプリンタとの接続

ができていません。
対処：1.プリンタの電源を確認してください。

2.プリンタとの接続（プリンタケーブル、LANケーブル）が正し
くされているか確認してください。

3. LAN接続の場合は、プリンタ装置と印刷先ポートの IPアドレ
スが同じになっているか確認してください。

「プリンタからの情報取得ができません」
意味：パソコン側の環境設定が異常です。
対処：1. Printianaviマネージャを再起動してください。

2.プリンタの設定を確認してください。
3.サーバ共有のプリンタの場合、サーバ上に「ネットワーク連携
ユーティリティ」がインストールされていて、「Printianavi LM
Rpcss」サービスが起動されていることを確認してください。

「システムエラーが発生しました」
意味：Printianaviマネージャで異常が発生しました。
対処：1. Printianaviマネージャを再起動してください。

2. 1.で復旧しない場合は、パソコンを再起動してください。
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情報設定時

「プリンタからの応答がありません」
意味：情報設定中にプリンタの電源が切断された可能性があります。
対処：1.プリンタの電源を確認してください。

2. Printianavi マネージャを再起動し、再度設定し直してくださ
い。

「情報設定ができません」
意味：パソコン側の環境設定が異常です。
対処：1. Printianaviマネージャを再起動してください。

2. プリンタの設定を確認してください。
3. サーバ共有のプリンタの場合、サーバ上に「ネットワーク連携
ユーティリティ」がインストールされていて、「Printianavi LM
Rpcss」サービスが起動されていることを確認してください。

「プリンタ装置が他で使用中です」
意味：プリンタが他で使用中のため、設定できません。
対処：1. プリンタが他で使用されていないことを確認後、再度設定し直

してください。

「システムエラーが発生しました」
意味：Printianavi マネージャで異常が発生しました。
対処：1. Printianaviマネージャを再起動してください。

2. 1.で復旧しない場合は、パソコンを再起動してください。
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第7章
Printianaviネットワーク設定

ユーティリティ

Printianaviネットワーク設定ユーティリティは、
プリンタをLAN経由で利用するために必要な設
定を、パソコンから行えるようにします。この
章では、Printianavi ネットワーク設定ユーティ
リティの使いかたについて説明します。

※ 本章の中では、Printianavi ネットワーク設定ユーティリティを「ネッ
トワーク設定ユーティリティ」または「本ユーティリティ」と呼びま
す。

※ 本書で説明するプリンタのうち、Printianavi ネットワーク設定ユー
ティリティが使用できるのは、次のとおりです。
・ XL-6010
・ XL-5710（プリンタRAMモジュール増設時）

ネットワーク設定ユーティリティをインストールするネットワーク設定ユーティリティをインストールするネットワーク設定ユーティリティをインストールするネットワーク設定ユーティリティをインストールするネットワーク設定ユーティリティをインストールする......................... 208208208208208
動作環境と制限事項 .............................................. 208
インストールの操作 .............................................. 209

ネットワーク設定ユーティリティの使いかたネットワーク設定ユーティリティの使いかたネットワーク設定ユーティリティの使いかたネットワーク設定ユーティリティの使いかたネットワーク設定ユーティリティの使いかた.................................................. 211211211211211
ネットワーク設定ユーティリティを起動する . 211
一覧の見かた ........................................................... 212
各メニューの機能................................................... 213

ネットワーク設定の詳細ネットワーク設定の詳細ネットワーク設定の詳細ネットワーク設定の詳細ネットワーク設定の詳細......................................................................................................................................................................................... 219219219219219
TCP/IP の設定......................................................... 219
NetWareの設定 ...................................................... 221
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ネットワーク設定ユーティリティをネットワーク設定ユーティリティをネットワーク設定ユーティリティをネットワーク設定ユーティリティをネットワーク設定ユーティリティを
インストールするインストールするインストールするインストールするインストールする

動作環境と制限事項

動作環境
Printianaviネットワーク設定ユーティリティは、次の環境で使用できます。
・Windows 98/95およびNovell NetWare （Workstation Shell 4.0 and
above 〔VLM〕）

・Windows 98/95およびNovell NetWare Client 32

制限事項
・本ユーティリティは、NetWare機能をサポートしていないプリンタで
は使用できません。また、NetWare対応XLプリンタをNetWare環境
でお使いになるには、プリンタのNetWareプロトコルが「有効」に設
定されている必要があります。

・マイクロソフト製のNetWare互換のクライアントサービス（NetWare
ネットワーククライアント）をインストールした環境では、互換クラ
イアントがサポートしない関数を使用するため、正常に動作しません。

・NetWareファイルサーバの存在しないネットワークでは、使用しない
でください。また、ルータ等を使用している場合、そのルータの仕様
によっては正常に動作できない場合があります。

・本プリンタのプリンタドライバ（Printia XLドライバ）を必ずインス
トールしてください。Printia XLドライバをインストールしていない
環境でPrintianavi ネットワーク設定ユーティリティを起動すると、
「ライブラリファイル“fjxlcom.dll”が見つかりません」のエラーが発
生します。この状態ではPrintianaviネットワーク設定ユーティリティ
のプリンタ状態表示が動作しません。

・プリンタの設定を変更するには、設定変更権限が必要です。
設定を変更する場合にはSUPERVISORでログインし、Printianavi
ネットワーク設定ユーティリティを起動してください。

・Printianaviネットワーク設定ユーティリティ、Printianaviマネージャ、
およびオペレータパネルから、プリンタのNetWareプロトコルを「無
効」に設定すると、本プリンタは、Printianaviネットワーク設定ユー
ティリティのプリンタ一覧に表示されなくなります。
Printianaviネットワーク設定ユーティリティのプリンタ一覧にプリン
タを表示して、設定等を行いたい場合には、オペレータパネルから、
プリンタのNetWareプロトコルを「有効」に設定してください。

・NetWare 4.xJのNDSモードには対応していません。バインダリモー
ドで使用してください。
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インストールの操作

ネットワーク設定ユーティリティは、Windows 98/95が動作するパソ
コンにインストールされた双方向プリンティングシステム「Printianavi」
と連携して動作します。

1 Windows 98/95を起動する

2 添付のCD-ROMをCD-ROMドライブにセットする

3 〔ネットワーク設定ユー
ティリティ〕をクリック
する

本ユーティリティをイ
ンストールするディレ
クトリ�

スタートメニューに登
録するときのグループ
名�

4 インストール先のディレ
クトリと、登録するグ
ループ名を指定し、〔次
へ〕をクリックする

5 〔OK〕をクリックする
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内容を確認�

6 インストールする内容を
確認し、〔開始〕をクリッ
クする

必要なファイルがコピーされま
す。

7 〔OK〕をクリックする
左のウィンドウが表示された
ら、〔OK〕をクリックしてイン
ストールを終了します。
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ネットワーク設定ユーティリティのネットワーク設定ユーティリティのネットワーク設定ユーティリティのネットワーク設定ユーティリティのネットワーク設定ユーティリティの
使いかた使いかた使いかた使いかた使いかた

ネットワーク設定ユーティリティを起動し、各設定を行う操作について
説明します。

ネットワーク設定ユーティリティを起動する

1 〔Printianavi ネットワーク設定ユーティリティ〕グループか
ら、〔WXLSETUPユーティリティ〕を起動する

〔スタート〕から〔プログラム〕〔Printianaviネットワーク設定ユーティ
リティ〕の順に選択します。

2 〔OK〕をクリックする
本ユーティリティ名称、バー
ジョンなどが表示されます。
確認し、〔OK〕をクリックしま
す。

プリンタの検索を開始します。
処理の進行状況が青いバーで表
示されます。

検索が終わると、次のような一覧が表示されます。
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一覧の見かた

メニューバー�
5つのプルダウンメニューがあります。�
各メニューについては、次ページをご覧
ください。�

プリンタの情報�
本ユーティリティから設定で
きる、ネットワーク上のプリ
ンタの一覧を表示します。�

ボタン�
メニューバーにある機能の�
一部を、直接実行できます。� 〔終了〕�

〔プリンタ状態表示〕� 〔ネットワーク設定参照〕�
〔ネットワーク設定〕�

〔ヘルプ〕画面�〔再検索〕�
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各メニューの機能

メニューバーから実行できる機能について説明します｡
メニュー名に続く（〔    〕）は、同じ機能をもつボタンを示します。

〔プリンタ〕メニュー

プリンタの状態の表示や、プリンタのリセットを行います。プリンタを
選択した状態で、プルダウンメニューを選びます。

プリンタ状態表示（〔状態〕）
プリンタの現在のステータスを
表示します。表示内容は、一定
時間ごとに自動的に更新されま
す。更新の間隔は、〔環境設定〕
で変更できます。また、この画
面は同時に複数開くことができ
ます。（最大8枚）

この機能は、Printia XLドライバがインストールされている
ときのみ、動作します。

プリンタリセット
プリンタをリセットします。
〔プリンタリセット〕を選択す
ると、左の画面が表示されま
す。プリンタをリセットすると
きは、〔はい〕をクリックしま
す。

終了（〔終了〕）
本ユーティリティを終了します。



214

ソフトウェア編
第7章    Printianaviネットワーク設定ユーティリティ

〔表示〕メニュー

プリンタおよびネットワークの設定内容を表示します。

システム情報表示
プリンタの内部状態に関するシ
ステム情報を表示します。

再検索（〔検索〕）
本ユーティリティを起動したときと同じように､ネットワーク上のプリ
ンタを検索します。

ネットワーク設定参照（〔設定参照〕）
選択中のプリンタのネットワー
ク関係の設定内容を表示しま
す。
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〔設定〕メニュー

ネットワークおよび本ユーティリティの動作に関する設定を行います。

ネットワーク設定（〔設定〕）
ネットワークに関する各種の設
定を行う画面を表示します。

この画面を表示するには、スー
パーバイザでログインしている
ことが必要です。スーパーバイ
ザ以外の権限でログインしてい
るときは、パスワードの入力が
必要です。

TCP/IPプロトコル..... TCP/IPを使用するときはチェックします。
この項目をチェックして〔設定 ...〕をクリック
すると、TCP/IPに関する設定画面が表示され
ます。（「TCP/IPの設定」（219ページ）参照）

NetWareプロトコル .. NetWare（IPX/SPXプロトコル）を使用すると
きはチェックします。この項目をチェックして
〔設定 ...〕をクリックすると、NetWare に関す
る設定画面が表示されます。（「NetWare の設
定」（221ページ）参照）

Ethernetタイプ設定... Ethernet のタイプを選択します。

設定終了.....................設定の変更結果をプリンタに登録します。
次の画面が表示されるので、変更結果を登録し
てよければ、〔はい〕をクリックします。

設定変更は、プリンタがオンライン状態（印刷処理中を除く）
のときに可能です。
プリンタがオフライン状態（エラー状態を含む）や印刷処理
中に設定変更を行うと、「通信エラー」となります。「通信エ
ラー」が発生した場合は、プリンタの状態を確認し、再度、設
定変更の操作を行ってください。
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設定中断..................... 設定を中止して、一覧に戻ります。これまでの
変更内容は、無効になります。
次の画面が表示されるので、変更を中止してよ
ければ、〔はい〕をクリックします。

変更取消..................... 変更前の設定内容に戻します。これまでの変更
内容は無効になります。
次の画面が表示されるので、変更前の状態に戻
してよければ、〔はい〕をクリックします。

環境設定
本ユーティリティの動作につい
て設定する画面を表示します。

状態表示更新間隔 ......〔プリンタ状態表示〕メニューまたは〔状態〕で
表示されるプリンタのステータスを更新する間
隔を、1～60秒の範囲で設定します｡

受信待ち時間.............. プリンタの状態を受信するまでの待ち時間を設
定します。ここで指定した時間データを受信し
ないときは、プリンタの異常（オフライン）と
みなします。300～10000ミリ秒の範囲で設
定します。

リトライ回数.............. プリンタの状態を受信できないときに、受信を
試みる回数を設定します。1～10回の範囲で設
定します。

ブロードキャスト ......ブロードキャストネットワークに接続するとき
ネットワーク は、そのネットワーク名を指定します。
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OK ..............................設定の変更結果を一時的に保存して、一覧に戻
ります。変更結果は、本ユーティリティを終了
するまで有効です。

CANCEL .....................設定を中止して、一覧に戻ります。これまでの
変更内容は、無効になります。

SAVE..........................設定の変更結果を登録して、一覧に戻ります。
保存した内容は、本ユーティリティを次に起動
したときも有効です。

パスワード変更
パスワードを変更します。

「現在のパスワード」に現在設定
されているパスワードを入力し
ます。「新しいパスワード」と
「新しいパスワードの確認」に、
新たに設定するパスワードを入
力します。

3か所のパスワードを入力して
〔OK〕をクリックすると、パス
ワードが変更されます。
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〔ウィンドウ〕メニュー

全てをアイコン化
現在開いているプリンタの状態を表示するウィンドウを、すべてアイコ
ンにします。

全てをクローズ
現在開いているプリンタの状態を表示するウィンドウを閉じます。

〔ヘルプ〕メニュー

目次
ネットワーク設定ユーティリティのヘルプを表示します。

この画面について
現在表示中の画面に関する説明を表示します。

ヘルプの使い方
ネットワーク設定ユーティリティのヘルプの使いかたを表示します。

バージョン
バージョン情報を表示します。
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ネットワーク設定の詳細ネットワーク設定の詳細ネットワーク設定の詳細ネットワーク設定の詳細ネットワーク設定の詳細
〔ネットワーク設定〕メニューまたは〔設定〕で表示される画面で〔設
定〕を押し、パスワードを入力すると、TCP/IPとNetWareそれぞれに
ついて設定できます。

TCP/IPの設定

IPアドレス.................プリンタの IPアドレスを設定します。

DHCPによるアドレス取得 ... IPアドレスをDHCPにより自動的に取得する
（ 参照） ときは、チェックします。

サブネットマスク、.... それぞれ、プリンタのサブネットマスクとゲー
ゲートウェイ トウェイを設定します。

BPPポート番号 ......... BPPポートのポート番号を指定します。
通常は、「9313」のままとします。
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IPアドレスを自動取得するには、DHCPサーバ側で次の設定
が必要です。
DHCPマネージャを開いて〔スコープ〕の〔作成〕を選択
し、次の項目を設定します。

開始アドレス、終了アドレス、サブネットマスク、
リース期間（無期限を推奨）

設定が終わったら、スコープをアクティブにします。

さらに、獲得するIPアドレスを固定するために、次の設定を
行うことをお勧めします。
〔スコープ〕の〔予約の追加〕を選択し、次の項目を設定し
ます。

IPアドレス...........設定したい IPアドレス
一意の ID ...............MACアドレス
クライアント名 ...... 任意の名前

設定が終わったら、〔追加〕を選択して終了します。
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NetWareの設定

NetWare基本設定

マシン名..................... NetWare環境上でのプリンタの識別子を、半角
の英数字31文字以内で指定します。

パケット形式.............使用するパケットのフレームタイプを指定しま
す。
本プリンタには、フレームタイプを自動的に選
択する機能があります。この場合、選択に時間
がかかることがあるので、ここで設定するよう
にしてください。

動作モード ................使用する動作モードを、「リモートプリンタ」
「プリントサーバ」から選択します。
本プリンタには、動作モードを自動的に選択す
る機能があります。この場合、選択に時間がか
かることがあるので、ここで設定するようにし
てください。

リモートプリンタ詳細 ...リモートプリンタについて設定するウィンドウ
を表示します。（「リモートプリンタ詳細設定」
（222ページ）参照）
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プリントサーバ詳細... プリントサーバについて設定するウィンドウを
表示します。（「プリントサーバ詳細設定」（223
ページ）参照）

NetWareポート名設定 ... NetWareポート名を設定するウィンドウを表示
します。（「NetWareポート名設定」（223ペー
ジ）参照）

リモートプリンタ詳細設定

プリントサーバ設定... 接続されるプリントサーバを、半角の英数字
31文字以内で設定します。
プリントサーバが8台以上ある場合や、サーバ
の検索に時間がかかるときは、設定してくださ
い。

ジョブタイムアウト時間 ....プリンタが最後のパケットを受け取ってからプ
リンタポートを解放するまでの時間を設定しま
す。
4～255秒の範囲で設定します。初期値は10
秒です。
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プリントサーバ詳細設定

ファイルサーバ設定...接続されるファイルサーバを、半角の英数字
31文字以内で設定します。
NetWareサーバが8台以上ある場合や、サーバ
の検索に時間がかかるときは、設定してくださ
い。

パスワード ................プリントサーバとしてファイルサーバにログイ
ンする際に使用する、パスワードを設定しま
す。
半角の英数字31文字以内で指定します。

ジョブポーリング時間 ...プリントサーバとして動作中にキュー状態を調
べる間隔を、2～255秒の範囲で設定します。
初期値は4秒です。

NetWareポート名設定

NetWare プリンタポート名を設定します。
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第8章
NetWare印刷の設定

この章では、ノベル社のNetWare 4.xJおよび
NetWare 3.xJ 環境下で印刷するために必要な
NetWareサーバやプリンタの設定について説明
します。
※ 本章の内容は、NetWareの基本的な知識や操作方法を理解している
NetWare管理者を対象としています。ノベル社のNetWareのマニュア
ルと併せてご覧ください。

※ 本書で説明するプリンタのうち、NetWare環境で使用できるのは、次
のとおりです。
・ XL-6010
・ XL-5710(プリンタRAMモジュール増設時)

NetWareNetWareNetWareNetWareNetWare印刷について印刷について印刷について印刷について印刷について............................................................................................................................................................................................................. 226226226226226
プリントサーバモード .......................................... 226
リモートプリンタモード ...................................... 227

ネットワーク設定ユーティリティ使用時の留意事項ネットワーク設定ユーティリティ使用時の留意事項ネットワーク設定ユーティリティ使用時の留意事項ネットワーク設定ユーティリティ使用時の留意事項ネットワーク設定ユーティリティ使用時の留意事項 ............................................. 229229229229229
プリントサーバモードの設定プリントサーバモードの設定プリントサーバモードの設定プリントサーバモードの設定プリントサーバモードの設定（（（（（NetWare 4.xJNetWare 4.xJNetWare 4.xJNetWare 4.xJNetWare 4.xJ環境）環境）環境）環境）環境）............................................. 230230230230230

プリンタ側の設定................................................... 231
NetWare サーバ側の設定 ...................................... 233

リモートプリンタモードの設定リモートプリンタモードの設定リモートプリンタモードの設定リモートプリンタモードの設定リモートプリンタモードの設定(NetWare 4.xJ(NetWare 4.xJ(NetWare 4.xJ(NetWare 4.xJ(NetWare 4.xJ環境環境環境環境環境))))) ........................................ 239239239239239
プリンタ側の設定................................................... 240
NetWare サーバ側の設定 ...................................... 241

NetWare 3.xJNetWare 3.xJNetWare 3.xJNetWare 3.xJNetWare 3.xJ環境での設定環境での設定環境での設定環境での設定環境での設定 ........................................................................................................................................................... 244244244244244
プリンタ側の設定................................................... 245
サーバ側の設定....................................................... 245

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング......................................................................................................................................................................................... 249249249249249
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NetWareNetWareNetWareNetWareNetWare印刷について印刷について印刷について印刷について印刷について
NetWare 対応のXLプリンタは、ノベル社のNetWare 印刷環境に直接
接続して印刷することができます。NetWare 4.xJ(バインダリモードの
み)、およびNetWare 3.xJを使用する場合に、次の2つの動作モードを
サポートしています。

NetWare 4.xJのNDSモードには対応していません。

バインダリモードでお使いください。

プリントサーバモード

他のプリントサーバ（ファイルサーバ上で動作するプリントサーバ機能
やプリントサーバ専用のパソコン）を必要としないモードです。

プリントサーバモードでは、次の順序で印刷を行います。

Ethernet

②�
③�

①�

NetWare�
クライアントマシン�

ファイルサーバ�
プリンタ�

1 NetWareクライアントマ
シンからファイルサーバ
上に印刷ジョブをスプー
ルする

2 プリンタがファイルサー
バから直接ジョブを取り
出す

3 取り出したデータを元
に、印刷を実行する
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リモートプリンタモード

他のプリントサーバ（ファイルサーバ上で動作するプリントサーバ機能
やプリントサーバ専用のパソコン）を必要とするモードです。通常の
NetWareのプリント機能（PSERVER.NLMまたはPSERVER.EXE）を
利用します。

リモートプリンタモードでは、次の順序で印刷を行います。

1 NetWare クライアントマシンからファイルサーバ上に印刷
ジョブをスプールする

2 プリントサーバ（ファイルサーバ上で動作するプリントサー
バ機能やプリントサーバ専用のパソコン）がファイルサーバ
からジョブを取り出す

3 プリントサーバがプリントキューに割り当てられたプリンタ
にジョブを転送する

4 転送されたデータを元に、印刷を実行する

PSERVER.EXEを使用した場合のジョブの流れ

1台のパソコンが専用のプリントサーバになります。

Ethernet

②� ③�①�

NetWare�
クライアントマシン� プリントサーバ�ファイルサーバ�

プリンタ�

④�
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PSERVER.NLMを使用した場合のジョブの流れ

ファイルサーバがプリントサーバの機能を持ちます。

Ethernet

②�
③�①�

NetWare�
クライアントマシン�ファイルサーバ�

プリンタ�

④�
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ネットワーク設定ユーティリティネットワーク設定ユーティリティネットワーク設定ユーティリティネットワーク設定ユーティリティネットワーク設定ユーティリティ
使用時の留意事項使用時の留意事項使用時の留意事項使用時の留意事項使用時の留意事項

Printianaviネットワーク設定ユーティリティでNetWareに関する設定
を行うときは、次の点に留意してください。

Printianaviネットワーク設定ユーティリティの操作、および設定内容に
ついては、「第７章  Printianaviネットワーク設定ユーティリティ」(207
ページ)を参照してください。

・NetWare対応XLプリンタをNetWare環境で使用するには、プリンタ
のNetWareプロトコルが「有効」に設定されている必要があります。
また、NetWare機能をサポートしていないプリンタでは、ご使用にな
れませんのでご注意ください。

・NetWareに関する設定は、スーパーバイザまたはアドミニストレータ
の権限でNetWareサーバにログインして行います。

・アドミニストレータでログインしたときは、アドミニストレータが
〔Root〕にいる場合に限り、設定ができます。

・Printianaviネットワーク設定ユーティリティは、ファイルサーバおよ
びプリントサーバが正常に立ち上がった状態で使用してください。

・本プリンタの電源は、ファイルサーバ、プリントサーバが立ち上がっ
てから入れてください。電源が入っていない場合、設定が行えません。

・ネットワーク上に N e t W a r e ファイルサーバが多数ある場合、
Printianaviネットワーク設定ユーティリティの一覧に表示されないこ
とがあります。このときは、〔設定〕メニューから〔環境設定〕を選択
し、「ブロードキャストネットワーク」の項目に、本プリンタが存在す
るNetWareネットワークアドレスを入力し、〔Save〕ボタンをクリッ
クします。その後、一覧で〔検索〕ボタンをクリックすれば、設定し
たNetWareネットワークアドレス内の本プリンタのみが検索されま
す。
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プリントサーバモードの設定プリントサーバモードの設定プリントサーバモードの設定プリントサーバモードの設定プリントサーバモードの設定
（（（（（NetWare 4.xJNetWare 4.xJNetWare 4.xJNetWare 4.xJNetWare 4.xJ環境）環境）環境）環境）環境）

NetWare 4.xJ環境で本プリンタをプリントサーバモードで使用すると
きの、プリンタ側とNetWareサーバ側の環境設定について説明します。

必要な設定項目

次の項目について、設定が必要です。

プリンタ側
・NetWare ポート名の設定
・マシン名の設定

NetWare サーバ側
・キュー作成
・プリントサーバの作成（本プリンタに設定したマシン名を登録）
・プリントサーバのプリンタの構成を設定（名前に本プリンタに設定し
たNetWare ポート名を指定）

・サービスキューリストへの登録

設定例

以降の説明では、設定例として、次の名称および設定値を使用します。

マシン名（プリントサーバ名）.................... XL5710
NetWareポート名（プリンタ名）............... XL5710-PRN
パケット形式 ................................................... 802.2
サーバへのログインパスワード ..................なし
印刷ジョブのポーリング間隔 ...................... 4 秒
ファイルサーバ名 ........................................... FS1
キュー名(PSERVER) ..................................... XL5710-Q
ファイルサーバのNDSツリー ....................MH
本プリンタを接続するNDS コンテキスト ....... RD.MH
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プリンタ側の設定

本プリンタをプリントサーバモードで使用するときの、プリンタ側の環
境設定について説明します。

Printianaviネットワーク設定ユーティリティの各画面で次のように設定
します。

NetWare基本設定

NetWareサーバに設定
するプリントサーバ名�

使用しているネットワーク
形式に合わせて指定�

「プリントサーバ」
をチェック�

NetWareポート名設定

NetWareサーバに設定
するプリンタ名�
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プリントサーバ詳細設定

プリンタを管理するNetWare
サーバのネットワーク名称�

プリンタからNetWareサーバに
対してジョブを問い合せる間隔
(秒単位)�
通常は4秒（デフォルト）のまま
使用�

ジョブポーリング時間の値が小さすぎると、ネットワークの
負荷が大きくなります。また、値が大きすぎると、印刷のレ
スポンスが悪くなります。
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NetWareサーバ側の設定

本プリンタをプリントサーバモードで使用するときの、サーバ側の環境
設定について説明します。

以降の説明は、NetWare 4.1Jのものです。ご使用のバージョンにより、
メニューの表示などが異なることがあります。

バインダリモードの設定

本プリンタをNetWare 4.xJ環境でプリントサーバモード（バインダリ
モード）で使用するときの、NetWareサーバ側の環境設定について説明
します。

F:¥>login FS1/supervisor/B
1 ファイルサーバにバイン

ダリモードでログイン
し、PCONSOLE を起動
する

NetWareクライアントマシンからバインダリモードのスーパーバイザ
で、ファイルサーバにログインします。ここでは、ファイルサーバ「FS1」
にログインします。ログインコマンド実行後、パスワードを入力しま
す。

プリンタに設定した「ファイルサーバ名」と同じファイル
サーバにログインしてください。

F:¥>pconsole 2 PCONSOLEを起動する

3 〔プリントキュー〕を選
択して、〔Insert〕キーを
押す
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4 「新しいプリントキュー
名」に任意のキュー名を
入力する ( ここでは、
「XL5710-Q」)

5 「プリントサーバ」を選
択する

6 左のメッセージが表示さ
れたら、内容を確認して
〔Enter〕キーを押す

7 「プリントサーバ」で
〔Insert〕キーを押し、「新
しいプリントサーバ名」
に本プリンタに設定した
マシン名を入力する(こ
こでは、「XL5710」)

入力した「新しいプリントサー
バ名」が「プリントサーバ」に
登録されます。

ファイルサーバに設定する「新しいプリントサーバ名」と本
プリンタに設定された「マシン名」は、必ず一致させてくだ
さい。一致していないと、本プリンタがファイルサーバにア
クセスすることができなくなります。

8 「プリントサーバ」に登
録したプリントサーバを
選択する
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9 「プリンタ」を選択する

10〔Insert〕キーを押して、
プリンタに設定した
「NetWare ポート名」を
入力する ( ここでは、
「XL5710-PRN」)

入力した「プリンタ名」が「定
義済みプリンタ」に登録されま
す。

ファイルサーバに設定する「プリンタ名」は、本プリンタに
登録した「NetWareポート名」と一致させてください。一致
していない場合は、印刷を実行した際に、ファイルサーバか
らプリンタに印刷データが転送されなくなります。

11 登録したプリンタを選択
する

12〔プリントキュー割当て〕
を選択する
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13〔Insert〕キーを押し、「使
用 可 能 な プ リ ン ト
キュー」から登録した
「プリントキュー」(ここ
では「XL5710-Q」)を選
択する

14 左のように表示された
ら、PCONSOLEをいっ
たん終了する

F:¥>cx MH 15 ファイルサーバからいっ
たんログアウトし、CX
コ マ ン ドを使って、
ADMIN が存在するコン
テキスト ( ここでは
「MH」)へ移動する

F:¥>login FS1/admin 16 NDSモードのADMINで
ファイルサーバにログイ
ンし直す

F:¥>cx RD�
F:¥>pconsole

17 CXコマンドを使い、バ
インダリコンテキストで
指定したコンテキスト
（ここでは「RD.MH」）へ
移動し、PCONSOLEを
起動する



ソフトウェア編
第８章    NetWare印刷の設定

237

18「プリンタ」を選択する

19〔Insert〕キーを押し、プ
リ ン タ に 登 録 し た
NetWare ポート名(ここ
では「XL5710-PRN」)を
入力する

ファイルサーバに設定する「プリンタ名」は、本プリンタに
登録した「NetWareポート名」と必ず一致させてください。

20 登録した「プリンタ」を
選択し、〔プリント
キュー割当て〕を選択し
ます。

21 プリントキューの一覧で
〔Insert〕キーを押し、バ
インダリモードで作成し
たキュー（ここでは、
「XL5710-Q」）を選択す
る

22「利用可能な項目」に戻
り、〔プリントキュー〕を
選択する
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23〔Insert〕キーを押す

24 ユーザまたはディレクト
リを指定する

25 PCONSOLEを終了し、プリンタの電源を入れ直す。
プリンタの電源を入れ直した後、ファイルサーバの「NetWare4.1コン
ソールモニタ」上に設定したプリントサーバ名(マシン名、ここでは
「XL5710」）が表示されればファイルサーバへの接続は完了です。
ファイルサーバへ接続されない場合は、再度電源を入れ直してくださ
い。それでも接続されない場合は、ファイルサーバおよびプリンタの設
定内容を確認してください。
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リモートプリンタモードの設定リモートプリンタモードの設定リモートプリンタモードの設定リモートプリンタモードの設定リモートプリンタモードの設定
(NetWare 4.xJ(NetWare 4.xJ(NetWare 4.xJ(NetWare 4.xJ(NetWare 4.xJ環境環境環境環境環境)))))

NetWare 4.xJ環境で本プリンタをリモートプリンタモードで使用する
ときの、プリンタ側とNetWare サーバ側の環境設定について説明しま
す。

必要な設定項目

次の項目について、設定が必要です。

プリンタ側
・NetWare ポート名の設定
・マシン名の設定（任意文字列）

NetWareサーバ側
・キュー作成
・プリントサーバの作成
・プリントサーバのプリンタの構成を設定（名前に本プリンタに設定し
たNetWareポート名を指定）

・サービスキューリストへの登録

設定例

以降の説明では、設定例として、次の名称および設定値を使用します。

マシン名............................................................ XL5710（任意）
プリンタポート名（プリンタ名）................ XL5710-PRN
パケット形式 ................................................... 802.2
印刷ジョブのタイムアウト........................... 10秒
サーバに登録されているプリントサーバ名..... PSERVER1
キュー名(PSERVER) ..................................... XL5710-Q
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プリンタ側の設定

本プリンタをリモートプリンタモードで使用するときの、プリンタ側の
環境設定について説明します。

Printianaviネットワーク設定ユーティリティの各画面で次のように設定
します。

NetWare 基本設定
任意の名称を入力�
(一覧に表示されると
きの名称)

使用しているネットワー
ク形式に合わせて指定�

「リモートプリンタ」
をチェック�

NetWare ポート名設定

NetWareサーバに設定す
るプリンタ名�
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リモートプリンタ詳細設定

サーバに設定されてい
るプリントサーバ名�

プリンタポートを解放するまでの
時間(秒単位)�
通常は10秒（デフォルト）のまま
使用�

ジョブタイムアウト時間の値が小さすぎると、パケットが遅
れた場合などにジョブの完了と誤認しやすくなります。また、
値が大きすぎるとプリンタの解放が遅くなり、TCP/IP プロ
トコルやセントロニクスケーブルでの印刷時間に影響を与え
ます。

NetWareサーバ側の設定

本プリンタをプリントサーバモードで使用するときの、サーバ側の環境
設定について説明します。

以降の説明は、NetWare 4.1Jのものです。ご使用のバージョンにより、
メニューの表示などが異なることがあります。

F:¥>cx MH
1 CX コマンドを使って、

ADMIN が存在するコン
テキスト ( ここでは、
「MH」)へ移動する

F:¥>login FS1/admin 2 NDSモードのADMINで
ファイルサーバにログイ
ンし直す
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F:¥>cx RD 3 CXコマンドを使い、プ
リントサーバ、プリン
タ、プリントキューを作
成するコンテキスト（こ
こでは「RD.MH」）へ移
動する

F:¥>pconsole 4 PCONSOLEを起動する

5 「クイックセットアップ」
を選択する

6 「プリントサーバ」「新し
いプリンタ」「新しいプ
リントキュー」を入力す
る

ファイルサーバに登録する「プリンタ」と、本プリンタに登
録した「NetWareポート名」は、必ず一致させてください。

7 設 定 を 保 存 し て
PCONSOLEを終了する
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:LOAD PSERVER 8 ファイルサーバコンソー
ルでプリントサーバを再
起動する

:UNLOAD PSERVER�
:LOAD PSERVER

プリントサーバが起動している
場合は、プリントサーバを利用
しているユーザがいないことを
確認の上、プリントサーバを再
起動してください。

9 「プリントサーバ名の入力」で登録したプリントサーバ名(こ
こでは、「PSERVER1.RD.MH」)を設定し、〔Enter〕キーを押
す

10 プリントサーバが起動したら、プリンタの電源を入れる
11「プリンタステータス」を選択し、接続状態が「プリントジョ

ブ待機中」となっていることを確認する
「プリントジョブ待機中」にならない場合は、ファイルサーバおよびプ
リンタの設定を確認してください。
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NetWare 3.xJNetWare 3.xJNetWare 3.xJNetWare 3.xJNetWare 3.xJ環境での設定環境での設定環境での設定環境での設定環境での設定
NetWare 3.xJ 環境で本プリンタをご使用するときの、プリンタ側と
NetWare サーバ側の環境設定について説明します。

必要な設定項目

次の項目について、設定が必要です。

プリンタ側
・NetWare ポート名の設定
・マシン名の設定

NetWare サーバ側
・キュー作成
・プリントサーバの作成（本プリンタに設定したマシン名を登録）
・プリントサーバのプリンタの構成を設定（名前に本プリンタに設定し
たNetWare ポート名を指定）

・サービスキューリストへの登録

設定例

以降の説明では、設定例として、次の名称および設定値を使用します。

NetWare 基本設定
マシン名（プリントサーバ名）......... XL5710
プリンタポート名（プリンタ名）..... XL5710-PRN
パケット形式 ........................................ 802.2
キュー名(PSERVER) ......................... XL5710-Q

プリントサーバモードで使用するとき
本プリンタを接続するサーバ名 ....... FS1
サーバへのログインパスワード ....... なし
印刷ジョブのポーリング間隔 ........... 4 秒

リモートプリンタモードで使用するとき
サーバに登録されているプリントサーバ名 ........ PSERVER1
印刷ジョブのタイムアウト ..................................... 10秒
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プリンタ側の設定

NetWare 3.xJ環境で本プリンタを使用するときのプリンタ側の環境設
定は、NetWare 4.xJ環境下のときと同じです。「プリンタ側の設定」
(231, 240ページ)をご覧ください。

サーバ側の設定

NetWare 3.xJ環境で本プリンタを使用するときの、NetWareサーバ側
の環境設定について説明します。NetWare 3.xJがファイルサーバの場
合、プリントサーバモードもリモートプリンタモードもファイルサーバ
の設定方法は同じです。

F:¥>login FS1/supervisor 1 クライアントマシンから
スーパーバイザで、ファ
イルサーバ(ここでは、
「FS1」)にログインする

プリンタに設定した「ファイルサーバ名」と同じファイル
サーバにログインしてください。

2 PCONSOLEを起動する

3 〔プリントキュー情報〕
を選択する

4 〔Inse r t〕キーを押し、
キュー名 ( ここでは
「XL5710-Q」)を入力する

入力したキュー名が「プリント
キュー」に登録されます。
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5 〔プリントサーバ情報〕
を選択する

6 〔Insert〕キーを押し、「新
しいプリントサーバ名」
を入力します。

プリントサーバモードの場合は
本プリンタに登録した「マシン
名」を入力します。ここでは
「XL5710」を入力します。
リモートプリンタモードの場
合、ここでは「PSERVER1」を
入力します。
入力したプリントサーバ名が
「プリントサーバ」に登録され
ます。

プリントサーバモードの場合、ファイルサーバに設定する
「新しいプリントサーバ名」と本プリンタに設定された「マシ
ン名」を、必ず一致させてください。一致していないと本プ
リンタがファイルサーバにアクセスすることができなくなり
ます。

7 登録したプリントサーバ
を選択し、〔プリント
サーバ構成〕を選択する

8 〔プリンタの構成〕を選
択し、「構成完了プリン
タ」で「インストールさ
れていません0」を選択
する
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9 「名前」「タイプ」を登録
する

「 名 前 」 に は 本 プ リ ン タ
「NetWareポート名」（ここでは
「XL5710-PRN」）を登録しま
す。「タイプ」には「プリンタタ
イプ」に表示される一覧より、
「リモートパラレル,LPT1」を指
定します。

ファイルサーバに設定する「名前」と、本プリンタに登録し
た「NetWareポート名」は、必ず一致させてください。

10〔ESC〕キーを押して、設
定を保存する

「構成完了プリンタ」に、プリン
タが登録されます。

11〔プリントサーバ構成〕
〔プリンタでサービスさ
れているキュー〕の順に
選択する

12 登録したプリントサーバ
名（ここでは「XL5710」）
を選択する

「プリンタ0の構成」で登
録したプリンタ(ここで
は「XL5710-PRN」)を選
択する
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13〔Insert〕キーを押し、「プ
リントキュー情報」で登
録したキュー名（ここで
は「XL5710-Q」）を選択
する

14 PCONSOLEを終了する
:LOAD PSERVER PSERVER1 15 プリンタをリモートプリ

ンタモードで使用すると
きは、ファイルサーバコ
ンソールでプリントサー
バを再起動する

:UNLOAD PSERVER�
:LOAD PSERVER PSERVER1

プリントサーバが起動している
場合は、プリントサーバを利用
しているユーザがいないことを
確認のうえ、プリントサーバを
再起動してください。

16 プリンタを再起動する
電源を再投入すると、NetWareサーバに本プリンタが接続されます。正
常に接続されるとプリントサーバモードの場合は、NetWareサーバコン
ソール上の「アクティブな接続」に本プリンタに登録したマシン名が表
示されます。リモートプリンタモードの場合はプリントサーバコンソー
ルの登録した「プリンタ」の状態に「ジョブの待機中」と表示されます。
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トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング
本プリンタをNetWare 環境下で使用する際に発生する可能性のある現
象について、対処方法を示します。

Printianaviネットワーク設定ユーティリティの一覧にプ
リンタが表示されない

・ネットワークケーブルが正しく接続されているか確認してください。
・「NetWareプロトコル」がチェックされているか、確認してください。
チェックされていない場合は、検索されません。プリンタのオペレー
タパネルでNetWareプロトコルを「有効」にする必要があります。

・設定内容を初期化し、電源を入れ直してください。

Printianaviネットワーク設定ユーティリティでは認識さ
れるが、NetWareサーバにつながらない

プリントサーバモード／リモートプリンタモード共通
パケットタイプやNetWare 動作モードが正しいか確かめてください。
本プリンタは、自動切り替えを行いますが、ご利用環境によっては多少
時間がかかる場合があります。

リモートプリンタモードのとき
・ご利用のNetWareサーバ上で、本プリンタを登録したプリントサーバ
が正常に稼働しているか確認してください。

・プリントサーバ名が正しく設定されているか確認してください。本プ
リンタにプリントサーバ名を指定している場合、ご利用のファイル
サーバ上で稼働しているプリントサーバ名と一致しているかどうか確
認してください。

・NetWareポート名が正しく設定されているかどうか確認してくださ
い。本プリンタに設定したNetWareポート名とサーバのプリントサー
バモニタに表示されているプリンタ名が一致しているかどうか確認し
てください。また、本プリンタが複数存在する場合は、本プリンタ同
士のNetWareポート名が同じにならないように設定してください。
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プリントサーバモードの場合
・本プリンタにファイルサーバを指定している場合、利用しているファ
イルサーバ名が設定した名前と一致しているかどうか確認してくださ
い。

・NetWare ポート名が正しく設定されているかどうか確認してくださ
い。本プリンタに設定したプリンタNetWare ポート名とNetWare
サーバに設定したプリンタ名が一致しているかどうか確認してくださ
い。また、本プリンタが複数存在する場合は、本プリンタ同士の
NetWareポート名が同じにならないように設定してください。

・NetWareのログインパスワードが一致しているかどうか確認してくだ
さい。

・マシン名がプリントサーバ名と同じになっているかどうか確認してく
ださい
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Printianavi から通知されるエラーメッセージと
ステータスの一覧、および問題が発生した場合
の対処方法（トラブルシューティング）につい
て示します。
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プリンタステータス

（Printianavi マネージャ、Printianavi
ネットワーク設定ユーティリティ、
Printia XL ドライバ）................................... 261

Printianaviによるメッセージ表示一覧 .............. 266

ネットワーク用語の解説ネットワーク用語の解説ネットワーク用語の解説ネットワーク用語の解説ネットワーク用語の解説......................................................................................................................................................................................... 276276276276276
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XLXLXLXLXLドライバディスクの作成ドライバディスクの作成ドライバディスクの作成ドライバディスクの作成ドライバディスクの作成
ドライバディスクを作成するときは、次の手順で行ってください。

準  備

次のものを用意してください。
・フォーマット済みのフロッピーディスク（2HD 1.44MB）…2枚
・圧縮データダウンロード用ディレクトリ（C:¥Tempなど）
・CD-ROM「Printia LASER プリンタユーティリティ V3.1」

また、ドライバディスクを作成するパソコンに、Webブラウザがあらか
じめインストールされている必要があります。

Webブラウザがお使いになれない場合は、CD-ROMに収められている
ファイルを手作業でコピーしてください。方法についての詳細は、CD-
R O M の「U p d a t e 」フォルダに収められたテキストファイル
（Readme.txt）をお読みください。

手  順

1　CD-ROMをセットする
インストーラが自動的に起動し
ます。

2　〔ソフトウェアライブラ
リ〕をクリックする

Webブラウザが起動し、ソフト
ウェアライブラリの画面が表示
されます。
〔プリンタドライバ〕から作成す
るプリンタドライバをクリック
し、画面の説明に従ってくださ
い。
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NetWareNetWareNetWareNetWareNetWare 環境での印刷設定環境での印刷設定環境での印刷設定環境での印刷設定環境での印刷設定
ここでは、NetWare環境から印刷するための手順の概要を説明します。
詳細については、プリンタ添付のCD-ROM に収められているソフト
ウェアマニュアルをお読みください。

NetWare環境でご使用になれるのは、NetWare対応XLプ
リンタのみです。

N e t W a r e 機能をサポートしていないプリンタは、
NetWare環境ではご使用になれませんのでご注意くださ

い。

準  備
NetWare環境の印刷設定を行うためには、以下の環境が必要です。

・Windows 98/95およびNovell NetWare（Workstation Shell 4.0 and
above〔VLM〕）

・Windows 98/95およびNovell NetWare Client 32

また、IPX/SPX互換プロトコル、NetWareクライアントサービスをあ
らかじめ組み込んでおく必要があります。

手  順

1  ネットワーク設定ユーティリティを管理者のパソコンにイ
ンストールする

インストール方法は、ソフトウェアマニュアル「第７章　Printianavi
ネットワーク設定ユーティリティ」を参照してください。

2 NetWare環境で印刷するための設定を行います。
詳細は、ソフトウェアマニュアル「第８章　NetWare印刷の設定」を参
照してください。
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プリンタLANポートのNetWare動作環境設定
（管理者のみ）

1 プリンタ添付のCD-ROMから、Printianaviネットワーク設
定ユーティリティをインストールする

2 NetWareサーバにスーパーバイザでログインする

3 ネットワーク設定ユーティリティを起動する

4 プリンタの一覧から環境設定を行うプリンタを選択する

5 NetWareプロトコルの設定を選択する

6 設定を行う
画面に従って、マシン名、パケット形式、動作モード、動作モード別の
詳細設定、NetWareポート名を設定し、設定内容をプリンタに反映して
終了します。

手順4でプリンタの一覧に該当するプリンタが表示されない
場合は、プリンタのオペレータパネルでNetWareプロトコル
が有効に設定されているか確認してください。NetWareプロ
トコルが無効となっている場合には、有効に変更します。
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 NetWareプロトコルの設定項目（管理者のみ）

マシン名 ..........................プリントサーバモード時のプリントサーバ名と
して使用します。

パケット形式.................. 802.2が初期値です。NetWareサーバが認識で
きるパケット形式を選択します。

動作モード ...................... リモートプリンタモードとプリントサーバモー
ドを選択します。
リモートプリンタモードでは、ネットワーク内
に対応するNetWareのプリントサーバが起動
している必要があります。
プリントサーバモードでは、プリンタ自身が
NetWare のプリントサーバとして動作するた
め、専用のプリントサーバを起動する必要はあ
りません。ただし、NetWareファイルサーバに
１ユーザとしてログインします。
リモートプリンタモードでは最大8台のプリン
トサーバに接続して、最大 8 個のプリント
キューを処理することができます。プリント
サーバモードでは最大8台のファイルサーバに
接続して、最大32個のプリントキューを処理
することができます。

リモートプリンタ詳細...... 最大８台までのプリントサーバ名の登録とジョ
ブタイムアウト時間を設定します。

プリントサーバ詳細......最大 8 台までのファイルサーバ名の登録と、
ファイルサーバにログインする際に必要となる
パスワードの設定、およびジョブポーリング間
隔を指定します。

NetWareポート名......... PCONSOLEの「プリントサーバ情報」の「プ
リンタの構成」に使用する名前です。

マシン名、プリントサーバ名、ファイルサーバ名、パスワー
ド、NetWareポート名に使用できる文字は31文字以内の半
角英数字です。
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NetWareサーバ側の設定（管理者のみ）

NetWare4.1J（IntranetWare）上で使用する場合、次の点

に注意して設定を行ってください。
・ プリントサーバモードで使用するとき

サーバにバインダリモードでログインして設定します。
また、NetWare4.1Jのユーザに対してキューを公開する

場合は、サーバにNDSモードでログイン後、キューユー

ザを追加してください。
・ リモートプリンタモードで使用するとき

サーバにNDSモードでログインして設定してください。

設定の手順

1 N e t W a r e サーバにスーパーバイザでログインし、
PCONSOLEコマンドを実行する

2 「利用可能な項目」から「プリントキュー情報」を選択する

3 「プリントキュー情報」で〔Insert〕キーを押し、任意のプリ
ントキュー名を追加する

4 〔Esc〕キーを押して「利用可能な項目」に戻り、「プリント
サーバ情報」を選択する

5 「プリントサーバ」で〔Insert〕キーを押して新プリントサー
バ名を入力する

リモートプリンタモードの場合は、任意のプリントサーバ名を、プリン
トサーバモードの場合はプリンタLANポートに設定したマシン名を入
力します。

6 手順5で作成したプリントサーバを選択し、「プリントサー
バ情報」の「プリントサーバ構成」を選択する

7 「プリントサーバ構成メニュー」から「プリンタの構成」
を選択すると表示される「構成完了プリンタ」から「イン
ストールされていません0」を選択する

「プリンタ0の構成」へ移行します。
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8 「プリンタ0の構成」画面の「名前：」に、プリンタLANポー
トに設定したNetWareポート名を入力する

9 「タイプ：」を選択し、「プリンタタイプ」に移行し、
プリンタタイプで「リモートプリンタ、LPT1」を選択する

10〔Esc〕キーを押して、設定を保存する
11「プリントサーバ情報」に戻り、「プリントサーバ構成」、「プ

リンタでサービスされているキュー」を順に選択して「定義
済みのプリンタ」へ移行し、「プリンタ0の構成」で設定し
たプリンタポート名を選択する

12 サービスキューリストで〔Insert〕キーを押して、「使用可能
キュー」の中から「プリントキュー情報」で設定したキュー
名を選択する

13 PCONSOLEを終了する
14 リモートプリンタモードのときは、PCONSOLEの設定を有

効にするため、NetWareのプリントサーバを再起動する

15 すべての設定作業が終わったら、プリンタ本体の電源を再投
入する
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クライアントから印刷できるようにするための設定

1 仮の印刷先ポートを指定してプリンタドライバをインストー
ルする

「第２章　プリンタドライバのインストール」（29ページ）を参照して
ください。
印刷先は適当なポート（ローカルポート：LPT1など）を選択してくだ
さい。

ここでは、実際に接続されていないポートを仮の印刷先と

して指定します。テストページ等の印刷は行わないでくだ

さい。

2 印刷先ポートの変更を行う
詳細は、「印刷先ポートの追加と変更」（57、61ページ）と「サーバ経
由で印刷するとき」（58、62ページ）（Windows 3.1は「Windows 3.1
のとき」（64ページ））を参照してください。
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メッセージ一覧メッセージ一覧メッセージ一覧メッセージ一覧メッセージ一覧

プリンタ一覧（Printianaviマネージャ）

Printianaviマネージャの�
〔プリンタ一覧〕�

表示内容 意味 ｱｲｺﾝ 備考
（空白） プリンタは正常状態です。
印刷中 印刷中です。
停止中 プリンタが一時停止状態となっています。

正常状態
他で使用中 プリンタが他のコンピュータより使用されて プリンタとの

います。 通信が不可能
ｾｯﾄｱｯﾌﾟ中 プリンタがセットアップ中です。 な場合は表示
ﾌﾟﾘﾝﾀ空き待ちプリンタが他のコンピュータより使用されて 情報あり されません。

おり、その終了を待ち合せています。
ｳｫｰﾑｱｯﾌﾟ プリンタのウォームアップ完了を待ち合せてい

ます。
ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ プリンタがパワーセーブ状態です。
印刷設定中 プリンタが印刷設定中です。
ﾄﾅｰ少 トナーが残り少なくなっています。
印刷中 印刷中かつトナーが残り少なくなった状態で
（ﾄﾅｰ少） す。

警告あり
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表示内容 意味 ｱｲｺﾝ 備考
ｵﾌﾗｲﾝ プリンタがオフライン状態です。 プリンタとの
用紙なし プリンタの用紙がありません。 通信が不可能
ｶｾｯﾄなし プリンタのカセットがセットされていません。 な場合は表示
ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ プリンタがカバーオープン状態です。 異常状態 されません。
ユニット確認 プリンタの給紙トレイ、両面ユニット、または

定着器が外れています。
用紙交換 プリンタの用紙を交換してください。
用紙ｻｲｽﾞｴﾗｰ プリンタの用紙サイズが違います。
紙詰まり プリンタが紙詰まり状態です。
ｶｰﾄﾘｯｼﾞなし プリンタのプロセスカートリッジが正しくセッ

トされていません。
トレイフル プリンタの排紙トレイに用紙がたまっていま

す。
メモリ不足 プリンタメモリが不足しているため、指定した

印刷が行えない状態です。
ﾒﾓﾘｵｰﾊﾞｰ プリンタでメモリオーバーが発生したため、

印刷を一時停止しています。
ﾌﾟﾘﾝﾀﾘｾｯﾄ プリンタがプリンタリセットエラー状態です。
ﾊｰﾄﾞｴﾗｰ プリンタがハードエラー状態です。
通信ｴﾗｰ プリンタとの通信が異常となりました。
応答なし プリンタからの応答がありません。
ｴﾗｰ その他のエラーが発生しています。
（空白） プリンタの情報を取得中です。 その他
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プリンタステータス

（Printianaviマネージャ、Printianaviネットワーク設定

ユーティリティ、Printia XL ドライバ）

プリンタ状態�

ステータス�
アイコン�
エラー詳細�
給紙情報／�
印刷枚数�

プリンタ情報ビットマップ�
プリンタの機種や給紙口、状態に応じたビットマップを表示します。�

�

Printianaviマネージャの
〔状態〕タブ�

Printianavi XLドライバのプロパ
ティの〔用紙〕タブ、および�
Printianaviネットワーク設定ユー
ティリティの〔ステータス表示〕�

給紙情報

給紙情報で表示されるアイコンは、次のとおりです。

アイコン（色） 説  明
用紙が入っています。

（黒）
用紙が残り少なくなっています。用紙サイズの横に

（黄色）「残量少し」と表示されます。
用紙がありません。この給紙口から印刷を行う前

（暗い赤色）に、用紙を補給してください。
用紙サイズの横に「用紙なし」と表示されます。
給紙カセットが正しくセットされていません。

（暗い赤色）給紙カセットにサポート外の用紙をセットしたとき
は「用紙サイズエラー」、給紙カセットが正しく装着
されていないときは「カセットなし」と表示されま
す。(用紙サイズおよび用紙残量情報は表示されませ
ん。)
プリンタからの情報をまだ取得していないか、取得

（グレー）に失敗したため、給紙情報が不明です。
（用紙サイズおよび用紙残量情報は表示されません。）
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また、次のプリンタ状態（エラー）の場合は、エラーが発生している給
紙口情報の文字が暗い赤色で表示されます。

プリンタ状態 暗い赤色で表示される給紙口

給紙トレイが外れています 給紙トレイ
給紙カセットがセットされていません カセットなしの給紙口すべて
給紙カセット×が正しくセットされて カセット×
いません
給紙トレイの用紙サイズが違います 給紙トレイ
給紙カセット×の用紙サイズが違いま カセット×
す
給紙トレイの用紙がありません 給紙トレイ
給紙カセット×の用紙がありません カセット×
給紙トレイで紙詰まりが発生しました 給紙トレイ
給紙カセット×で紙詰まりが発生しま カセット×
した

ただし、これらはプリンタ状態の表示内容と同期しているため、給紙口
のエラーが解除されないまま他のエラーが発生した場合は、給紙口情報
の文字は黒色になります。（例えば、プリンタ状態が「給紙カセットが
セットされていません」のとき、カセットをセットしないで上部／背面
カバーを開くと、プリンタ状態は「上部／背面カバーが開いています」
に変わり、同時に暗い赤色で表示された給紙情報の文字は黒色になりま
す。）
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ステータスアイコン／プリンタ状態／エラー詳細

ステータスアイコン プリンタ状態 エラー詳細
オンライン
パワーセーブ中．．．

正常 ウォームアップ中．．．
印刷中．．．
情報取得中．．． しばらくおまちください。
他で使用中 プリンタ装置が他で使用中です。
情報設定中．．．(注1) しばらくおまちください。
情報の設定が完了しました(注 1) しばらくおまちください。
オンライン トナーが残り少なくなりました。
パワーセーブ中．．．

トナー少 ウォームアップ中．．．
（黄色） 印刷中．．．

プリンタからの応答があり
ません(注2)

エラー、警告 プリンタが印刷設定中です
上部カバーが開いています 上部カバーを閉じて、オンラインにして

ください。
フロントカバーが開いてい フロントカバーを閉じて、オンラインに
ます してください。
定着器カバーが開いていま 定着器カバーを閉じて、オンラインにし
す てください。
上部/背面カバーが開いて 上部/背面カバーを閉じて、オンライン
います にしてください。
給紙トレイが外れています 給紙トレイを装着して、オンラインにし

てください。
両面ユニットが外れていま プリンタの電源を切り、背面カバーを開
す けて、両面ユニットを正しく装着してく

ださい。
定着器が外れています プリンタの電源を切り、背面カバーを開

けて、定着器を正しく装着してください。
排紙トレイが用紙でいっぱ 排紙トレイの用紙を取り除いて、オンラ
いです インにしてください。
プリンタがオフラインとな プリンタをオンラインにしてください。
っています
注1：Printianaviマネージャの〔ネットワーク〕タブで、設定を行った

ときのみ表示されます。
注2：Printianaviマネージャの〔ネットワーク〕タブでも表示されます。
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ステータスアイコン プリンタ状態 エラー詳細

プリンタがリセットされま プリンタをオンラインにしてください。
した

エラー、警告 リモート設定中です しばらくおまちください。
初期化中です しばらくおまちください。
プリンタメモリが不足して プリンタドライバの解像度を300dpi に
います 設定し直すか、A4以下のサイズで再度

印刷してください。
プリンタメモリが不足して プリンタドライバの「テキストを高速印
います 刷する」機能を無効にして、再度印刷し

てください。
メモリオーバーが発生しま プリンタのいずれかのスイッチを押して
した(ESC/Page) ください。処理を続行します。
プリンタメモリが不足して プリンタのいずれかのスイッチを押して
います ください。片面印刷で続行します。
プリンタからの情報取得が 環境を確認してください。
できません(注2)
システムエラーが発生しま (注3)
した(注2)
プリンタで異常が発生しま プリンタの状態を確認してください。
した
プリンタからの応答が異常 (注3)
です(注4)
指定した用紙がありません 給紙カセット、または給紙トレイに用紙
（用紙サイズ） を補給し、オンラインにしてください。

用紙なし 給紙カセットXに用紙があ 給紙カセットXに用紙を補給し、オンラ
りません（用紙サイズ） インにしてください。
給紙トレイに用紙がありま 給紙トレイに用紙を補給してください。
せん（用紙サイズ）
給紙カセットがセットされ 給紙カセットをセットしてください。
ていません

カセット 給紙カセット×が正しくセ 給紙カセット×をセットし直してくださ
エラー ットされていません い。

（暗い赤色） 用紙サイズが違います 給紙カセット、また給紙トレイの用紙を
（用紙サイズ） 交換し、オンラインにしてください。
注2：Printianaviマネージャの〔ネットワーク〕タブでも表示されます。
注3：Printianaviマネージャの〔ネットワーク〕タブでは、エラー詳細

に「エラー詳細：コード」の形式でエラーコードが表示されます。
注4：Printianaviマネージャの〔ネットワーク〕タブでのみ表示されます。
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ステータスアイコン プリンタ状態 エラー詳細

給紙カセット×の用紙サイ 給紙カセット×の用紙を交換し、オンラ
ズが違います（用紙サイズ） インにしてください。

カセット 給紙トレイの用紙サイズが 給紙トレイの用紙を交換し、オンライン
エラー 違います（用紙サイズ） にしてください。

（暗い赤色）
給紙カセット×で紙詰まり 各カバー、給紙カセット内を確認し、詰
が発生しました まった紙を取り除いてください。

紙詰まり 給紙トレイで紙詰まりが発
生しました
プリンタ内部で紙詰まりが
発生しました
排紙部で紙詰まりが発生し
ました
両面ユニットで紙詰まりが
発生しました
プロセスカートリッジが正 プロセスカートリッジをセットし直して
しくセットされていません ください。

カートリッジエラー
ハードエラーが発生しまし プリンタの電源を再投入し、再度印刷し
た てください。

ハードエラー
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Printianaviによるメッセージ表示一覧

ステータス表示ウィンドウ

Printianaviの設定で「印刷中のステータスを表示する」を設定している
場合、印刷中にプリンタの状態や印刷状況を表示します。

最小化時
ステータスアイコン�

アイコン 説  明

印刷中です。

プリンタがウォームアップ状態です。

プリンタがエラー状態です。

プリンタのトナーが残り少なくなっているなど、その他
の状態を示します。
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ポップアップ時

ステータスアイコン�

ステータス内容�

プリンタ情報ビットマップ�
�プリンタの機種や給紙口、状態に応じたビットマップを表示します。�

ステータスアイコン ステータス内容

〔印刷中 ...〕
〔印刷中 ...〕

正常 両面印刷の指定は無効です。（プリンタメモリ不足）
〔印刷中 ...〕
両面印刷の指定は無効です。（両面ユニットなし）
〔印刷待ち〕
プリンタが他で使用中のため待ち合わせています。
〔ウォームアップ中 ...〕
プリンタがウォームアップ動作中です。しばらくお待ちください。
〔印刷の再開準備中 ...〕
印刷再開準備中です。 しばらくお待ちください。
〔印刷中 ...（トナーニアエンプティ）〕
トナーが残り少なくなりました。

トナー少 〔印刷中 ...（トナーニアエンプティ）〕
（黄色） トナーが残り少なくなりました。

両面印刷の指定は無効です。（プリンタメモリ不足）
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ステータスアイコン ステータス内容

〔印刷中 ...（トナーニアエンプティ）〕
トナーが残り少なくなりました。

トナー少 両面印刷の指定は無効です。（両面ユニットなし）
（黄色） 〔ウォームアップ中 ...（トナーニアエンプティ）〕

プリンタがウォームアップ動作中です。 しばらくお待ちください。
トナーが残り少なくなりました。
〔印刷設定中 ...〕
プリンタの設定スイッチが有効となっています。

エラー、警告 〔0300オフライン〕
プリンタがオフラインとなっています。
プリンタをオンラインにしてください。
〔0301用紙なし〕
指定した用紙がありません。（用紙サイズ）

用紙なし 給紙カセット、または給紙トレイに用紙を補給し、オンラインにして
ください。
〔 0302用紙なし〕
給紙カセット×に用紙がありません。（用紙サイズ）
給紙カセット×に用紙を補給し、オンラインにしてください。
〔 0303用紙なし〕
給紙トレイに用紙がありません。（用紙サイズ）
給紙トレイに用紙を補給してください。
〔 0304カセットなし〕
給紙カセットがセットされていません。

カセットエラー、給紙カセットをセットしてください。
（暗い赤色）

〔 0305カバーオープン〕
上部カバーが開いています。

エラー、警告 上部カバーを閉じて、オンラインにしてください。
〔 0306カバーオープン〕
フロントカバーが開いています。
フロントカバーを閉じて、オンラインにしてください。
〔 0307カバーオープン〕
定着器カバーが開いています。
定着器カバーを閉じて、オンラインにしてください。
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ステータスアイコン ステータス内容

〔0309用紙交換〕
用紙サイズが違います。（用紙サイズ）

カセット 給紙カセット、または給紙トレイの用紙を交換し、オンラインにして
エラー ください。

（暗い赤色） 〔0310用紙交換〕
給紙カセット×の用紙サイズが違います。（用紙サイズ）
給紙カセット×の用紙を交換し、オンラインにしてください。
〔0311用紙交換〕
給紙トレイの用紙サイズが違います。（用紙サイズ）
給紙トレイの用紙を交換し、オンラインにしてください。
〔0312用紙サイズエラー〕
給紙カセット×が正しくセットされていません。
給紙カセット×を正しくセットし直してださい。
〔 0314紙詰まり〕
排紙部で紙詰まりが発生しました。

紙詰まり 各カバー、給紙カセット内を確認し、詰まった紙を取り除いてくださ
い。
〔 0315紙詰まり〕
給紙カセット×で紙詰まりが発生しました。
各カバー、給紙カセット内を確認し、詰まった紙を取り除いてくださ
い。
〔0316紙詰まり〕
給紙トレイで紙詰まりが発生しました。
各カバー、給紙カセット内を確認し、詰まった紙を取り除いてくださ
い。
〔 0317紙詰まり〕
プリンタ内部で紙詰まりが発生しました。
各カバー、給紙カセット内を確認し、詰まった紙を取り除いてくださ
い。
〔0318紙詰まり〕
両面ユニットで紙詰まりが発生しました。
各カバー、給紙カセット内を確認し、詰まった紙を取り除いてくださ
い。
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ステータスアイコン ステータス内容

〔0319 カートリッジなし〕
プロセスカートリッジが正しくセットされていません。

カートリッジエラー プロセスカートリッジをセットし直してください。
〔0320 トレイフル〕
排紙トレイが用紙でいっぱいです。

エラー、警告 排紙トレイの用紙を取り除いて、オンラインにしてください。
〔0330 ユニット確認〕
給紙トレイが外れています。
給紙トレイを装着して、オンラインにしてください。
〔0331 ユニット確認〕
両面ユニットが外れています。
プリンタの電源を切り、背面カバーを開けて、両面ユニットを正しく
装着してください。
〔0332 ユニット確認〕
定着器が外れています。
プリンタの電源を切り、背面カバーを開けて、定着器を正しく装着し
てください。
〔0351 メモリオーバー〕
メモリオーバーが発生しました。（ESC/Page）
プリンタのいずれかのスイッチを押してください。処理を続行します。
〔0353 メモリ不足〕
プリンタメモリが不足しています。
プリンタドライバの解像度を300dpi に設定し直すか、A4以下のサイ
ズで再度印刷してください。
〔0354 メモリ不足〕
プリンタメモリが不足しています。
プリンタドライバの「テキストを高速印刷する」機能を無効にして、
再度印刷してください。
〔0356 メモリ不足〕
プリンタメモリが不足しています。
プリンタのいずれかのスイッチを押してください。片面印刷で続行し
ます。
〔0371 プリンタリセット〕
プリンタがリセットされました。
プリンタをオンラインにしてください。
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ステータスアイコン ステータス内容

〔0373 プリンタリセット〕
プリンタが初期化中です。

エラー、警告 プリンタの初期化終了後、印刷が開始されます。
〔0390 プリンタ異常〕
プリンタで異常が発生しました。
プリンタの状態を確認してください。
〔0405 カバーオープン〕
上部／背面カバーが開いています。
上部／背面カバーを閉じて、オンラインにしてください。
〔XXXX 通信エラー〕
プリンタとの通信が異常となりました。
プリンタの電源を投入し直してください。
〔1500 応答なし〕
プリンタからの応答がありません。
プリンタの電源、およびケーブルを確認してください。
〔XXXX ハードエラー〕
ハードエラーが発生しました。

ハード プリンタの電源を再投入し、再度印刷してください。
エラー

〔1900 メモリ不足〕
メモリ不足が発生しました。

エラー、警告 プリンタが接続されているコンピュータ上の不要なアプリケーション
を終了してください。
〔XXXX システムエラー〕
システムエラーが発生しました。
いったん印刷を終了し、再度印刷を行ってください。
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エラーメッセージ

Printianaviの設定で「エラー時にメッセージを通知する」を設定してい
る場合、印刷中にエラーが発生したときにエラーメッセージを表示しま
す。

エラー重大度�
�リカバリ可能な場合は「警告」、不可能な場合は�
�「停止」と表示します。�

エラー番号� エラーメッセージ�

処置�

※ 以降のメッセージ一覧表中の自動再開欄の記号は、次の意味を示し
ます。

○......... プリンタの操作でエラーが解除されると、印刷を自動的に再開
します。

△......... プリンタのセットアップ項目の「環境設定」の「データ保証」が
「設定」になっているときは、印刷を自動的に再開します。それ
以外の場合は、印刷開始前にエラーを検出した場合のみ印刷を
自動的に再開し、印刷中にエラーを検出した場合は、印刷を打
ち切ります。

□......... 印刷開始前にエラーを検出した場合は、印刷を自動的に再開し
ます。
印刷中にエラーを検出した場合は、印刷を打ち切ります。

×......... 印刷を再開しません。（印刷打ち切り）
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番号 エラー内容 エラーメッセージ 処  置 自動再開
0300 オフライン 〔オフライン〕 プリンタをオンラインにしてくだ ○

プリンタがオフラインとなって さい。
います。

0301 用紙なし 〔用紙なし〕 給紙カセット、または給紙トレイ ○
指定した用紙がありません。 に用紙を補給し、オンラインにし
（用紙サイズ） てください。

0302 用紙なし 〔用紙なし〕 給紙カセット×に用紙を補給し、 ○
給紙カセット×に用紙がありま オンラインにしてください。
せん。（用紙サイズ）

0303 用紙なし 〔用紙なし〕 給紙トレイに用紙を補給してくだ ○
給紙トレイに用紙がありません。 さい。
（用紙サイズ）

0304 カセット 〔カセットなし〕 給紙カセットをセットしてくださ ○
なし 給紙カセットがセットされてい い。

ません。
0305 カバー 〔カバーオープン〕 上部カバーを閉じて、オンライン ○

オープン 上部カバーが開いています。 にしてください。
0306 カバー 〔カバーオープン〕 フロントカバーを閉じて、オンラ ○

オープン フロントカバーが開いています。 インにしてください。
0307 カバー 〔カバーオープン〕 定着器カバーを閉じて、オンライ ○

オープン 定着器カバーが開いています。 ンにしてください。
0309 用紙サイズ 〔用紙交換〕 給紙カセット、または給紙トレイ ○

不一致 用紙サイズが違います。 の用紙を交換し、オンラインにし
（用紙サイズ） てください。

0310 用紙サイズ 〔用紙交換〕 給紙カセット×の用紙を交換し、 ○
不一致 給紙カセット×の用紙サイズが オンラインにしてください。

違います。（用紙サイズ）
0311 用紙サイズ 〔用紙交換〕 給紙トレイの用紙を交換し、オン ○

不一致 給紙トレイの用紙サイズが違い ラインにしてください。
ます。（用紙サイズ）

0312 用紙サイズ 〔用紙サイズエラー〕 給紙カセット×をセットし直して ○
エラー 給紙カセット×が正しくセット ください。

されていません。
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番号 エラー内容 エラーメッセージ 処  置 自動再開
0314 紙詰まり 〔紙詰まり〕 各カバー、給紙カセット内を確認 △

排紙部で紙詰まりが発生しまし し、詰まった紙を取り除いてくだ （注１）
た。 さい。

0315 紙詰まり 〔紙詰まり〕
給紙カセット×で紙詰まりが発
生しました。

0316 紙詰まり 〔紙詰まり〕
給紙トレイで紙詰まりが発生し
ました。

0317 紙詰まり 〔紙詰まり〕
プリンタ内部で紙詰まりが発生
しました。

0318 紙詰まり 〔紙詰まり〕
両面ユニットで紙詰まりが発生
しました。

0319 カートリッジなし 〔カートリッジなし〕 プロセスカートリッジをセットし ○
プロセスカートリッジが正しく 直してください。
セットされていません。

0320 トレイフル 〔トレイフル〕 排紙トレイの用紙を取り除いて、 ○
排紙トレイが用紙でいっぱいで オンラインにしてください。
す。

0330 ユニット確認 〔ユニット確認〕 給紙トレイを装着して、オンライ ○
給紙トレイが外れています。 ンにしてください。

0331 ユニット確認 〔ユニット確認〕 プリンタの電源を切り、背面カバ ○
両面ユニットが外れています。 ーを開けて、両面ユニットを正し

く装着してください。
0332 ユニット確認 〔ユニット確認〕 プリンタの電源を切り、背面カバ ○

定着器が外れています。 ーを開けて、定着器を正しく装着
してください。

0351 メモリオーバー 〔メモリオーバー〕 プリンタのいずれかのスイッチを ○
メモリオーバーが発生したため、 押してください。処理を続行しま
印刷を一時停止しています。 す。
(ESC/Page)

0353 メモリ不足 〔メモリ不足〕 プリンタドライバの解像度を300 □
プリンタメモリが不足している dpi に設定し直すか、A3、B4用紙
ため、指定した印刷が行えませ の場合はA4縮小設定にして再度印
ん。（解像度600dpi） 刷してください。

0354 メモリ不足 〔メモリ不足〕 プリンタドライバの「テキストを □
プリンタメモリが不足している 高速印刷する」機能を無効にして、
ため、指定した印刷が行えませ 再度印刷してください。
ん。（テキスト高速印刷）

0356 メモリ不足 〔メモリ不足〕 プリンタのいずれかのスイッチを ○
プリンタメモリが不足している 押してください。片面印刷で続行
ため、指定した印刷が行えませ します。
ん。（両面印刷）

注１: プリントサーバがWindows NT4.0の場合、エラーメッセージウィンドウか
ら印刷を再開するページを指定することができます。（印刷ドキュメントをス

プールしているときのみ）
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番号 エラー内容 エラーメッセージ 処  置 自動再開
0371 パネルリセット 〔プリンタリセット〕 プリンタをオンラインにしてくだ □

（注２） プリンタがリセットされました。 さい。
0373 プリンタ 〔プリンタリセット〕 プリンタの初期化終了後、印刷が ○

ソフトリセット プリンタが初期化中です。 開始されます。
0390 プリンタ異常 〔プリンタ異常〕 プリンタの状態を確認してくださ △

プリンタで異常が発生しました。 い。 （注１）
0405 カバーオープン 〔カバーオープン〕 上部／背面カバーを閉じて、オン ○

上部／背面カバーが開いていま ラインにしてください。
す。

0500 通信タイムアウト 〔通信エラー〕 プリンタの電源を投入し直してく □
プリンタとの通信が異常となり ださい。
ました。

0520 パラメータ長
～ エラー

0526
0540 未定義コマンド
0560 コマンド
～ シーケンスエラー

0567
5500 ポートモニタ
～ エラー

5505
1520 プロトコル異常
1500 通信タイム 〔応答なし〕 プリンタの電源、およびケーブル □

アウト プリンタからの応答がありません。を確認してください。プリンタの（注１）
（電源断） 接続が正常な場合、プリンタ側の

パネル操作で、双方向インタフェ
ースが有効（バイセントロモード：
設定）になっていることを確認し
てください。

0700 エンジン異常 〔ハードエラー〕 プリンタの電源を再投入し、再度 □
～ ハードエラーが発生しました。 印刷してください。 （注１）

0705
1900 メモリ不足 〔メモリ不足〕 プリンタが接続されているコンピ ×

（パソコン側） メモリ不足が発生しました。 ュータ上の不要なアプリケーショ
ンを終了してください。

5900 システムエラー 〔システムエラー〕 いったん印刷を終了し、再度印刷 ×
5901 （ポートモニタ） システムエラーが発生しました。 を行ってください。

上記以外 システムエラー 〔システムエラー〕 いったん印刷を終了し、再度印刷
システムエラーが発生しました。 を行ってください。

注１: プリントサーバがWindows NT4.0の場合、エラーメッセージウィンドウか
ら印刷を再開するページを指定することができます。（印刷ドキュメントをス
プールしているときのみ）

注2: プリンタリセットのタイミングによっては、通信エラーとなることがありま
す。印刷を中止したいときは、プリンタをオフラインにしてから、Printianavi

のエラーメッセージ画面で「印刷打ち切り」を実行することをお勧めします。
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ネットワーク用語の解説ネットワーク用語の解説ネットワーク用語の解説ネットワーク用語の解説ネットワーク用語の解説

SNMP

SNMP（Simple Network Management Protocol）とは、ネットワー
ク上の各種接続機器を管理するためのインターネット標準のプロトコル
です。ネットワーク上の各種接続機器がSNMPをサポートしていれば、
ワークステーションで動作している汎用のSNMP管理マネージャソフ
トから、SNMPメッセージを使用することでその接続機器の設定情報で
あるMIB（Management Information Base : 管理情報ベース）を読み
込んだり、逆にそれを設定することで接続機器の集中管理や、接続機器
の非同期に起こるエラー発生とその内容を監視することが可能となりま
す。

・SNMPメッセージ
SNMPによるエージェントの管理は以下の5種類のメッセージを使って
行われます。

メッセージ種別 説  明 メッセージの送信方向

GetRequest オブジェクトの値の読み出し要求 マネージャ → エージェント
GetNextRequest オブジェクトの連続した値の読み出し要求 マネージャ → エージェント
SetRequest オブジェクトの値の書き込み要求 マネージャ → エージェント
GetResponse 読み出し・書き込み要求に対する応答 エージェント → マネージャ

Trap 例外事象の通知 エージェント → マネージャ

なお、本プリンタではSetRequestはサポートしていません。

MIB

SNMPでは、ネットワーク上の各種接続機器の動作状況を監視・管理す
るための動作状況に関するデータをMIB（Management Information
Base : 管理情報ベース）といいます。
本プリンタはMIB-ⅡおよびPrinterMIBをサポートしています。プリン
タに添付されているCD-ROMにはPrinterMIBに対応したASN.1形式
の「XLprtmib.my」が「MIB」ディレクトリに収録されています。これ
をSNMP管理マネージャソフトにインストールして使用してください。
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DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）

IPアドレスの自動割り付けシステムです。クライアントがTCP/IP通信
を行うときに、必要に応じてサーバからIPアドレスをもらい、通信終了
後にはサーバにIPアドレスを戻します。IPアドレス設定ユーティリティ
はDHCPを利用してプリンタへの IPアドレス割り当てを実現していま
す。

BPP（Business Printer Protocol）

富士通独自の双方向ネットワークプリンタ通信プロトコル（TCP/IPを
使用）です。
プリンタとの双方向通信によりPrintianaviのエラー通知やページリカバ
リ機能をサポートしているので、lpr印刷に比べて信頼性の高いシステム
を構築できます。

lpr（Line Printer Remote）

TCP/IP標準の印刷制御プロトコルです。Windows NTでは、TCP/IP
印刷サービスとして標準添付されています。
ただし、双方向通信はサポートしていないため、lpr印刷ではPrintianavi
機能は使用できません。

RFC（Request For Comments）

インターネットの研究開発機関 IETF（Internet Engineering Task
Force）がとりまとめている文書群を指します。一般的にはTCP/IPの
規格書として知られています。
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PrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviPrintianaviトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング
双方向プリンティングシステム「Printianavi」、およびPrintia XLドラ
イバを使用中に発生する問題の対処方法を示します。なお、以下の内容
とともに、「Printia LASER プリンタユーティリティV3.1」CD-ROM内
のREADME.TXTもお読みください。

Windows 98/95のプリンタポートから印刷できない

・プリンタケーブルが正しく接続されているか確認してください。プリ
ンタ切り替え器やプリンタ増設カードをご利用の場合、プリンタとの
双方向通信ができずに通信エラーが発生する場合があります。

・プリンタの電源を再投入してください。プリンタとの双方向通信が復
旧することがあります。

・双方向通信をサポートした他のプリンタドライバ（XL-2000W、XJ
シリーズなど）をインストールしている場合は、他のプリンタの「印
刷先のポート」を「FILE:」に変更してください。

・〔スプールの設定〕ダイアログボックスで「このプリンタの双方向通信
機能をサポートしない」設定にし、印刷してください。
〔スプールの設定〕ダイアログボックスは、次の手順で開きます。

1 〔スタート〕ボタンから、〔設定〕〔プリンタ〕の順で選択
し、お使いのプリンタをクリックします。

2 〔ファイル〕メニューから〔プロパティ〕を選択し、〔詳細〕
〔スプールの設定〕を順にクリックします。

・「このプリンタの双方向通信機能をサポートしない」に設定すると印刷
でき、「このプリンタで双方向通信機能をサポートする」に設定すると
印刷できないときは、ご使用のパソコンのプリンタポートが双方向通
信機能をサポートしていない、あるいはポートドライバに不具合があ
ると考えられます。
ECPプリンタポートが設定されている場合には、プリンタポートに変
更します。
プリンタポートの変更は、次の手順で行います。
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1 〔スタート〕ボタンから、〔設定〕〔コントロールパネル〕の
順で選択します。

2 〔システム〕をダブルクリックし、〔システムのプロパ
ティ〕ダイアログボックスを開きます。

3 〔デバイスマネージャ〕をクリックし、〔ポート（COM/
LPT）〕の〔プリンタポート（LPT1）〕をダブルクリック
して〔プリンタポートのプロパティ〕ダイアログボックス
を開きます。

4 〔ドライバ〕〔ドライバの更新〕の順にクリックし、「すべ
てのデバイスを表示」を選択します。

5 〔プリンタポート〕をダブルクリックし、プリンタポート
を変更します。

※ プリンタポートを変更しても状態が改善されないときは、モジュール
「LPT.VXD」を別のバージョンのモジュールに変更する必要がありま
す。（Windows 95）
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Windows 98/95で印刷できるが、Printianavi のメッ
セージが表示されない

・Printia XL ドライバが正しく選択されているか確認してください。
プリンタを「通常使うプリンタに設定」することをお勧めします。な
お、アプリケーションによっては、以前使用したプリンタを記憶して
いる場合がありますので、どのプリンタを選択しているか確認してく
ださい。

・〔スプールの設定〕で、「このプリンタで双方向通信機能をサポートす
る」が選択されていることを確認してください。（「Windows 98/95
のプリンタポートから印刷できない」を参照）

・プリンタのプロパティで「Printianaviを有効にする」が設定されてい
ない場合、Printianavi のメッセージは表示しません。
次の操作で「Printianavi を有効にする」を設定してください。

1 〔スタート〕ボタンから、〔設定〕〔プリンタ〕の順で選択
し、お使いのプリンタをクリックします。

2 〔ファイル〕メニューから、〔プロパティ〕を選択し、
〔Printianavi〕をクリックします。

・ネットワーク環境でPrintianavi をお使いになる場合は、Printianavi
ネットワーク連携ユーティリティを使用するすべてのパソコン（プリ
ントサーバを含む）にインストールし、動作環境、および到着通知パ
ネルの起動（クライアント）を設定する必要があります。詳しくは、
ソフトウェアマニュアル「第5章　Printianavi ネットワーク連携ユー
ティリティ」を参照してください。

・プリントサーバにPrintianaviのメッセージが表示される場合は、クラ
イアントの到着通知パネルをいったん終了し、再起動してください。
クライアントの到着通知パネルを起動するときにプリントサーバが起
動していなかったり、到着通知パネルを起動した後にプリントサーバ
を再起動したときにこのような現象が発生します。
到着通知パネルを終了するときは、到着通知パネルを右クリックし、
「到着通知パネルの終了」または「閉じる」を選択します。
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Windows NT4.0やWindows 98/95以外の共有プリン
タでPrintianavi 機能を使いたい

Printianaviは、Windows NT4.0およびWindows 98/95に対応してい
ます。Windows  NT4 .0 より前のバージョン（3 .51 など）や、
IntranetWare、NetWare 4.1J／NetWare 3.12Jでは、Printianaviを
使用することはできません。（共有プリンタとして利用することはでき
ます。）

Windows NT3.51のサーバ共有プリンタとして使用し
たいが、WindowsNT3.51用のプリンタドライバがな
い

Printia XLドライバディスクV2.1のWindows NT3.51用のプリンタド
ライバを使用することができます。
プリンタがXL-6010の場合は〔FUJITSU XL-6600〕を、XL-5710の
場合は〔FUJITSU XL-5700〕を、XL-5310の場合は〔FUJITSU XL-
5300〕を選択してください。
Printia XLドライバディスクV2.1のWindows NT3.51用のドライバ
ディスクは、ソフトウェアライブラリから作成できます。
ドライバディスクの作成方法については、「XL ドライバディスクの作
成」を参照してください。

プリントサーバがWindows NT3.51、クライアントが
Windows NT4.0のときに、ネットワークインストー
ルしたプリンタドライバで印刷できない

・プリントサーバとクライアントのWindows NTのバージョンが異な
ることが原因と考えられます。この環境で、〔ネットワークプリント
サーバー〕を選択してインストールを行うと（47ページ参照）、異な
るバージョン用に作成されたドライバがコピーされてしまうことがあ
ります。この場合は、インストールしたドライバを削除し、〔このコン
ピュータ〕を選択してプリンタドライバをインストールし直します。
次に、〔ポートの追加〕で印刷先のポート名に<共有プリンタ名>を割
り当てます。
具体的な操作は、次のとおりです。
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1 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順で選択し、お
使いのプリンタをクリックします。

2 〔ファイル〕メニューから、〔プロパティ〕を選択し、〔ポー
ト〕〔ポートの追加〕を順にクリックします。

3 利用可能なプリンタポートから〔Local Port〕〔新しいポー
ト〕の順にクリックします。

4 ポート名に共有プリンタ名（¥¥プリントサーバ名¥共有
プリンタ名）を入力して〔OK〕ボタンをクリックします。

Windows NT4.0/NT3.51で TCP/IP印刷サービス
（LPRポート）を使用したいがどうすればよいか

次の手順で、Windows NT4.0 でLPR印刷を行うことが可能になりま
す。
ただし、その場合にはPrintianaviの機能は使用できません。

準備
LPR印刷を行うには、あらかじめ「Microsoft TCP/IP印刷」と「簡易
TCP/IPサービス」が組み込まれていることが必要です。
〔スタート〕から〔設定〕〔コントロールパネル〕〔ネットワーク〕〔サー
ビス〕の順に選択すると表示される「ネットワークサービス」の一覧に、
「Microsoft TCP/IP印刷」と「簡易TCP/IPサービス」が表示されるこ
とを確認してください。表示されない場合は、組み込んでください。

手順

1 〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順で選択し、〔プリ
ンタの追加〕をダブルクリックします。

2 〔このコンピュータ〕を選択し、〔次へ〕をクリックします。

3 〔ポートの追加〕をクリックし、〔プリンタポート〕ダイアロ
グボックスの「利用可能なプリンタポート」のリストから、
「LPR Port」を選択して〔新しいポート〕をクリックします。
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4 〔LPR互換プリンタの追加〕ダイアログボックスで、次の内
容を入力します。

lpd を提供しているサーバーの名前またはアドレス：プリンタの IP アドレス
サーバーのプリンタ名またはプリンタキュー名： LP　

入力が終わったら、〔ＯＫ〕をクリックします。

・プリンタの IPアドレスは、半角数字とピリオドで
「XXX.XXX.XXX.XXX」の形式で入力します。
（例：172.22.89.17 など）
・「サーバーのプリンタ名またはプリンタキュー名」には、必
ず半角英字で「LP」と入力してください。プリンタLANカー
ドXL-LN100（XL-5300A オプション）の場合の設定
「LPT1.NB.NT.NFF」とは異なりますのでご注意ください。

5 「利用可能なポート」で追加したポートがチェックされてい
ることを確認して、〔次へ〕をクリックします。

その後、「第２章　プリンタドライバのインストール」の「Windows
NT4.0のとき」の手順６（47ページ）以降の操作を行ってプリンタド
ライバのインストールを終了します。ただし、テストページの印刷は行
わないでください。

6 印刷データのスプール方法を変更します。

1〔スタート〕から、〔設定〕〔プリンタ〕の順で選択し、LPR印刷を行

うプリンタを選択します。

2〔ファイル〕メニューで〔プロパティ〕を選択します。

3〔スケジュール〕をクリックし、「印刷ドキュメントをスプールし、プ

ログラムの印刷処理を高速に行う」と「全ページ分のデータをスプー
ルしてから、印刷データをプリンタに送る」を選択します。

7 双方向通信を無効にします。
〔プロパティ〕から〔ポート〕をクリックし、「双方向サポートを有効に
する」のチェックをはずします。

スプール方法の変更が終わったら、〔ＯＫ〕をクリックします。
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Windows NT3.51 の場合も、同様に設定を行います。ただし、次の点
に注意してください。

・ アクセス権の設定

Windows NT3.51のファイルシステムにNTFSを使用している場合、ス
プールディレクトリのアクセス権を変更する必要があります。

1 ファイルマネージャを起動し、「¥system_root¥system32
¥spool¥PRINTERS」ディレクトリをクリックします。

2 〔セキュリティ〕〔アクセス権〕の順に選択し、「EVERYONE」
に対する権限を「フルコントロール」にします。

・ スプールの設定

印刷データのスプール方法は、〔スプール中にジョブを印刷する〕の
チェックをはずします。

1 プリントマネージャを起動し、LPR印刷のプリンタをクリッ
クします。

2 〔プリンタ〕メニューから、〔プリンタ情報〕を選択します

3 「プリンタの作成」ダイアログで、[詳細]をクリックします。

4 〔スプール中にジョブを印刷する〕のチェックをはずして、
〔OK〕をクリックします。
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Windows NT4.0で TCP/IP印刷サービスを組み込んで
プリンタLANカード経由の印刷を行うと、「通信エ
ラー」や「プリンタポートの書き込みエラー」が発生
する

TCP/IP印刷サービス（LPRポート）は、プリンタとの双方向通信に対
応していないため、エラーが発生します。
このエラーを回避するには、〔プリンタのプロパティ〕ダイアログボッ
クスの〔ポート〕で、「双方向サポートを有効にする」のチェックをは
ずしてください。
〔ポート〕は、次の操作で表示します。

1 〔スタート〕ボタンから、〔設定〕〔プリンタ〕の順で選択
し、お使いのプリンタをクリックします。

2 〔ファイル〕メニューから、〔プロパティ〕を選択し、〔ポー
ト〕をクリックします。

Windows NT4.0で区切りページを指定すると、
Printianaviのメッセージが表示されない

本プリンタは、Windows NT4.0の区切りページファイル（*.sep）の印
刷をサポートしていません。
また、Printianaviの機能が正常に動作しなくなるため、区切りページは
使用しないでください。
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TCP/IP接続のネットワークプリンタに印刷できない
Printianavi マネージャで「プリンタからの応答があり
ません」のメッセージが表示される

次の4点を確認してください。
・プリンタのネットワークケーブルが正しく接続されていますか。
・プリンタの電源を再投入してください。
・プリンタのネットワーク設定を確認してください。
（詳細は下の「プリンタのネットワーク設定の確認のしかた」参照）
・パソコンの印刷先ポートを確認してください。
ネットワークポートモニタの設定（ポートの詳細または構成）で正し
いIPアドレスが設定されているか確認してください。また、オプショ
ン設定のポート番号とプリンタのポート番号１が一致しているか確認
してください。

プリンタのネットワーク設定の確認のしかた
プリンタのネットワーク設定は、次の手順でオペレータパネルから「メ
ニュー印刷」（LANの印刷）を実行すると確認できます。

1 プリンタがオンライン状態であることを確認する

2 次の順序でオペレータパネルのスイッチを操作する
「オンライン」→「メニュー」→「 」→「 」

3 プリンタのディスプレイが次のように表示されていること
を確認する

メニュー  インサツ　　　　　　�

ＬＡＮ  ノ  インサツ�
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4 「メニュー」（設定）スイッチを押し、一覧の印刷を開始す
る
印刷を開始しない場合は、選択している給紙口に用紙がセットさ
れていることを確認して、操作をやり直してください。

印刷結果を見て、次の内容を確認してださい。

・TCP/IP設定は「有効」になっていますか。
「無効」になっている場合は、オペレータパネルを操作して、TCP/
IPを「有効」に設定してください。

・TCP/IP動作状態コードは、「０」になっていますか。
「１」のとき............ＩＰアドレスやサブネットマスクの設定に誤りが

あります。設定内容を確認してください。
「２」のとき............DHCPによりTCP/IP構成情報を取得中です。も

う一度LANの設定内容を印刷し直してください。
「３」以上のとき ...DHCPによるTCP/IP構成情報の取得で異常が発

生しています。
DHCPサーバの設定を見直すか、プリンタのパネ
ル操作で、DHCP自動取得を「解除」して、正し
いIPアドレスやサブネットマスクを設定し直して
ください。
また、IPアドレス設定ユーティリティを使って、
設定したIPアドレスは、プリンタの電源を切ると
無効になります。
IPアドレス設定ユーティリティでIPアドレスを設
定した場合は、プリンタの電源を切る前に必ず、
DHCP自動取得を「無効」に変更してください。

・TCP/IP設定の内容が正しいか確認してください。
TCP/IP設定の内容に誤りがある場合は、設定内容を変更してくださ
い。

・TCP/IP設定の内容とパソコン側のネットワーク設定が一致している
か確認してください。
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旧バージョン・レベルとの混在運用について

本プリンタと旧Printianavi対応プリンタを混在運用する場合、添付ソフ
トウェアの組み合わせにより、動作に不具合が生じる可能性がありま
す。各ソフトウェアのバージョンアップ/レベルアップについて説明し
ます。

XL-5800/5300
プリンタの添付ソフトウェア

・Printia LASER プリンタユーティリティ V1.1
・XLドライバディスク V2.1 L12またはL13

ソフトウェアのバージョンアップについて
・Printia LASER プリンタユーティリティ V1.1
アンインストール後、本プリンタに添付されているPrintianaviネット
ワーク連携ユーティリティ V3.1をインストールしてください。アン
インストール作業は、Windows起動後、一度も印刷動作を行っていな
い状態で行ってください。また、ソフトウェアのバージョンアップは
サーバおよびクライアントパソコン双方で行い、バージョンを同一に
してください。

・XLドライバディスク V2.1 L12またはL13
お使いのパソコンのプリンタフォルダに登録されているXL-5800/
5300をすべて削除してください。Windowsを再起動後、最新版のXL
ドライバディスク V2.1 からXL-5800/5300をインストールして、
Windowsを再起動します。
最新版の X L ドライバディスク V 2 . 1 は、本プリンタの添付
CD-ROMに収容されているソフトウェアライブラリからダウンロード
できます。
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XL-5300A
プリンタの添付ソフトウェア

・Printianaviネットワーク連携ユーティリティ V2.1
・XLドライバディスク V2.1 L20以降

ソフトウェアのバージョンアップについて

・Printianaviネットワーク連携ユーティリティ V2.1
アンインストール後、本プリンタに添付されているPrintianaviネット
ワーク連携ユーティリティ V3.1をインストールしてください。アン
インストール作業は、Windows起動後、一度も印刷動作を行っていな
い状態で行ってください。また、ソフトウェアのバージョンアップは
サーバおよびクライアントパソコン双方で行い、バージョンを同一に
してください。

・XLドライバディスク V2.1 L20以降
最新版のXLドライバディスク V2.1は、本プリンタの添付CD-ROM
に収容されているソフトウェアライブラリからダウンロードできます。
最新ドライバにレベルアップして使用することをお勧めします。

XL-5810/5510
プリンタの添付ソフトウェア

・Printianavi ネットワークポートモニタ V1.1
・Printianaviネットワーク連携ユーティリティ V2.1
・XLドライバディスク V2.1 L20以降

ソフトウェアのバージョンアップについて
・Printianavi ネットワークポートモニタ V1.1
Windows起動後、一度も印刷動作を行っていない状態で、本プリンタ
に添付されているPrintianaviネットワークポートモニタ V3.1をイン
ストールしてください。上書きインストールでバージョンアップしま
す。

上書きインストールは、通常のインストールと同じ手順で行
いますが、次の点に注意してください。
・Printianavi Network Portを印刷先に指定しているプリンタ
がある場合は、印刷先を別のポートに変更してください。

・W i n d o w s 起動後、何も印刷をしていない状態から
Printianavi ネットワークポートモニタをインストールして
ください。
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・Printianaviネットワーク連携ユーティリティ V2.1
アンインストール後、本プリンタに添付されているPrintianaviネット
ワーク連携ユーティリティ V3.1をインストールしてください。アン
インストール作業は、Windows起動後、一度も印刷動作を行っていな
い状態で行ってください。また、ソフトウェアのバージョンアップは
サーバおよびクライアントパソコン双方で行い、バージョンを同一に
してください。

・XLドライバディスク V2.1 L20以降
お使いのパソコンのプリンタフォルダに登録されているXL-5810/
5510をすべて削除してください。Windowsを再起動後、XLドライ
バディスク V3.1 のXL-5810/5510をインストールして、Windows
を再起動します。

XL-5710/5310

・ プリンタの添付ソフトウェア

・Printianavi マネージャ V3.1L10
・XLドライバディスク V3.1L10

・ ソフトウェアのレベルアップについて

最新レベルがインストールされていない場合は、すべて最新のレベルに
更新してください。

・Printianavi マネージャ V3.1L10
本プリンタに添付されているPrintianaviマネージャV3.1の最新版を
再インストールしてください。

・XLドライバディスク V3.1L10
お使いのパソコンのプリンタフォルダに登録されている XL-5710/
5310をすべて削除してください。
Windowsを再起動後、XL ドライバディスクのV3.1 最新版のXL-
5710/5310をインストールして、Windowsを再起動します。
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新しいバージョン／レベルのメッセージが表示される

お使いのパソコンに、古いバージョン／レベルのXL-5810/5510/
5710/5310のいずれかがすでに登録されている場合、最新のプリンタ
ドライバをインストールすると登録済みのXL-5810/5510/5710/5310
のエラーメッセージ／ステータス表示ウィンドウに表示されるメッセー
ジ内容は、本マニュアルに記載されている内容となります。(以前の表示
と異なります。）

プリンタの動作や印刷結果への影響はありませんが、古いバージョン／
レベルのプリンタドライバは最新のバージョン／レベルに更新すること
をおすすめします。

古いバージョン／レベルのメッセージが表示される

お使いのパソコンに、本バージョン／レベルのXL-5810/5510/5710/
5310のいずれかを登録後、古いバージョン／レベルのXL-5810/
5510/5710/5310のいずれかを登録すると、エラーメッセージ／ス
テータス表示ウィンドウに表示されるメッセージ内容が本マニュアルと
異なる（古いバージョン／レベルの表示になる）ことがあります。

プリンタの動作や印刷結果への影響はありませんが、このような場合に
は、いったんプリンタフォルダからすべての対象プリンタを削除した
後、最新のPrintia XLドライバを使用して再インストールすることをお
勧めします。

なお、マニュアルと異なるメッセージは次のとおりです。

ステータス表示ウィンドウ（印刷中にステータスを表示す
る（ポップアップ時））

ステータスアイコン ステータス内容

〔0351 登録メモリオーバー〕
ESC/Pageコマンド受信中に外字などの登録用メモリのメモリ不足が

エラー、警告 発生しました。プリンタのいずれかのスイッチを押してください。
〔0353 RAM不足〕
プリンタRAMモジュール（オプション）が取り付けられていないた
め、指定した印刷が行えません。
〔0354 登録メモリ不足〕
登録メモリのメモリ不足が発生しました。プリンタドライバの設定を
見直してください。
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エラーメッセージ（エラー時にメッセージを通知する）

番号 エラー内容 エラーメッセージ 処  置 自動再開
0351 登録メモリオーバー 〔登録メモリオーバー〕 プリンタのいずれかのスイッチを ○

ESC/Pageコマンド受信中に外 押してください。処理を続行しま
字などの登録用メモリのメモリ す。
不足が発生しました。

0353 ＲＡＭ不足 〔RAM不足〕 プリンタドライバの解像度を300 □
プリンタRAMモジュール（オ dpi に設定し直すか、A3、B4用
プション）が取り付けられてい 紙の場合はA4縮小設定にして再
ないため、指定した印刷が行え 度印刷してください。
ません。

0354 登録メモリ不足 〔登録メモリ不足〕 プリンタドライバの設定を見直し □
登録メモリのメモリ不足が発生 てください。
しました。

また、次の状態のときのプリンタ情報ビットマップの表示も異なりま
す。（図はXL-5710の場合）

状態 新しいバージョン／レベルの表示 古いバージョン／レベルの表示
ステータス表示ウィンドウ ステータス表示ウィンドウ 　

応答なし

インストール
したプリンタ
ドライバの機
種と印刷先の
機種が異なっ
ている場合
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Acrobat Reader 3.0J ............................ 14

BBBBB
BPP ......................................................... 277
BPPポート番号 .................................... 219
Business Printer Protocol ................ 277

CCCCC
CANCEL ................................................. 217
CD-ROMの内容 ...................................... 16

DDDDD
DHCP ...................................................... 277

―サーバ側の設定 ........................... 134
―によるアドレス自動取得 ........... 134
―によるアドレス取得 ................... 219

EEEEE
Ethernet タイプ設定 ............................ 215

FFFFF
FUJITSU XL-xxxx ダイアログボックス ... 87

IIIII
IPアドレス .................................. 136, 219

―設定ユーティリティによる設定 .... 135
プリンタのIPアドレスまたはホスト名 ..... 153

LLLLL
LAN接続

―の印刷設定....................................... 24
―の手順 ............................................... 20

lpr ............................................................. 277

MMMMM
MIB .......................................................... 276

NNNNN
N-up印刷 .................................................. 94
NetWare

―3.xJ環境での設定....................... 244
―印刷について................................ 226
―印刷の設定.................................... 225
―環境での印刷設定 ....................... 253
―基本設定................... 221, 231, 240
―サーバ側の設定 ...... 233, 241, 256
―対応XLプリンタ.............................. 4
―の設定 ................................. 203, 221
―プロトコル.................................... 215
―プロトコルの設定項目 ............... 255
―ポート名設定 ... 222, 223, 231, 240

OOOOO
OK ............................................................ 217

PPPPP
Plug & Playによるインストール ........ 35

Windows 95 ....................................... 41
Windows 98 ....................................... 36

Printia XL ドライバ ................................... 9
Printianavi ................................................... 6

―インストーラ................................... 17
―トラブルシューティング ........... 278
―によるメッセージ表示一覧....... 266
―ネットワーク設定ユーティリティ ....... 12, 207
―ネットワークポートモニタ. 9, 131
―ネットワーク連携ユーティリティ ....... 10, 155
―の設定 ............................................ 107
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―の特長 ................................................. 7
―をネットワークで使用する ....... 156
―を有効にする................................ 107

Printianavi マネージャ................. 10, 177
―のアンインストール ................... 185
―のインストール ........................... 180
―の再インストール ....................... 187
―の使い方 ........................................ 188
―を起動する.................................... 188

PSERVER.EXE ..................................... 227
PSERVER.NLM .................................... 228

RRRRR
Request For Comments .................... 277
RFC.......................................................... 277

SSSSS
SAVE ....................................................... 217
SNMP...................................................... 276

―設定 ................................................ 201

TTTTT
TCP/IP

―接続の手順....................................... 20
―動作環境の設定方法 ................... 132
―の設定 ................................. 200, 219
―プロトコル.................................... 215
―を使用する.................................... 111

TCP/IP、NetWare共通の設定 ......... 199

WWWWW
Windows 3.1

―の設定画面....................................... 87
―の設定項目一覧 ........................... 129
新しいドライバに置き換えるとき . 66
印刷先ポートの追加と変更 .............. 64
プリンタドライバのインストール ..... 51

Windows 95
―の設定項目一覧 ........................... 117
Plug & Play によるインストール ..... 41
新しいドライバに置き換えるとき ..... 65
アプリケーションソフトからの設定画面 .... 76
印刷先ポートの追加と変更 .............. 57
インストール....................................... 30
スタートからの設定画面 .................. 78
設定画面 ............................................... 76
通常のインストール .......................... 30
ネットワークインストール .............. 70
ネットワークポートモニタを設定する...... 147
プリンタ設定のプロパティ .............. 76
プリンタのプロパティ ...................... 78
プリンタを共有する .......................... 54

Windows 98
―の設定項目一覧 ........................... 117
Plug & Play によるインストール ..... 36
新しいドライバに置き換えるとき ..... 65
アプリケーションソフトからの設定画面 ..... 76
印刷先ポートの追加と変更 .............. 57
インストール....................................... 30
スタートからの設定画面 .................. 78
設定画面 ............................................... 76
通常のインストール .......................... 30
ネットワークインストール .............. 70
ネットワークポートモニタを設定する...... 147
プリンタ設定のプロパティ .............. 76
プリンタのプロパティ ...................... 78
プリンタを共有する .......................... 54

Windows NT4.0
―の設定項目一覧 ........................... 123
新しいドライバに置き換えるとき .... 66
アプリケーションソフトからの設定画面 .... 80
印刷先ポートの追加と変更 .............. 61
スタートからの設定画面 .................. 82
設定画面 ............................................... 80
代替ドライバのインストール .......... 67
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ドキュメントの既定値プロパティ .... 82
ネットワークインストール .............. 73
ネットワークポートモニタを起動する...... 150
プリンタ設定のプロパティ .............. 80
プリンタドライバのインストール . 46
プリンタのプロパティ ...................... 84
プリンタを共有する .......................... 56
プリントサーバーのプロパティ...... 86

XXXXX
XLドライバディスクの作成 .............. 252
XLプリンタ ................................................ 4

アアアアア
アイコン表示 ......................................... 108
アクロバットリーダー ............................ 14
新しいドライバに置き換えるとき

Windows 3.1 ...................................... 66
Windows 98/95 ................................ 65
Windows NT4.0 ................................ 66

アドレス
DHCPによるアドレス取得........... 219
DHCPによるアドレス自動取得 .. 134
IPアドレス ............................ 136, 219

アプリケーションソフト
―からの設定画面 ..................... 76, 80
―からのプリンタ設定のプロパティ...... 123

アンインストール ............ 145, 164, 185
Printianaviマネージャのアンインストール ..... 185
ネットワークポートモニタを

アンインストールする ........ 145
ネットワーク連携ユーティリティを

アンインストールする ........ 164

イイイイイ
一覧の見かた ......................................... 212
イメージサイズの調整 ............................ 92
印刷

―終了のメッセージ通知 ............... 109
―する用紙サイズを固定する.......... 96
―中のステータスを表示する....... 108
N-up印刷 ............................................. 94
高速に印刷する................................ 103
データにあわせた用紙サイズで印刷する .... 95
データを決まった拡大率または

縮小率で印刷する.............. 96
テキストをグラフィックとして印刷する ...... 116
テキストを高速印刷する ............... 104
両面印刷をする................................ 105

印刷先ポートの追加と変更
Windows 98/95 ................................ 57
Windows 3.1 ...................................... 64
Windows NT4.0 ................................ 61

インストール ...................... 30, 141, 159
―の概要 ................................................. 3
―の手順と設定の概要 ...................... 18
Plug & Playによるインストール .. 35
Printianaviマネージャのインストール ...... 180
Windows 3.1 ...................................... 51
Windows NT4.0 ................................ 46
通常のインストール .......................... 30
ネットワークインストール .............. 70
ネットワーク設定ユーティリティの

インストール ................... 209
ネットワークポートモニタを

インストールする........... 141

ウウウウウ
ウィンドウメニュー ............................. 218
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エエエエエ
エラー時のメッセージ通知 ................ 110
エラー表示 ............................................. 204
エラーメッセージ ................................. 272

オオオオオ
置き換え

新しいドライバに置き換えるとき .... 65
オプション

―の設定 ............................................ 154
―ダイアログ....................................... 88

オプション機能を設定する ................ 114

カカカカカ
解像度.............................................. 99, 103
各メニューの機能 ................................. 213
画面の説明 ............................................. 188
環境設定....................................... 166, 216
監視時間.................................................. 154
かんたんバーコードLite ........................ 13
管理者機能 ............................................. 195

―の追加・削除................................ 183

キキキキキ
起動

Printianavi マネージャを起動する..... 188
到着通知パネルの起動 ................... 174
ネットワーク設定ユーティリティを

起動する ........................... 211
ネットワークポートモニタを起動する...... 147

基本情報.................................................. 199
旧Printianavi対応プリンタ .................... 4
給紙方法..................................................... 93
きれいに印刷する .................................... 99

ククククク
クライアント

―側の設定 ........................................ 168
―専用機の設定..................... 170, 172
―からの印刷設定 .............................. 27

ケケケケケ
ゲートウェイ .............................. 136, 219
検索 .......................................................... 214

コココココ
構成

ポートの構成.................................... 152
高速に印刷する ..................................... 103
この画面について ................................. 218

サササササ
サーバ側の設定 .......................... 166, 245

NetWare サーバ側の設定... 233, 241, 256
サーバで共有しない

LAN接続 .............................................. 20
TCP/IP 接続 ........................................ 20
セントロ接続....................................... 19

サーバで共有する
LAN接続 .............................................. 21
TCP/IP 接続 ........................................ 21
セントロ接続....................................... 19

再インストール ..................................... 187
再検索...................................................... 214
最小化

―起動 ................................................ 162
―時にタスクバーにインジケータを

表示する ........................... 169
削除

ポートの削除......................... 149, 152
サブネットマスク ...................... 136, 219
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シシシシシ
システム情報表示 ................................. 214
自動起動.................................................. 169

―ダイアログ.................................... 169
終了 .......................................................... 213
縮小 ............................................................. 92
受信待ち時間 ......................................... 216
出力用紙の選択 ........................................ 92
状態 .......................................................... 213
状態タブ.................................................. 193
状態表示更新間隔 ................................. 216
情報 .......................................................... 202
初期表示モード ..................................... 109
ジョブ

―タイムアウト時間 ....................... 222
―の流れ ................................. 227, 228
―ポーリング時間 ........................... 223

ススススス
スタートからの設定画面............... 78, 82
ステータス

―表示 ................................................ 111
―表示ウィンドウ ........................... 266

全てをアイコン化 ................................. 218
全てをクローズ ..................................... 218
スムージング ......................................... 100

セセセセセ
制限事項....................................... 178, 208
セキュリティについて ......................... 197
設定 .......................................................... 215

―参照 ................................................ 214
―終了 ................................................ 215
―中断 ................................................ 216
DHCPサーバ側の設定 ................... 134
IPアドレス設定ユーティリティによる設定 ..... 135
LAN接続の印刷設定 ......................... 24
NetWare 3.xJ環境での設定 ........ 244

NetWare印刷の設定 ...................... 225
NetWareサーバ側の設定 ... 233, 241
NetWareの設定 .............................. 221
Printianaviの設定 ........................... 107
SNMP設定 ....................................... 201
TCP/IP動作環境の設定方法 ........ 132
TCP/IPの設定 ............ 179, 200, 219
オプション機能を設定する ........... 114
オプションの設定 ........................... 154
クライアントからの印刷設定.......... 27
クライアント側の設定 ................... 168
クライアント専用機の設定..... 170, 172
サーバ側の設定..................... 166, 245
セントロ接続の印刷設定 .................. 22
その他の設定.................................... 167
ネットワークの設定 ....................... 195
ネットワークプロトコルの設定... 179
ネットワークポートモニタを設定する....... 147
必要な設定........................................ 179
プリンタLANポートの

TCP/IP動作環境設定 ............ 23
プリンタ側の設定 .... 134, 231, 240, 245
プリンタ共有サーバとしての設定 ..... 26
プリントサーバ設定 ....................... 222
プリントサーバモードの設定

(NetWare 4.xJ環境) ..... 230
ポートの設定......................... 149, 153
ポート番号の設定 ........................... 167
メッセージ操作動作環境設定....... 161
用紙の設定........................................... 90
リモートプリンタモードの設定

(NetWare 4.xJ環境) ..... 239
設定画面..................................................... 76

Windows 3.1 ...................................... 87
Windows 95 ....................................... 76
Windows 98 ....................................... 76
Windows NT4.0 ................................ 80
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アプリケーションソフトからの設定画面
(Windows 98/95) ............ 76

アプリケーションソフトからの設定画面
(Windows NT4.0) ............. 80

スタートからの設定画面 ......... 78, 82
設定項目一覧 ......................................... 117

Windows 3.1 ................................... 129
Windows 98/95 ............................. 117
Windows NT4.0 ............................. 123

設定の詳細 ................................................ 90
設定メニュー ......................................... 215
接続形態.................................................. 157
セントロ接続

―の印刷設定....................................... 22
―の手順 ............................................... 19
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操作

インストールの操作 ....................... 209
到着通知パネルの操作 ................... 175
プリントスプーラを操作する ....... 194

操作方法
到着通知パネルの操作方法 ........... 174

双方向プリンティングシステム ............. 6
その他の設定 ......................................... 167
ソフトウェア

必要なソフトウェア ....................... 179
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ソフトウェアライブラリ........................ 14
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ダイアログ
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自動起動ダイアログ ....................... 169
表示モードダイアログ ................... 169
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メッセージサーバダイアログ ....... 168
両面印刷設定ダイアログ .................. 89

代替ドライバのインストール ............... 67
タスクバーに表示する......................... 162
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ツールバー ............................................. 190
追加

―する到着通知パネルの種類 ....... 162
ポートの追加......................... 148, 151

通知メッセージアイコン..................... 175
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データにあわせた用紙サイズで印刷する..... 95
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縮小率で印刷する ................... 96
ディザリング .............................. 101, 102
テキストをグラフィックとして印刷する..... 116
テキストを高速印刷する..................... 104
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動作

―環境 ..................................... 178, 208
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